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神
戸
法
学
雑
誌

第
五
七
巻
第
一
号

二
〇
〇
七
年
六
月

国
連
中
国
代
表
権
問
題
と
池
田
外
交

国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
五
七
〜
一
九
六
四

井

上

正

也

中
国
と
の
国
交
は
日
本
と
国
府
と
の
関
係
が
解
決
さ
れ
ね
ば
正
常
化
さ
れ
な
い
。
東
京
・
北
京
の
関
係
は
た
え
ず
東
京
・
台
北
の
関
係
に

制
約
さ
れ
て
、
一
つ
の
ゴ
ー
デ
ィ
ア
ン
ノ
ッ
ド
（
ゴ
ル
デ
ィ
オ
ス
の
結
び
目
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
台
湾
の
領
土
は
対
日
戦
の
勝

国
側
に
譲
り
渡
さ
れ
て
、
そ
の
帰
属
は
国
際
的
に
見
て
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
譲
渡
し
た
日
本
か
ら
の
帰
属
を
云
々
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
。
も
し
解
決
策
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
か
の
国
が
一
つ
の
判
例
を
示
し
、
他
国
が
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
そ
れ
が
国
際
世
論

と
な
る
し
か
な
い
。

（
１
）

伊
藤
昌
哉
（
池
田
内
閣
首
席
秘
書
官
）

目
次序

論第
一
節

国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
史
的
展
開

（
一
）
岸
政
権
の
中
国
政
策
と
国
連
中
国
代
表
権
問
題
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（
二
）
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
変
容

第
二
節

池
田
政
権
と
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想

（
一
）
池
田
政
権
と
「
二
つ
の
中
国
」
政
策

（
二
）
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
協
調
と
日
欧
提
携

（
三
）
重
要
事
項
指
定
案
の
成
立

第
三
節

東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
変
容
と
池
田
外
交

（
一
）
日
欧
提
携
へ
の
期
待
と
現
実

（
二
）
米
中
関
係
の
緊
張
化

（
三
）
米
国
の
対
日
政
策
と
日
華
関
係
の
悪
化

第
四
節

国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
の
挫
折

（
一
）
中
仏
接
近
と
国
府
の
対
仏
断
交

（
二
）
三
月
五
日
付
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
統
一
見
解
」
の
策
定

（
三
）
国
府
「
分
断
固
定
化
」
か
ら
日
中
直
接
交
渉
へ

結
論

序
論日

華
平
和
条
約
の
締
結
か
ら
、
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
ま
で
の
約
二
〇
年
間
、
日
本
政
府
は
、
米
中
関
係
を
中
心
に
展
開
さ

れ
た
東
ア
ジ
ア
冷
戦
構
造
に
そ
の
大
枠
を
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
双
方
が
正
統
政
権
を
主
張
す
る
「
二
つ
の
中
国
」
の
間
で
揺
れ
続
け
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た
。
戦
後
日
本
の
中
国
政
策
は
、
大
陸
中
国
に
好
意
的
で
あ
っ
た
国
内
世
論
を
背
景
に
、
民
間
貿
易
を
通
じ
た
「
政
経
分
離
」
に
よ
る

中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
の
関
係
構
築
を
模
索
す
る
一
方
で
、
国
際
的
な
影
響
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
台
湾
の
中
華
民
国
政
府
と
の

（
２
）

関
係
を
い
か
に
維
持
し
て
い
く
か
に
苦
慮
し
続
け
た
歴
史
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
日
本
の
中
国
外
交
は
、
そ
の
意
味
で
、
共
産
中
国

に
対
す
る
東
側
外
交
に
留
ま
ら
ず
、
米
国
や
国
府
に
対
す
る
西
側
外
交
が
、
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
池
田
政
権
期
を
中
心
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
対
応
に
焦
点
を

あ
て
つ
つ
、
そ
の
中
国
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
池
田
政
権
期
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
日
中
民
間
貿
易
の
展

開
に
研
究
関
心
が
集
中
す
る
一
方
で
、
池
田
政
権
が
い
か
な
る
中
国
政
策
構
想
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
一
次
史
料

（
３
）

の
制
約
も
あ
り
、
本
格
的
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
池
田
政
権
の
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
も
、

日
本
が
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
阻
止
す
る
重
要
事
項
指
定
案
の
共
同
提
案
国
に
な
っ
た
事
実
か
ら
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
対
米
協
調
路
線
を
重
視
す
る
池
田
政
権
の
中
国
政
策
に
お
け
る
慎
重
姿
勢
の
側
面
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
と
い
え

（
４
）

よ
う
。

近
年
、
こ
の
時
期
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
、
清
水
麗
に
よ
る
一
九
六
一
年
の
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
の
分
析
や
、
池

（
５
）

田
直
隆
に
よ
る
池
田
政
権
初
期
の
中
国
政
策
再
検
討
の
分
析
な
ど
が
登
場
し
て
き
た
。
ま
た
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
を
、「
二
つ
の

（
６
）

中
国
」
政
策
と
い
う
分
析
視
角
か
ら
捉
え
る
研
究
も
現
れ
て
い
る
。
だ
が
、
池
田
政
権
の
国
連
中
国
代
表
権
問
題
へ
の
対
応
を
本
格
的

に
分
析
し
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
は
、
池
田
政
権
に
と
っ
て
特
別
な
重
要
性
を
有
し
て
い
た
。
日

本
に
と
っ
て
、
中
国
と
の
国
交
回
復
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
問
題
は
、
米
国
の
冷
戦
戦
略
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
華
関
係
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
米
国
の
ア
ジ
ア
戦
略
に
よ
っ
て
講
和
条
約
の
締
結
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国
府
と
の
関
係
を
ど
う
処
理
す

る
か
は
、
日
中
国
交
回
復
を
実
現
す
る
上
で
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
国
府
と
の
現
状
の
関
係
に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
、
戦
後
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日
本
の
外
交
路
線
を
規
定
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
体
制
の
根
幹
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
対
米
協
調
路
線
の
枠
内
に
あ
る
日

本
政
府
に
と
っ
て
、
日
本
一
国
で
は
解
決
不
可
能
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
国
際
連
合
と
い
う
多
国
間
協
議
の
場
に
お
け
る
中
国
代
表
権
問
題
の
打
開
は
、
日
本
に
と
っ
て
望
ま
し
い
展
開
と

考
え
ら
れ
た
。
池
田
政
権
に
と
っ
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
は
、
米
国
に
中
国
政
策
の
転
換
を
促
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
国
府
に
「
中
国
の
正
統
政
権
」
と
い
う
擬
制
を
放
棄
さ
せ
て
、「
台
湾
の
政
府
」
と
し
て
の
現
状
を
認
識
さ
せ
る
機
会
と
考
え
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
池
田
政
権
は
、
国
府
を
「
台
湾
の
政
府
」
と
し
て
承
認
し
た
状
態
で
、
中
国
と
の
外
交
関
係
を
最
終

（
７
）

的
に
持
つ
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
実
現
す
る
場
と
し
て
、
国
連
を
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
国
際
的
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
池
田
政
権
が
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構

想
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
の
「
分
断
固
定
化
」
と
は
、
一
九
四
九
年
以
降
、
中
国
大
陸
か
ら
「
事
実
上
」

分
断
さ
れ
て
き
た
台
湾
国
民
政
府
の
主
権
を
、
台
湾
本
島
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
法
的
」
に
中
国
大
陸
か
ら
の
分
断
を
図
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
第
一
節
で
、
前
史
と
し
て
岸
政
権
の
中
国
政
策
と
国
連
中
国
代
表
権
問
題
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
、

岸
政
権
末
期
の
国
際
環
境
の
変
容
を
概
観
す
る
。
次
い
で
第
二
節
で
は
、
池
田
首
相
の
中
国
認
識
と
、
外
務
省
内
で
の
中
国
政
策
再
検

討
に
つ
い
て
考
察
し
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
が
政
府
内
で
浮
上
し
て
く
る
過
程
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問

題
を
め
ぐ
る
議
論
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
池
田
政
権
が
自
由
主
義
諸
国
に
対
し
て
働
き
か
け
た
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
節
で
は
、
一
九
六
二
年
以
降
の
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
展
開
が
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い

て
考
察
し
、
第
四
節
で
は
、
一
九
六
四
年
一
月
の
中
仏
接
近
と
い
う
事
態
が
、
最
終
的
に
、
池
田
政
権
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想

を
断
念
さ
せ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
動
向
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
冷
戦
の
変
容
と
は
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
池
田
政
権
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
、
単
に
挫
折
し
た
構
想
と
し
て
論
じ
る
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だ
け
で
は
な
く
、
日
中
関
係
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
と
い
う
外
在
的
要
因
が
、
い
か
に
池
田
政
権
の
中
国
政
策
構
想
と
結
び
つ
い
た
か
を

考
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
中
国
政
策
に
お
い
て
、
同
構
想
が
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

最
後
に
本
稿
で
用
い
た
一
次
史
料
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
従
来
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
多
く

は
、
米
国
政
府
の
公
開
史
料
に
依
る
ほ
か
は
、
一
九
九
八
年
に
外
交
史
料
館
で
解
禁
さ
れ
た
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
米
国
カ
ナ

ダ
訪
問
関
係
一
件
」
に
依
拠
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
き
た
外
交
記
録
に
加
え
て
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
筆
者

の
開
示
請
求
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
外
務
省
文
書
を
全
面
的
に
用
い
た
。
新
た
に
開
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
っ
て
、
本
稿
は
、

国
連
中
国
代
表
権
問
題
へ
の
池
田
政
権
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
外
務
省
内
部
の
中
国
政
策
再
検
討
作
業
に
つ
い
て
詳
細
な
内
容
を
分
析

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
日
本
側
史
料
に
加
え
て
、
米
国
国
務
省
文
書
（R

G
59

）、
英
国
外
務
省
文
書
（FO

371

）、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

図
書
館
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
図
書
館
所
蔵
の
文
書
を
分
析
に
用
い
て
い
る
。
英
米
両
政
府
の
一
次
史
料
を
、
日
本
側
史
料
と
併
用
し

て
分
析
す
る
こ
と
で
、池
田
政
権
の
外
交
構
想
に
対
す
る
英
米
両
国
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

第
一
節

国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
史
的
展
開

（
一
）
岸
政
権
の
中
国
政
策
と
国
連
中
国
代
表
権
問
題

国
連
中
国
代
表
権
問
題
ほ
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
国
連
総
会
お
よ
び
国
連
機
構
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
関
係
国
が
そ
の
時
間
と
労

力
を
費
や
し
て
き
た
問
題
は
な
い
。
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
北
京
で
中
華
人
民
共
和
国
の
樹
立
が
宣
言
さ
れ
る
と
、
中
国
の
新
政

権
は
、
速
や
か
に
国
際
連
合
に
対
し
て
国
民
政
府
の
総
会
か
ら
の
国
連
代
表
議
席
の
剥
奪
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
及
び
イ
ン
ド

は
、
国
連
総
会
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
か
ら
毎
年
、
中
国
政
府
の
国
連
代
表
権
の
回
復
を
提
案
す
る
こ
と
と
な
る
。
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し
か
し
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
、
朝
鮮
戦
争
に
お
い
て
中
国
人
民
義
勇
軍
が
参
戦
に
踏
み
切
る
と
、
米
国
は
、
対
中
国
姿
勢
を
硬
化

さ
せ
た
。
米
国
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
中
国
が
、
国
連
軍
と
敵
対
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
中
国
の
国
連
加
盟
に
強
い
反
対
を
示
す
よ

う
に
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
自
由
主
義
陣
営
諸
国
は
、
ソ
連
、
イ
ン
ド
に
よ
る
提
案
に
対
し
て
、
中

国
代
表
権
の
国
連
で
の
審
議
自
体
を
保
留
す
る
棚
上
げ
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
案
を
総
会
に
提
案
し
、
多
数
決
に
よ
っ
て
こ
れ
を
採
択
す

（
８
）

る
こ
と
で
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
阻
止
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

中
国
代
表
権
問
題
は
、
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
後
も
、
米
国
の
中
国
「
封
じ
込
め
」
政
策
の
象
徴
で
あ
り
続
け
た
。
一
九
五
三
年
一
月
に

成
立
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight

D
.

E
isenhow

er

）
政
権
に
と
っ
て
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
阻
止
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
中
国

共
産
主
義
の
「
封
じ
込
め
」
に
留
ま
ら
ず
、
同
盟
国
で
あ
る
国
民
政
府
の
国
際
的
地
位
の
保
全
、
さ
ら
に
は
共
和
党
上
院
の
チ
ャ
イ
ナ

ロ
ビ
ー
へ
の
政
治
的
配
慮
と
い
う
国
内
政
治
的
な
文
脈
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
中
国

政
府
の
国
連
加
盟
を
希
望
し
て
い
た
英
国
政
府
と
毎
年
の
よ
う
に
対
立
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
国
連
に
お
け
る
中
国
排
除
の
姿
勢
を
崩

（
９
）

す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
（Joseph

Stalin
）
の
死
後
、
朝
鮮
休
戦
協
定
が
成
立
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
談
、
バ
ン
ド
ン
会
議
が
開
催
さ

れ
る
中
で
、
国
連
で
の
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
状
況
は
、
徐
々
に
変
化
し
始
め
て
い
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
バ
ン
ド
ン
で
の
両

会
議
に
お
け
る
周
恩
来
に
よ
る
鮮
や
か
な
中
国
外
交
の
展
開
は
、
中
国
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
西
側
諸
国
に
印
象
づ
け
た
。
さ
ら
に

中
国
が
イ
ン
ド
と
共
に
掲
げ
た
「
反
帝
国
主
義
」、「
非
同
盟
中
立
」
は
、
植
民
地
か
ら
の
独
立
を
達
成
し
た
ば
か
り
の
多
く
の
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
の
結
果
、
依
然
と
し
て
、
過
半
数
を
得
る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

一
九
五
六
年
の
国
連
中
国
代
表
権
の
票
決
に
お
い
て
、
加
盟
国
に
占
め
る
棚
上
げ
案
へ
の
反
対
投
票
率
は
一
挙
に
一
〇
％
以
上
の
増
加

（
�
）

を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
九
五
七
年
以
降
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
阻
み
続
け
る
米
国
政
府
に
対
し
て
、
西
側
同
盟
国
か
ら
の
批
判
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も
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
内
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
批
判
を
か
わ
す
と
同
時
に
、
国
民
政
府
の
国
連
で
の
議

席
を
保
全
す
る
た
め
に
、
台
湾
の
安
全
保
障
の
確
保
と
引
き
替
え
に
中
国
の
国
連
加
盟
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
声
が
現
れ
始
め
た
の
で

（
�
）

あ
る
。

日
本
が
敗
戦
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
国
連
加
盟
を
実
現
し
た
一
九
五
六
年
一
二
月
は
、
国
連
で
の
中
国
代
表
権
を
め
ぐ
る
議
論
が
ま

さ
に
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
着
目
し
た
時
期
は
早
く
、
国
連
加
盟
以
前
の
一

九
五
四
年
七
月
に
は
、
日
本
の
国
連
加
盟
を
国
連
中
国
代
表
権
問
題
と
結
び
つ
け
て
日
中
同
時
加
盟
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
構
想
が
外

（
�
）

務
省
内
に
現
れ
て
い
た
。

だ
が
、国
連
中
国
代
表
権
問
題
が
、日
本
の
中
国
政
策
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
も
つ
問
題
と
し
て
本
格
的
に
認
識
さ
れ
始
め
た
の
は
、

日
本
の
国
連
加
盟
後
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
日
本
の
国
連
加
盟
の
翌
月
で
あ
る
一
九
五
七
年
一
月
、
第
五
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
公
館
長

会
議
に
お
い
て
、
中
川
融
ア
ジ
ア
局
長
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
日
中
関
係
改
善
に
先
立
ち
、
米
国
の
態
度
に
並

ん
で
国
際
連
合
の
態
度
が
重
要
な
要
素
に
な
る
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
中
川
は
、「
日
本
が
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
に
先
ん
じ
て
、
中
共

と
の
正
式
国
交
を
云
々
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
現
実
の
政
治
論
と
し
て
現
れ
て
き
て
い
る
と
現
状
分

（
�
）

析
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
日
中
関
係
改
善
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
短
命
に
終
わ
っ
た
石
橋
湛
山
政
権
に
続
い
て
、
一
九
五
七
年
二
月
二
五

日
に
成
立
し
た
岸
信
介
政
権
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
。
岸
政
権
は
、
同
年
九
月
に
第
一
号
が
公
刊
さ
れ
た
『
外
交
青
書
』
に
お

い
て
、「
国
際
連
合
中
心
」、「
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
」、「
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
の
立
場
の
堅
持
」
か
ら
な
る
「
外
交
三
原
則
」

を
掲
げ
た
。
こ
の
な
か
で
中
国
問
題
は
、「
ア
ジ
ア
の
一
員
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
国
連
中
心
主
義
」
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
、「
中

国
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
情
勢
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
は
今
後
と
も
国
際
連
合
と
協
調
し
て
国
際
情
勢
全
般
の
推
移
を
慎
重
に
検
討
し
て

（
�
）

対
処
す
る
方
針
で
あ
る
」
と
し
て
、
日
本
の
中
国
政
策
と
国
連
と
の
連
動
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

国連中国代表権問題と池田外交 国府「分断固定化」構想をめぐって、一九五七～一九六四１７７



岸
政
権
初
期
の
中
国
政
策
は
、
鳩
山
、
石
橋
政
権
期
に
試
行
さ
れ
た
中
国
政
策
と
の
連
続
性
を
有
し
て
い
た
。
日
中
国
交
回
復
の
実

現
を
外
交
課
題
と
し
て
掲
げ
た
鳩
山
、
石
橋
両
政
権
は
、
国
府
と
の
承
認
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
よ
っ
て

（
�
）

日
中
関
係
を
打
開
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
構
想
は
、
岸
政
権
に
お
い
て
も
基
本
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
実
際
、

一
九
五
七
年
五
月
の
岸
の
第
一
次
東
南
ア
ジ
ア
訪
問
に
際
し
て
、
外
務
省
が
作
成
し
た
史
料
に
は
、「
台
湾
が
中
国
大
陸
を
支
配
す
る

（

マ

マ

）

政
権
か
ら
分
離
し
た
別
個
の
国
家
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
国
府
、
中
共
の
い
づ
れ
も
が
反
対
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
現
実
の
国
際
政
治
の
面
か
ら
具
体
的
解
決
方
法
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
双
方
に
譲
歩

（
�
）

を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
の
実
現
方
法
に
あ
っ
た
。
日
本
側
の
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
基
づ
く
日
中
接
近
の
模
索
に
強
い
懸
念
を
抱
い

た
米
国
政
府
は
、
鳩
山
政
権
期
の
対
日
「
口
上
書
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
直
接
的
な
牽
制
手
段
を
と
る
こ
と
も
辞

さ
な
い
姿
勢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
当
事
国
で
あ
る
中
国
、
国
府
の
双
方
が
、「
二
つ
の
中
国
」
に
強
い
反
対
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
結
局
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
は
、
外
務
省
内
部
の
政
策
構
想
に
留
ま
り
、
日
本
政
府
が
、
中
国
の
承
認
を
目
的
と
し
て
、
あ
か

ら
さ
ま
な「
二
つ
の
中
国
」政
策
を
進
め
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
鳩
山
政
権
期
に
は
既
に
固
ま
り
つ
つ
あ
っ

（
�
）

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
国
政
策
を
立
案
す
る
外
務
官
僚
の
間
で
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
は
、
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
中
国
問
題
を
打
開

す
る
手
段
と
し
て
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
連
と
い
う
多
国
間
協
議
の
場
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
国
府
の
国
連
議

席
を
保
ち
つ
つ
、
中
国
政
府
を
国
連
に
加
盟
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
が
望
む
台
湾
の
自
由
陣
営
の
確
保
と
、
中
国
の
国
際
社

（
�
）

会
へ
の
復
帰
を
同
時
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
務
官
僚
が
、
国
連
を
通
じ
た
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
実
現
を
望
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
こ
と
は
、
首
相

で
あ
る
岸
自
身
が
、
国
連
を
通
じ
た
中
国
問
題
の
打
開
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
国
連
に
よ
る
状
況
打
開
に
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日
本
の
中
国
政
策
を
ゆ
だ
ね
る
構
想
は
、
一
方
に
お
い
て
、
中
国
問
題
に
対
す
る
日
本
の
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
を
意
味
し
た

が
、
他
方
で
、
国
連
で
の
情
勢
変
化
が
起
こ
る
ま
で
、
中
国
の
政
治
承
認
を
引
き
延
ば
す
遷
延
策
で
も
あ
っ
た
。
慎
重
な
政
治
姿
勢
を

と
る
岸
は
、
第
四
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
交
渉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
中
貿
易
に
は
こ
れ
を
支
援
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
自
民
党
の
親
台
湾
派
の
代
表
的
存
在
で
も
あ
っ
た
岸
は
、
米
国
政
府
や
国
府
へ
の
配
慮
か
ら
日
中
関
係
の
政
治
的

（
�
）

進
展
に
は
終
始
、
消
極
的
な
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
岸
に
と
っ
て
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
の
加
盟
は
、
国
際
情
勢
の
変
化

の
結
果
と
し
て
予
測
さ
れ
る
可
能
性
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
契
機
と
し
て
、
日
中
関
係
を
打
開
す
る
こ
と
に
は

消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
岸
の
消
極
姿
勢
を
さ
ら
に
促
進
し
た
の
は
、
大
躍
進
政
策
の
影
響
に
よ
る
中
国
の
対
外
政
策
の
急
進
化
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
毛
沢
東
は
、
全
面
戦
争
に
至
ら
な
い
範
囲
で
の
国
際
的
緊
張
を
意
図
的
に
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
人
民
を
経
済
建

（
�
）

設
に
向
け
て
積
極
的
に
動
員
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
中
国
政
府
は
、
一
九
五
七
年
六
月
の
岸
の
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
と
訪
台
か
ら
既

に
対
日
批
判
を
強
め
て
い
た
が
、
一
九
五
八
年
五
月
二
日
の
長
崎
国
旗
事
件
の
発
生
を
契
機
に
、
第
四
次
日
中
貿
易
協
定
の
一
方
的
な

破
棄
を
通
告
し
て
、
事
実
上
の
対
日
関
係
断
絶
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
政
府
の
対
外
政
策
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
尖
鋭
化
し
た
。

（
�
）

続
い
て
同
年
八
月
に
は
、
人
民
解
放
軍
が
大
陸
沿
岸
諸
島
へ
の
砲
撃
を
再
開
し
、
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
し
て

翌
一
九
五
九
年
三
月
、
チ
ベ
ッ
ト
で
の
住
民
蜂
起
に
対
す
る
武
力
弾
圧
が
行
わ
れ
る
と
、
中
国
政
府
に
対
す
る
国
際
的
批
判
は
再
び
高

ま
り
、
国
連
中
国
代
表
権
に
お
け
る
中
国
支
持
国
の
増
加
も
横
ば
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
一
九
五
八
年
夏
以
降
、
岸
は
米
国
側
の
示
唆
を
受
け
て
、
日
米
安
保
条
約
の
全
面
改
定
と
い
う
政
治
課
題
に
本
格

（
�
）

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。
吉
田
外
交
の
「
向
米
一
辺
倒
」
へ
の
批
判
が
、
鳩
山
・
石
橋
両
政
権
に
よ
る
「
自
主
外
交
」
の
動
機
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
岸
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
に
よ
る
日
米「
対
等
化
」の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
よ
っ

て
、「
独
立
国
家
の
完
成
」
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
岸
政
権
の
藤
山
愛
一
郎
外
相
は
、
日
中
断
絶
後
も
引
き
続
い
て
関
係
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改
善
を
模
索
し
て
い
た
が
、
岸
政
権
は
、
安
保
改
定
を
決
断
し
た
こ
と
で
、
当
面
の
日
中
関
係
の
改
善
を
事
実
上
棚
上
げ
す
る
に
至
っ

（
�
）

た
の
で
あ
る
。

（
二
）
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
変
容

こ
の
よ
う
に
日
本
の
国
連
加
盟
後
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
、
中
国
問
題
の
打
開
と
結
び
つ
け
る
構
想
が
、
外
務
官
僚
を
中
心
に

現
れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
構
想
は
具
体
的
な
政
策
に
は
結
び
つ
か
ず
、
必
ず
し
も
岸
首
相
を
始
め
と
す
る
政
府
首
脳
部
に
共
有
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
一
九
六
〇
年
に
入
る
と
中
国
問
題
は
、
俄
に
切
実
な
政
治
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、

直
接
的
に
は
、
国
連
中
国
代
表
権
の
票
決
が
切
迫
し
て
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
よ
り
マ
ク
ロ
的
視
点
に
立
て
ば
、
第
三
世
界
の
台
頭
、

中
ソ
対
立
の
激
化
、
米
ソ
緊
張
緩
和
に
よ
る
直
接
対
決
の
回
避
と
「
体
制
間
競
争
」
へ
の
移
行
と
い
っ
た
冷
戦
構
造
の
変
容
が
、
中
国

問
題
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
顕
著
に
な
っ
て
き
た
第
三
世
界
の
台
頭
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
均
衡
を
突
き
崩

す
結
果
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
で
の
住
民
蜂
起
を
契
機
と
し
た
第
一
次
中
印
紛
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
米
国
政
府
の
懸
念
し

た
中
印
を
基
軸
と
す
る
「
非
同
盟
ブ
ロ
ッ
ク
」
構
築
の
可
能
性
は
減
退
し
た
と
は
い
え
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
、
第
三
世
界
の
脱

（
�
）

植
民
地
化
の
進
展
は
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
と
呼
ば
れ
た
一
九
六
〇
年
は
、
一
年
間
に
一
五
カ

国
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
、
キ
プ
ロ
ス
が
国
連
に
新
た
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
は
事
実
上
の
転
換
点
を
迎

え
た
。
同
年
秋
に
行
わ
れ
た
国
連
総
会
で
、
新
規
加
盟
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
実
に
一
二
カ
国
が
棚
上
げ
案
に
棄
権
、
三
カ
国
が
反
対

に
回
り
、
国
連
総
会
で
の
賛
成
得
票
率
が
四
二
・
九
％
と
初
め
て
五
割
を
割
り
込
み
、
賛
否
の
票
差
は
八
票
に
ま
で
縮
小
し
た
の
で
あ

る
。
一
九
六
〇
年
の
票
決
は
、
仮
に
次
年
度
に
、
さ
ら
に
五
カ
国
の
賛
成
国
が
反
対
に
回
れ
ば
、
中
国
代
表
権
問
題
は
、
実
質
討
議
に
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持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
米
国
主
導
に
よ
る
棚
上
げ
案
が
、
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
た
。

一
方
、
中
国
の
国
内
外
の
情
勢
も
急
速
に
変
化
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
国
内
で
は
、
毛
沢
東
の
主
導
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
大
躍

進
政
策
が
、
未
曾
有
の
飢
饉
と
も
重
な
っ
て
、
中
国
経
済
の
破
綻
を
も
た
ら
し
、
推
定
二
〇
〇
〇
万
人
以
上
と
も
い
わ
れ
る
餓
死
者
を

出
す
惨
憺
た
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。

ま
た
、
対
外
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
一
枚
岩
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中
ソ
関
係
の
悪
化
が
顕
在
化
し
、
そ
の
対
立
が
西
側
陣
営
に
も
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
五
六
年
二
月
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita
K

hrushchev

）
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
機
に
本
格
化
し
た
中

ソ
対
立
は
、
両
国
の
国
益
に
関
わ
る
争
点
を
含
み
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
、
国
際
共
産
主
義
運
動
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
理
論
的
後

継
者
を
自
負
す
る
毛
沢
東
と
、
ソ
連
指
導
部
と
の
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
以
降
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
政
策

に
見
ら
れ
る
一
連
の
急
進
的
な
政
策
の
展
開
は
、
対
米
緊
張
緩
和
を
志
向
す
る
ソ
連
指
導
部
と
の
間
で
決
定
的
な
対
立
を
も
た
ら
し

た
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
六
月
、
ソ
連
政
府
が
ソ
連
人
技
術
者
の
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
命
令
を
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
ソ
対

（
�
）

立
は
一
挙
に
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
国
の
国
内
外
の
環
境
が
悪
化
す
る
中
で
、
毛
沢
東
は
、
党
務
に
専
念
す
る
と
し
て
、
一
九
五
九
年
四
月
に
国
家
主
席
を

辞
任
し
、
国
家
指
導
の
第
一
線
か
ら
一
時
的
に
身
を
引
い
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
国
家
主
席
に
就
任
し
た
劉
少
奇
や
周
恩
来
の
指
導
の

下
で
、
一
九
六
〇
年
末
か
ら
経
済
調
整
政
策
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
中
国
の
新
指
導
部
は
、
飢
饉
に
よ
る
食
糧
危
機
に
加
え
て
、

中
ソ
対
立
に
よ
っ
て
対
ソ
貿
易
が
大
幅
に
激
減
し
た
こ
と
か
ら
、
ソ
連
の
代
替
市
場
を
模
索
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
八

月
に
は
「
友
好
貿
易
」
と
い
う
形
で
日
中
貿
易
を
再
開
す
る
な
ど
、
次
第
に
西
側
諸
国
に
対
し
て
現
実
的
な
政
策
を
採
り
始
め
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
ま
し
て
、
最
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
の
は
、
米
国
の
中
国
政
策
に
変
化
の
兆
し
が
現
れ
始
め
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
強
固
な
中
国
「
封
じ
込
め
」
を
主
導
し
て
き
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
任
期
満
了
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
次
期
大
統
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領
選
挙
を
絡
め
て
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
が
米
国
内
に
お
い
て
活
発
化
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
〇
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い

て
、
八
年
ぶ
り
の
民
主
党
政
権
の
奪
還
を
狙
う
ケ
ネ
デ
ィ
（John

F.
K

ennedy

）
は
、
国
民
政
府
の
支
配
下
に
あ
っ
た
金
門
、
馬
祖

か
ら
な
る
大
陸
沿
岸
諸
島
の
防
衛
に
米
国
が
関
与
す
る
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
大
陸
反
攻
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
主
張
し

て
、
金
門
、
馬
祖
の
堅
守
を
主
張
す
る
共
和
党
大
統
領
候
補
で
あ
っ
た
ニ
ク
ソ
ン
（R

ichard
N

ixon

）
副
大
統
領
と
の
政
策
の
違
い

を
際
だ
た
せ
た
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
自
身
は
ア
ジ
ア
政
策
に
関
す
る
知
識
は
乏
し
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
発
言
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
一
定
の
知
識

を
有
し
て
お
り
、
共
和
党
の
中
国
政
策
に
批
判
的
で
あ
っ
た
政
策
ブ
レ
ー
ン
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン（A

dlai
Steven-

son

）、
ボ
ー
ル
ズ
（C

hester
B

ow
les

）、
ハ
リ
マ
ン
（W

.
A

verell
H

arrim
an

）
ら
は
、
民
主
党
陣
営
の
対
外
政
策
ブ
レ
ー
ン
の
中
で

も
、
と
り
わ
け
米
国
の
対
外
政
策
に
お
け
る
脱
植
民
地
化
後
の
ア
ジ
ア
の
存
在
を
重
視
し
て
お
り
、
中
国
を
孤
立
さ
せ
る
よ
り
も
、
む

（
�
）

し
ろ
米
中
間
の
対
話
の
経
路
を
開
く
こ
と
で
、
中
国
政
府
内
部
の
穏
健
勢
力
の
台
頭
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ

し
て
、
彼
ら
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
、
国
府
の
大
陸
沿
岸
諸
島
の
領
有
に
曖
昧
な
姿
勢
を
と
り
続
け
た
こ
と
が
、
二
度
に
わ
た

る
台
湾
海
峡
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
国
府
を
大
陸
沿
岸
諸
島
か
ら
引
き
揚
げ
さ
せ
、
大
陸
か
ら
の
「
分
断
固
定
化
」

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
ボ
ー
ル
ズ
は
、
一
九
六
〇
年
四
月
、『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』

誌
に
、
蒋
介
石
を
全
中
国
の
統
治
者
と
す
る
神
話
は
、
終
わ
り
に
す
べ
き
で
あ
り
、
台
湾
を
独
立
国
家
と
す
る
こ
と
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の

（
�
）

ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
位
を
強
化
し
、
台
湾
人
に
自
由
と
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
側
近
達
は
、
直
ち
に
米
国
の
中
国
政
策
を
大
幅
に
転
換
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
中
国
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
台
頭
に
強
い
脅
威
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
彼
ら
は
共
和
党
政

権
と
同
様
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ロ
ス
ト
ウ
（W

alt
R

ostow

）
の
議
論
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
側
近
は
、
第
三
世
界

の
脱
植
民
地
化
が
進
行
す
る
中
で
、
中
国
の
存
在
は
、
軍
事
的
膨
張
よ
り
も
政
治
経
済
モ
デ
ル
を
め
ぐ
る
体
制
間
競
争
と
い
う
点
で
、
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深
刻
な
脅
威
と
な
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
後
期
か
ら
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
ド
を
始
め
と
す

る
第
三
世
界
へ
の
経
済
開
発
主
義
を
全
面
的
に
打
ち
出
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
政
治
・
経
済
的
安
定
の
確
立
に
よ
っ
て
共
産
主
義
の
浸

（
�
）

透
へ
の
対
抗
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
多
く
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry
S.

T
rum

an

）
民
主
党
政
権
の
「
中
国
の
喪
失
」
が
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
中
で

（
�
）

厳
し
く
糾
弾
さ
れ
た
苦
い
記
憶
を
未
だ
に
払
拭
で
き
ず
に
い
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
側
近
は
、
中
国
政
策
を
修
正
す
る
必

要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
中
国
共
産
主
義
へ
の
脅
威
観
を
併
存
さ
せ
て
い
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
大
統
領
選
に
お
け
る
僅
差
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
側
近
の
多
く
は
政
権
入
り
し
て
対
外
政
策
形
成

に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
中
国
政
策
に
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
。
事
実
、
大
統
領
選
挙
か
ら
一
週
間
後
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
と

ボ
ー
ル
（G

eorge
B

all

）
は
連
名
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
対
外
政
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
報
告
を
提
出
し
て
い
る
。
同
報
告
に
は
、
中
国

問
題
へ
の
新
政
権
の
対
応
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
欧
州
問
題
や
対
外
経
済
援
助
と
共
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
へ
の
対
応
策
と

（
�
）

し
て
、
台
湾
の
独
立
承
認
を
条
件
に
中
国
の
国
連
加
盟
を
認
め
る
と
す
る
政
策
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
国
連
新
規
加
盟
国
の
増
加
に
よ
る
中
国
代
表
権
問
題
の
切
迫
、
大
躍
進
の
挫
折
と
中
ソ
対
立
に
よ
る
中
国
の

変
化
、
そ
し
て
米
国
で
の
民
主
党
政
権
の
発
足
と
い
う
新
情
勢
は
、
一
九
六
一
年
が
「
中
国
の
年
」
と
な
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
に
足

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
日
本
に
お
い
て
も
一
九
六
〇
年
六
月
、
日
米
新
安
保
条
約
の
発
効
と
同
時
に
岸
政
権
が
総
辞
職

し
、
池
田
勇
人
政
権
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
日
本
外
交
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
中
国
問
題

の
解
決
は
、
池
田
政
権
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

国連中国代表権問題と池田外交 国府「分断固定化」構想をめぐって、一九五七～一九六四１８３



第
二
節

池
田
政
権
と
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想

（
一
）
池
田
政
権
と
「
二
つ
の
中
国
」
政
策

一
九
六
〇
年
七
月
一
九
日
、
新
た
に
首
相
に
就
任
し
た
池
田
勇
人
は
、
元
来
、
中
国
問
題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
池
田
は
、
税
制
問
題
を
専
門
と
す
る
大
蔵
省
主
税
局
系
の
官
僚
出
身
で
あ
っ
た
。
大
蔵
省
に
入
省
後
、
大
病
を
患
っ
た
た
め
に
、

一
度
は
出
世
街
道
か
ら
外
れ
な
が
ら
も
、
敗
戦
に
よ
っ
て
上
層
幹
部
の
多
く
が
公
職
追
放
さ
れ
る
中
で
、
大
蔵
事
務
次
官
に
ま
で
昇
り

つ
め
、
そ
の
後
、「
吉
田
学
校
」
の
一
員
と
し
て
政
界
入
り
し
た
。
こ
う
し
た
経
歴
が
示
す
よ
う
に
、
池
田
は
、
経
済
財
政
政
策
に
は

（
�
）

一
定
の
識
見
を
有
し
て
い
た
が
、
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
国
内
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
で
、
岸
政
権
の
通
産
大
臣
で
あ
っ
た
池
田
は
、
一
九
六

（
�
）

〇
年
一
月
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
後
は
、
日
中
貿
易
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
池
田
発
言
は
、
次

期
総
裁
選
を
意
識
し
た
国
内
向
け
ア
ピ
ー
ル
の
色
彩
が
強
か
っ
た
と
は
い
え
、
池
田
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
当
時
、
中
国
と
の
関
係

改
善
を
模
索
し
て
い
た
石
橋
湛
山
や
松
村
謙
三
と
い
っ
た
自
民
党
親
中
国
派
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
池
田
の
側
近
に
も
、
池
田
の
中
国
観
に
影
響
を
与
え
た
人
物
が
存
在
し
た
。
池
田
派
宏
池
会
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
田
村

敏
雄
で
あ
る
。
池
田
と
大
蔵
省
の
同
期
で
あ
り
、
敗
戦
を
満
州
で
迎
え
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
て
帰
国
し
た
田
村
は
、
宏
池
会
事
務
局

（
�
）

に
お
い
て
、
派
閥
の
裏
方
を
務
め
る
の
み
な
ら
ず
、
政
策
勉
強
会
を
開
き
、
池
田
に
対
し
て
し
ば
し
ば
非
公
式
に
助
言
を
与
え
て
い
た
。

田
村
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
後
に
所
得
倍
増
計
画
に
結
実
す
る
経
済
政
策
で
あ
っ
た
が
、
今
ひ
と
つ
に
中
国
問
題
が
あ
っ

た
。田

村
は
、
自
ら
が
編
集
し
て
い
た
宏
池
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
進
路
』
に
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
頻
繁
に
中
国
の
情
勢
分
析
や
日

（
�
）

中
関
係
を
め
ぐ
る
論
考
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
五
月
に
は「
中
国
特
集
」と
題
し
て
特
集
も
組
ん
で
い
る
。
前
述
し
た
ボ
ー
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�
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ル
ズ
の
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
論
考
が
、「
進
路
」
に
全
訳
さ
れ
て
転
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
田
村
は
、
米
国
の
中
国
政
策
の
動
向
に

も
関
心
を
払
っ
て
お
り
、
池
田
が
、
中
国
政
策
に
対
し
て
積
極
姿
勢
を
示
す
上
で
、
重
要
な
触
媒
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
田

村
は
、
日
中
民
間
貿
易
に
携
わ
っ
て
い
た
岡
崎
嘉
平
太
を
、
池
田
の
側
近
で
あ
っ
た
黒
金
泰
美
に
引
き
合
わ
せ
る
な
ど
、
池
田
政
権
と

（
�
）

親
中
国
派
と
の
橋
渡
し
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
周
囲
か
ら
の
影
響
に
加
え
て
、
池
田
自
身
も
、
中
国
を
「
革
命
の
輸
出
」
を
図
る
共
産
主
義
国
家
と
し
て
危
険
視
せ
ず
、

近
代
化
を
志
向
す
る
発
展
途
上
国
と
考
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
実
際
、
池
田
は
、
一
九
六
〇
年
一
月
号
の
『
進
路
』
に
お
い
て
、
社

会
主
義
経
済
に
つ
い
て
、
工
業
化
が
あ
る
程
度
以
上
に
達
し
、
産
業
構
造
が
高
度
化
し
て
、
第
一
次
部
門
の
就
業
人
口
構
成
比
が
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
程
度
に
な
る
と
き
に
は
、「
強
制
経
済
も
し
く
は
命
令
経
済
と
同
義
の
計
画
経
済
は
不
必
要
に
も
な
り
不
可
能

に
も
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
社
会
主
義
経
済
体
制
こ
そ
過
渡
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
急
速
な
工
業

化
、
な
か
ん
ず
く
重
工
業
の
発
展
が
一
定
の
成
功
を
見
た
あ
か
つ
き
に
は
、
し
だ
い
に
転
換
変
貌
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
て

（
�
）

い
る
。

確
か
に
池
田
は
、
中
国
政
策
に
お
い
て
米
国
と
の
協
調
路
線
を
重
視
し
、
西
側
同
盟
の
象
徴
と
し
て
「
台
湾
の
確
保
」
を
重
視
す
る

（
�
）

点
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
政
権
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
、
政
権
成
立
後
に
米
国
に
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
大
陸
の
将
来
的

な
可
能
性
を
理
解
し
つ
つ
も
、
晩
年
に
至
る
ま
で
共
産
主
義
に
対
し
て
病
的
な
ま
で
の
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
吉
田
茂
や
、
国
民
政
府

と
の
強
固
な
政
治
的
紐
帯
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
中
国
政
策
を
拘
束
さ
れ
た
岸
信
介
と
は
、
池
田
は
異
な
る
中
国
観
を
有
し
て
い
た
。
池

田
や
、
自
民
党
内
で
「
ニ
ュ
ー
・
ラ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
た
前
尾
繁
三
郎
、
大
平
正
芳
、
宮
沢
喜
一
と
い
っ
た
大
蔵
官
僚
出
身
の
側
近
達

は
、
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
泥
せ
ず
、
経
済
合
理
主
義
的
な
観
点
か
ら
、
中
国
を
「
普
通
の
国
」
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
強

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
池
田
の
中
国
観
は
、
大
躍
進
の
挫
折
に
よ
る
中
国
の
対
外
政
策
の
穏
健
化
と
、
東
西
緊
張
緩
和
と
い
う
国
際
環
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境
と
が
重
な
り
あ
い
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
の
基
本
的
な
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
池
田
政
権
に
お
い
て
、
中
国
政
策
は
い
か
に
策
定
さ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
池
田
政
権
の
中
国
政
策
を
理
解
す
る
上
で
不
可

欠
と
も
い
え
る
の
が
、
外
務
省
事
務
当
局
の
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
再
検
討
作
業
で
あ
る
。
池
田
政
権
は
、
鳩
山
政
権
の
日
ソ
国
交
回
復

や
、
石
橋
政
権
の
日
中
国
交
回
復
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
確
な
外
交
課
題
を
設
定
し
て
組
閣
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

池
田
政
権
は
、
安
保
闘
争
後
の
国
論
の
分
裂
を
癒
し
、
国
民
の
関
心
を
所
得
倍
増
計
画
に
象
徴
さ
れ
る
経
済
成
長
に
向
け
る
と
い
う
内

政
的
課
題
を
中
心
に
据
え
た
政
権
と
い
う
色
彩
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
池
田
自
身
、
政
権
成
立
当
初
は
有
力
な
外
交
ブ
レ
ー
ン
を
持
た
ず
、
外
交
に
お
い
て
は
素
人
同
然
と
も
い
え
た
。
外
交
ブ
レ
ー

ン
の
不
在
を
補
う
意
味
で
、
池
田
は
、
政
権
発
足
直
後
の
一
九
六
〇
年
八
月
に
、
民
間
有
識
者
か
ら
な
る
外
交
問
題
懇
談
会
を
発
足
さ

せ
た
が
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
委
員
の
間
で
意
見
の
違
い
が
大
き
く
、
期
待
さ
れ
た
政
策
形
成
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

（
�
）

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
池
田
政
権
期
に
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
宏
池
会
出
身
の
小
坂
善
太
郎
、
大
平
正
芳
の
両
名
も
、
外
交
経
験
の
乏
し

（
�
）

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
年
齢
的
に
も
ま
だ
若
く
、
外
務
官
僚
に
対
し
て
主
導
権
を
握
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
結

果
、
中
国
政
策
の
立
案
に
お
い
て
は
、
主
管
局
で
あ
る
外
務
省
ア
ジ
ア
局
を
中
心
と
す
る
事
務
当
局
の
起
案
が
、
池
田
政
権
の
政
策
形

成
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
り
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
か
。
省
内
で
中
国
政
策
の
再
検
討
を
求
め
る
声

は
、
国
連
中
国
代
表
権
の
票
決
結
果
も
あ
い
ま
っ
て
、
一
九
六
〇
年
晩
秋
に
は
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
中
国
政

策
に
関
わ
る
外
務
官
僚
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
結
し
て
中
国
関
係
専
門
官
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
国
際
的
な
潮

流
は
中
国
が
国
連
に
承
認
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
お
り
、
来
る
べ
き
一
九
六
一
年
は
、
将
来
の
日
中
関
係
の
形
を
決
め
る
決
断
の
年
で

（
�
）

あ
る
と
い
う
認
識
が
大
勢
を
占
め
、
中
国
へ
の
柔
軟
政
策
を
考
慮
す
べ
き
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

翌
一
九
六
一
年
一
月
に
入
る
と
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
を
中
心
に
中
国
政
策
の
全
体
的
な
見
直
し
が
開
始
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
一
月
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一
一
日
、
池
田
首
相
の
訪
米
を
米
国
側
に
申
し
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
池
田
政
権
が
、
来
る
べ
き
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
中
国
問
題

に
い
か
な
る
姿
勢
を
示
す
か
が
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
局
中
国
課
が
一
月
八
日
付
で
作
成
し
た
「
対
中
共
対
策
（
案
）」
は
、
ま
ず
現
状
分
析
と
し
て
、
国
連
に
お
け
る
中
国
代
表

権
問
題
の
棚
上
げ
案
の
通
過
は
、
今
後
、
楽
観
的
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
「
中
共
を
『
大

人
』
に
す
る
た
め
に
は
、
中
共
に
国
連
と
い
う
舞
台
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
中
国
の
国
連
加
盟
の
必
要
性
を
主
張
し
、「
本
問
題

に
対
す
る
世
界
の
大
勢
と
睨
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
ま
ず
米
国
に
対
し
て
審
議
棚
上
げ
に
固
執
せ
ず
、
実
質
討
議
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
説

き
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
米
国
が
あ
く
ま
で
棚
上
げ
案
に
固
執
す
る
と
き
は
、
棄
権
す
る
も
致
し
方
な
し
」
と
さ
れ
た
。

一
方
、
日
中
関
係
に
つ
い
て
同
文
書
は
、「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
て
は
中
共
の
『
人
民
外
交
』
に
引
き
ず
ら
れ
泥
沼
に
陥
る
惧

れ
が
あ
る
」
と
し
て
、
日
本
側
か
ら
も
外
交
の
主
導
権
を
握
る
必
要
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
中
国
側
が
「
政
府
間
の
協
定
や
『
国
交
正

常
化
』
に
対
し
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
興
味
を
有
す
る
か
」
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、「
大
臣
級
の
政
府
代
表
」
を
北
京
に
派
遣
し
て
、

（
�
）

中
共
の
真
意
を
全
般
的
に
打
診
さ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

上
述
の
政
策
方
針
を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
局
全
体
と
し
て
の
意
見
を
集
約
し
た
の
が
、
三
月
三
日
付
の
「
対
中
共
方
針
」
で
あ
る
。

同
文
書
は
「
台
湾
に
対
す
る
特
別
扱
い
を
条
件
と
し
て
、
中
共
に
対
し
て
中
国
代
表
権
を
認
め
る
」
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
、
具

体
的
に
台
湾
を
領
有
す
る
国
民
政
府
に
対
し
て
は
、「
国
連
監
視
の
下
に
住
民
投
票
を
行
い
」、
そ
の
「
法
的
地
位
」
を
台
湾
本
島
に
確

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
共
の
代
表
権
を
中
国
本
土
に
限
定
す
べ
き
と
い
う
方
針
を
明
確
に
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
当
面
の
対
中
国
政

策
と
し
て
、
第
一
に
、
日
本
政
府
が
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
あ
ら
ゆ
る
投
票
に
棄
権
す
る
こ
と
で
、
中
国
の
対
日
三
原
則
の

枠
内
に
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
。
第
二
に
、「
中
共
の
国
連
加
入
が
認
め
ら
れ
た
直
後
、
又
は
台
湾
の
帰
属
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ

た
後
」
を
目
処
と
し
て
、
中
共
の
承
認
を
行
う
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
可
能
な
限
り
中
国
に
「
前
向
き
」
姿
勢
を
と
る
と
い
う

（
�
）

も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
文
書
が
示
す
よ
う
に
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
案
は
、
明
確
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
立
脚
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
局
の
中
国

政
策
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
お
け
る
中
国
の
国
連
加
盟
に
合
わ
せ
て
、
台
湾
の
「
分
断
固
定
化
」
を
実
現
し
、
続
い
て
、
日
本

か
ら
の
政
府
特
使
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
日
中
接
近
を
図
り
、
最
終
的
に
日
中
国
交
回
復
を
実
現
す
る
二
段
階
の
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
局
案
の
形
成
の
背
景
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
、
外
務
省
内
で
積
極
的
な
中
国
政
策
を
主
張
し
て
き
た
ア
ジ
ア

（
�
）

局
系
外
交
官
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
。
鳩
山
政
権
期
に
香
港
総
領
事
で
あ
っ
た
伊
関
佑
二
郎
ア
ジ
ア
局
長
は
、
当
時
、
省
内
で
も
と

（
�
）

り
わ
け
積
極
的
な
中
国
政
策
を
主
張
し
て
い
た
。
事
実
こ
の
時
期
、
伊
関
は
、
駐
日
英
国
大
使
館
員
に
中
国
の
国
連
加
盟
が
日
本
に
と
っ

て
最
も
望
ま
し
い
結
果
で
あ
る
と
語
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
日
本
が
北
京
承
認
に
向
け
て
積
極
的
に
動
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
で

（
�
）

あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
省
内
有
数
の
中
国
専
門
家
で
あ
り
、
鳩
山
政
権
期
に
中
国
課
長
と
し
て
中
国
政
策
の
再
検
討
を
主
導
し
た
小
川
平
四
郎
香
港

総
領
事
も
、
二
月
二
〇
日
、
赴
任
地
か
ら
長
文
電
報
に
よ
る
意
見
具
申
を
行
っ
て
い
る
。
小
川
は
、
国
際
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
無
い

限
り
、「
台
湾
分
離
策
」
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
意
見
を
示
し
た
。
具
体
的
に
小
川
は
、「
こ
の
際
で
き
る
だ
け
早
く
、
中
国
問

題
特
に
台
湾
問
題
の
論
議
が
国
際
場
裡
の
論
議
と
な
る
よ
う
な
手
を
う
ち
、
国
際
輿
論
と
し
て
台
湾
分
離
の
方
向
が
大
き
く
議
論
さ
れ

る
よ
う
導
い
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
、「
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
程
中
共
の
わ
が
国
に
対
す
る
圧
力
が
強
く
な
り
、

わ
が
国
と
し
て
国
内
の
論
議
の
間
に
過
早
に
意
思
表
示
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
危
険
が
増
大
す
る
」
と
主
張
し

た
。
そ
し
て
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
中
国
と
比
較
的
関
係
の
薄
い
一
連
の
中
小
国
（
中
共
及
び
国
府
か
ら
い
か
に
非
難
さ
れ
て
も
さ
し

て
痛
痒
を
感
じ
な
い
、
し
か
も
理
性
的
な
国
々
）
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
て
、
台
湾
国
民
政
府
の
「
分
断
固
定
化
」
の
推
進

（
�
）

を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

伊
関
や
小
川
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
局
系
外
交
官
が
、
積
極
的
な
中
国
政
策
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
伊
関
自
身
が
、
外
務
省
幹
部
会
に
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お
い
て
「
国
共
合
作
が
怖
い
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
国
府
の
将
来
へ
の
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
大
陸
反
攻
の
可
能
性
が

薄
れ
、
蒋
介
石
が
高
齢
に
な
る
中
で
、
国
民
政
府
の
現
状
は
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
蒋
経

国
は
、
ソ
連
滞
在
が
長
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
国
共
合
作
」
と
い
う
形
で
大
陸
に
帰
順
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
ア
ジ
ア
局
の
中
国
専
門
家

（
�
）

は
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
、
台
湾
を
西
側
陣
営
に
確
実
に
留
め
る
た
め
に
も
、
国
府
が
国
連
議
席
を
失
う
前
に
、
大
陸
か

ら
の
「
分
断
固
定
化
」
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
局
系
外
交
官
が
、
そ
れ
以
上
に
関
心
を
払
っ
た
の
は
、
将
来
の
大
陸
中
国
と
の
政
治
関
係
の
樹
立
で
あ
っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
、
伊
関
ア
ジ
ア
局
長
は
、
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
の
必
要
を
認
識
し
つ
つ
も
、
次
期
国
連
総
会
に
お
け

（
�
）

る
中
国
代
表
権
問
題
の
討
議
で
は
、
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
議
決
か
ら
棄
権
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
は
中
国
側
か
ら
「
二

つ
の
中
国
」
を
作
る
陰
謀
に
加
担
し
た
と
い
う
批
判
を
避
け
、
中
国
側
に
日
中
関
係
の
改
善
に
対
す
る
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
述
し
た
「
対
中
共
方
針
」
と
並
行
し
て
ア
ジ
ア
局
で
作
成
さ
れ
た
三
月
三
日
付
「
対
中
共
政
策
（
案
）」
に
、「
国
民
政
府

と
の
関
係
は
、
わ
が
国
は
現
状
維
持
を
希
望
す
る
が
、
先
方
が
断
交
そ
の
他
の
措
置
を
と
っ
て
も
止
む
を
得
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
局
内
に
は
、
最
悪
の
場
合
は
、
日
中
国
交
回
復
の
た
め
に
日
華
関
係
の
断
絶
も
や
む
を
得
な
い
と
す
る
意
見
も
存
在
し
て
い
た

（
�
）

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
ア
ジ
ア
局
の
主
張
す
る
中
国
政
策
は
、
一
見
し
て
国
府
と
の
関
係
維
持
と
、
中
国
の
政
治
承
認
と
い

う
目
的
の
両
立
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
後
者
を
よ
り
重
視
し
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
局
主
導
の
積
極
政
策
に
、
省
内
に
お
い
て
反
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
外
務
省
国
連
局
は
、

国
連
が
現
状
変
更
の
場
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
三
月
三
日
の
外
務
省
幹
部
会
議
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
局
案
が
検
討

に
附
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
反
論
し
た
の
は
鶴
岡
千
仭
国
連
局
長
で
あ
っ
た
。
鶴
岡
は
、「
日
本
と
し
て
は
棚
上
げ
案
に
棄
権
す
る
こ
と

を
軽
く
見
て
は
い
け
な
い
。
台
湾
を
放
棄
す
る
覚
悟
が
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
日
本
政
府
の
棚
上
げ
案
棄
権
の
危
険
性
を
説
き
、「
自
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由
陣
営
の
歩
調
が
乱
れ
る
」
恐
れ
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
鶴
岡
の
批
判
の
核
心
は
、「
二
つ
の
中
国
」
が
対
立
し
て
い
る
現
状
に
何
ら

解
決
策
を
見
い
だ
さ
ぬ
ま
ま
、
国
連
に
お
け
る
代
表
権
に
軽
率
に
手
を
つ
け
、
中
国
の
地
位
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾

そ
の
も
の
の
失
陥
な
ど
予
測
不
能
な
事
態
が
起
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
鶴
岡
自
身
も
「
二
つ
の
中
国
」
と
い
う
結
論
自
体
に
は
反
対
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
外
務
省

内
に
お
い
て
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
立
脚
し
た
ア
ジ
ア
局
案
は
、
決
し
て
少
数
意
見
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
同
じ
時
期
に
ア
メ
リ

カ
局
が
作
成
し
た
「
日
本
の
中
国
政
策
」
に
も
ア
ジ
ア
局
と
同
様
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
同
文
書
は
、「
台
湾
の
将
来
の
ス
テ
ー
タ

ス
に
つ
い
て
は
米
国
の
意
向
を
尊
重
し
、
か
つ
、
極
秘
裡
に
米
国
と
密
接
な
連
絡
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ア
ジ
ア
局
案

に
比
べ
て
日
米
協
調
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、
長
期
的
目
標
を
「
日
本
の
国
際
環
境
の
安
定
化
を
は
か
る
た
め
、
中
共
と
外
交
関
係

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
は
自
由
陣
営
に
止
め
る
こ
と
」
と
定
め
、
最
終
的
に
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
望
む
点
で
は
同
じ
だ
っ

（
�
）

た
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
点
は
、
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
局
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
、
早
い
段
階
か
ら
池
田
首
相
な
ら
び
に
池
田
側
近
が
受
け

入
れ
、
米
国
に
水
面
下
で
打
診
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
月
二
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
、
松
平
康
東
国
連
大
使
が
、
ケ
ネ

デ
ィ
政
権
に
お
い
て
新
た
に
国
連
大
使
に
就
任
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
を
訪
問
し
た
。
松
平
は
、
東
京
に
帰
任
し
た
際
に
池
田
首
相

と
中
国
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
語
り
、
池
田
か
ら
の
指
示
と
し
て
、
ソ
連
を
除
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
締
結
国
、

も
し
く
は
利
害
関
係
の
あ
る
国
々
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
独
立
と
安
全
を
保
障
す
る
集
団
的
宣
言
を
行
う
構
想
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に

（
�
）

示
し
て
い
る
。

池
田
が
松
平
を
通
じ
て
打
診
さ
せ
た
構
想
は
、
当
時
、
外
務
省
内
で
検
討
さ
れ
て
い
た
案
を
元
に
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、

こ
の
時
期
、
外
務
省
内
で
は
、
米
英
両
国
並
び
に
自
由
陣
営
の
合
意
を
取
り
付
け
た
後
、
東
西
巨
頭
会
談
を
開
催
し
て
中
国
問
題
を
妥

（
�
）

結
さ
せ
、
そ
の
後
に
国
連
総
会
に
お
い
て
「
二
つ
の
中
国
」
の
国
連
加
盟
を
実
現
す
る
と
い
う
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
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構
想
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
相
手
に
し
な
か
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
実
際
に
は
実
現
可
能
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
池
田
が
こ
う
し
た
大
胆
な
構
想
に
興
味
を
示
し
、
米
政
府
内
に
お
い
て
中
国
政
策
修
正
派
と
見
ら
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
直

接
打
診
さ
せ
た
こ
と
は
、
池
田
自
身
が
国
連
を
通
じ
た
中
国
問
題
の
打
開
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
池
田
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
側
近
も
こ
の
時
期
、
ア
ジ
ア
局
と
同
様
の
中
国
政
策
の
構
想
を
直
截
に
語
っ
て
い
る
。
宮
澤
喜
一

参
議
院
議
員
は
、『
中
央
公
論
』
誌
上
の
日
中
問
題
に
関
す
る
座
談
会
で
、「
私
は
中
共
を
承
認
す
べ
き
だ
と
い
う
建
前
で
も
の
か
ん
が

え
て
い
る
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
「
ま
ず
蒋
介
石
が
中
国
本
土
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
言
い
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
国
連
も
旧
連
合
国
の
決
定
に
み
あ
う
よ
う
な
形
で
、
現
実
に
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
蒋
介
石
政
権
を
一
つ
の
正
統
政
府

と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
残
さ
れ
た
中
国
本
土
は
北
京
政
府
の
領
域
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ

（
�
）

と
し
て
国
連
に
加
盟
さ
せ
る
こ
と
に
は
日
本
も
賛
成
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
宮
澤
が
、
前
述
の
小
川
香
港
総
領
事
と
縁
戚
関
係
で
あ

（
�
）

る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
宮
澤
は
、
小
川
か
ら
中
国
政
策
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
池
田
と
彼
の
側
近
の
積
極
的
な
中
国
政
策
構
想
に
対
し
て
、
強
い
反
発
を
示
し
た
の
は
、
自
民
党
内
の
親
台
湾

派
で
あ
っ
た
。
四
月
二
一
日
、
自
民
党
外
交
調
査
会
の
中
国
問
題
小
委
員
会
は
、
訪
米
を
控
え
た
池
田
に
仮
報
告
を
提
出
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
国
連
政
策
に
お
い
て
は
「
米
国
が
棚
上
げ
案
を
と
る
な
ら
ば
、
日
本
も
そ
れ
に
従
い
、
他
の
案
が
採
ら
れ
る
際
に
は
、
国
府

が
国
連
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
」
と
「
棚
上
げ
」
案
の
継
続
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
委
員
会
で
は
、

中
国
と
の
直
接
接
触
に
つ
い
て
も
消
極
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
、
国
府
と
の
関
係
を
重
視
す
る
党
内
親
台
湾
派
の
意
向
が
強
く
反
映

（
�
）

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
親
台
湾
派
の
み
な
ら
ず
、
池
田
の
後
見
役
で
あ
る
吉
田
茂
も
、
国
民
政
府
の
擁
護
と
中
国
政
策
の
現
状
維
持
を
主
張
し
た
。

吉
田
は
、
三
月
九
日
付
の
池
田
宛
書
翰
の
中
で
、「
共
産
主
義
国
ハ
由
来
口
説
の
み
の
外
交
を
主
と
し
来
れ
る
ハ
顕
著
な
る
事
実
ニ
て

到
底
共
に
語
る
に
足
ら
ぬ
」
と
中
国
政
府
へ
の
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
、「
蒋
介
石
ニ
ハ
終
戦
の
時
の
恩
義
不
可
忘
も
の
有
之
蒋
の
今
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日
苦
境
あ
る
と
せ
ハ
斯
る
時
こ
そ
我
好
意
を
示
し
て
以
て
国
の
信
義
を
印
象
付
く
へ
き
な
り
と
被
存
候
」
と
書
き
送
っ
た
。
さ
ら
に
吉

田
は
、
翌
月
に
は
、
岸
信
介
、
賀
屋
興
宣
ら
親
台
湾
派
と
連
携
し
て
、
池
田
と
小
坂
外
相
に
宛
て
て
、
日
本
の
中
国
承
認
に
反
対
、
国

（
�
）

連
政
策
の
堅
持
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
へ
の
積
極
的
な
動
き
を
戒
め
る
内
容
の
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
吉
田
に
よ
る
中
国
政
策
の
慎
重
論
は
、
同
じ
日
米
協
調
を
重
視
す
る
「
吉
田
路
線
」
の
枠
内
に
お
い
て
も
、
日
米
同
盟
と

台
湾
の
安
全
保
障
を
重
視
す
る
吉
田
と
、
日
米
関
係
を
重
視
し
つ
つ
も
、
同
時
に
日
中
関
係
の
打
開
に
も
前
向
き
で
あ
っ
た
池
田
と
の

間
で
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
潜
在
的
な
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
党
内
の
反
発
に
加
え
て
、
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
池
田
政
権
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
国
政
策
に
対
す
る
消
極
姿
勢
で
あ
っ
た
。
池
田
政
権
に
お
い
て
中
国
政
策
の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
た
同

じ
頃
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
も
、
国
連
中
国
代
表
権
戦
術
の
再
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
国
務
省
内
で
、
棚
上
げ
案
に
代

わ
る
新
戦
術
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
継
承
国
家
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
府
の
国
連
議
席
を
保
持
し
た
ま
ま
で
、
北
京

政
府
に
「
中
国
の
正
統
政
権
」
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
国
府
か
ら
継
承
さ
せ
、
中
国
政
府
、
国
民
政
府
の
双
方
に
国
連
議
席
を
付
与
す
る
方

式
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
試
み
た
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
案
は
、
早
く
も
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
第
一
の
問
題
は
、

国
府
の
反
発
で
あ
る
。
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
の
実
現
に
は
、
国
府
の
承
諾
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ラ
ス
ク
（D

ean
R

usk

）
国
務

長
官
は
、
繰
り
返
し
国
府
の
説
得
を
試
み
て
い
た
。
だ
が
、
国
府
は
、
棚
上
げ
案
の
継
続
に
固
執
し
、
仮
に
継
承
国
家
方
式
や
、
他
の

（
�
）

国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
案
が
強
行
さ
れ
た
場
合
は
、
国
連
か
ら
の
脱
退
を
辞
さ
な
い
強
硬
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
二
の
問
題
と
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
自
身
も
国
内
か
ら
の
圧
力
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
前

大
統
領
は
、
新
政
権
の
中
国
政
策
の
転
換
に
強
い
反
対
を
示
し
て
お
り
、
共
和
党
上
院
議
員
を
中
心
と
す
る
チ
ャ
イ
ナ
ロ
ビ
ー
は
、
上

（
�
）

院
に
お
い
て
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
に
反
対
す
る
決
議
を
宣
言
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
国
連
で
の
「
二
つ
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中
国
」
を
容
認
す
る
こ
と
が
、
共
産
主
義
へ
の
政
治
的
譲
歩
と
い
う
印
象
を
強
め
、
来
る
べ
き
中
間
選
挙
に
与
え
る
悪
影
響
を
懸
念
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
大
統
領
選
史
上
に
残
る
僅
差
に
よ
っ
て
当
選
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
世
論
の
動
向
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
統
領
選
時
に
見
ら
れ
た
中
国
に
対
す
る
積
極
姿
勢
は
影
を
潜
め
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
継
承
国
家
方
式

（
�
）

を
支
持
せ
ず
、
中
国
を
国
連
か
ら
疎
外
す
る
方
法
を
求
め
て
決
定
を
遷
延
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

池
田
政
権
の
中
国
政
策
再
検
討
は
、
こ
の
後
、
四
月
一
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
官
邸
、
外
務
省
合
同
に
よ
る
「
訪
米
打
ち
合
わ
せ
会
」

に
お
い
て
も
引
き
続
き
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
最
終
的
に
日
米
首
脳
会
談
の
直
前
の
六
月
、
島
重
信
外
務
審
議
官
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
「
中
国
問
題
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
お
い
て
、
中
国
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
盛
り
込
み
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
推
進
を
打

ち
出
し
た
ア
ジ
ア
局
案
は
明
ら
か
に
後
退
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
文
書
で
は
、「
国
民
政
府
及
び
中
共
政
府
の
国
際
的
地
位
が

変
更
し
な
い
限
り
、
日
本
は
現
在
の
態
度
を
変
更
す
る
つ
も
り
は
無
い
。
従
っ
て
中
共
と
の
友
好
関
係
増
進
と
い
っ
て
も
現
状
に
お
い

て
中
共
の
承
認
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
勿
論
、
日
台
政
治
関
係
を
変
更
す
る
よ
う
な
中
共
と
の
政
治
的
接
近
は
考
え
て
い
な
い
」と
、

従
来
の
中
国
政
策
の
方
針
に
変
化
が
な
く
、
日
本
が
中
国
承
認
に
向
け
た
対
米
協
調
路
線
を
外
れ
る
独
自
の
中
国
政
策
を
と
ら
な
い
こ

と
が
明
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
が
、
自
民
党
内
の
強
い
反
発
と
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
国
の
国
連
加
盟
へ
の
消
極
姿
勢
が
反

映
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
ア
ジ
ア
局
が
主
張
し
た
積
極
的
な
日
中
接
近
政
策
が
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
か
ら
落
と
さ
れ
る
一
方
で
、
国
府
の
「
分
断
固

定
化
」
は
、
同
文
書
に
お
い
て
も
引
き
続
き
推
進
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
実
際
、
同
文
書
で
は
、「
国
民
政
府
の
地
位
に
つ
い
て
の
擬

制
が
日
本
と
中
国
本
土
の
公
的
な
関
係
樹
立
を
不
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
は
次
第
に
増
強
す
る
も
の
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
現
状
の
方
針
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
若
し
国
府
を
国
連
に
残
し
て
お
く
こ
と
が
自
由
陣
営
に
必
要
な

ら
ば
、
国
府
の
地
位
を
そ
の
現
実
に
支
配
す
る
地
域
を
代
表
す
る
政
権
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
共
の
参
加
に
当
た
っ
て
国
府
が
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国
連
か
ら
追
放
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
し
か
方
法
は
な
い
」
と
述
べ
、「
国
府
を
現
在
台
湾
を
支
配
す
る
正
当
な
政
府
で
あ
る
こ
と
に

法
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
な
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
台
湾
の
国
際
法
的
な
領
土
確
定
の
必
要
が
強
調
さ
れ
た

（
�
）

の
で
あ
る
。

同
文
書
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
池
田
政
権
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
主
張
す
る
こ
と
を
避
け
る
一
方
で
、
国
連
を
通
じ
た
国
府

の
「
分
断
固
定
化
」
の
み
を
米
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
余
地
を
作
る
こ
と
を
狙
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
針
が
策
定
さ
れ
る
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
前
述
し
た
小
川
香
港
総
領
事
の
意
見
具
申
に
見
ら
れ
た
、
米
国
の
み
な
ら

ず
、
英
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
他
の
西
側
諸
国
に
も
同
時
に
働
き
か
け
て
、
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
を
西
側
諸
国
の
合
意
に
よ
っ
て
実

現
し
よ
う
と
す
る
意
見
が
、
池
田
側
近
に
も
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
事
実
、
五
月
五
日
、
箱
根
で
行
わ
れ
た
第
五
回
総
理

訪
米
打
ち
合
わ
せ
会
に
お
い
て
、
宮
澤
喜
一
は
、「
何
処
か
の
国
が
台
湾
の
帰
属
を
決
定
す
べ
し
と
の
議
題
を
出
す
よ
う
に
し
た
ら
い

い
。
そ
う
す
れ
ば
蒋
介
石
は
反
対
す
べ
き
理
由
が
無
い
筈
だ
」と
カ
ナ
ダ
と
の
協
議
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
大
平
正
芳
官
房
長
官
も
、

「
英
と
か
イ
ン
ド
に
予
め
相
談
し
て
や
っ
た
ら
い
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
池
田
側
近
の
主
張
に
よ
っ
て
西
側
諸
国
へ
の
説
得
が
進
め

（
�
）

ら
れ
る
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

池
田
側
近
が
西
側
諸
国
の
協
調
政
策
を
主
張
し
た
背
景
に
は
、
吉
田
茂
の
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
「
日
英
提
携
」
構
想
の
影
響
が
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
吉
田
は
、
日
米
英
の
三
国
に
よ
る
共
通
の
中
国
政
策
の
構
築
を
持
論
と
し
て
お
り
、
自
身
も
政
権
末
期
に
、
欧
州

（
�
）

諸
国
を
訪
問
し
て
こ
れ
を
働
き
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
吉
田
の
薫
陶
を
受
け
て
き
た
池
田
側
近
が
、
英
国
や
そ
の
影
響
下
に
あ
る
英

連
邦
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
じ
て
中
国
問
題
の
打
開
を
図
ろ
う
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
池
田
政
権
は
、
米
国
へ
の
極
端
な
依
存
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
日
米
欧
に
よ
る
「
三
本
の
柱
」
を
標
榜
し
、
欧
州
政
策
を
外

（
�
）

交
政
策
の
要
と
し
て
重
視
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
欧
州
諸
国
へ
の
働
き
か
け
は
、
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政
治
的
側
面
に
お
い
て
、
新
た
な
日
欧
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
金
石
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
一
年
の
池
田
政
権
に
よ
る
中
国
政
策
再
検
討
で
は
、
ア
ジ
ア
局
が
主
張
す
る
よ
う
な
積
極
的
な
日
中
接
近
策

こ
そ
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
通
じ
た
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
、
初
め
て
本
格
的
に
働
き
か
け
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
外
務
官
僚
の
間
で
浮
上
し
て
き
た
国
連
中
国
代
表
権
を
通
じ
た
中
国
問
題
の
打
開
構
想

が
、
吉
田
政
権
以
来
の
日
米
欧
に
よ
る
中
国
政
策
協
調
の
理
念
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
池
田
外
交
が
始
動

し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
協
調
と
日
欧
提
携

国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
携
え
て
池
田
が
訪
米
す
る
直
前
、
米
国
に
お
い
て
も
国
連
中
国
代
表
権
を
め
ぐ
る
議
論
が
続
け
ら
れ

て
い
た
。
国
民
政
府
は
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
に
依
然
と
し
て
難
色
を
示
し
て
お
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
自
身
も
、
次
期
総
会
に
お
け

る
中
国
の
国
連
加
盟
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
を
中
心
と
す
る
国
務
省
や
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ソ
ン
国
連
大
使
は
、
引
き
続
き
継
承
国
家
方
式
の
推
進
を
主
張
し
て
い
た
。

こ
こ
で
、
日
本
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
が
、
ラ
ス
ク
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
米
政
府
内
に
お
い
て

対
中
国
強
硬
派
で
あ
っ
た
ラ
ス
ク
は
、
確
か
に
中
国
に
対
し
て
強
い
警
戒
心
を
有
し
て
い
た
。
だ
が
、
同
時
に
、
国
連
中
国
代
表
権
に

お
い
て
は
、
国
際
社
会
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
現
実
的
な
対
応
を
と
り
、
台
湾
の
国
際
的
な
地
位
を
保
持
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
た
。
ラ
ス
ク
は
、
仮
に
継
承
国
家
方
式
を
米
国
が
推
進
し
て
も
、「
二
つ
の
中
国
」
に
反
対
す
る
中
国
政
府
は
、
国
連
に
参

加
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ラ
ス
ク
の
考
え
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
望
む
池
田
政
権
と
は
根
本
的
に
異
な
っ

て
い
た
が
、
一
九
六
一
年
度
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
目
指
す
と
い
う
点
で
は
池
田
政
権
の
思
惑
と
一
致
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
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実
際
、
こ
う
し
た
ラ
ス
ク
の
姿
勢
は
、
五
月
二
六
日
付
の
大
統
領
宛
覚
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
同
覚
書
は
、
継
承
国
家
方
式
に
、

中
国
を
新
国
家
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
た
新
戦
術
の
許
可
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
伴
い
国
府
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
対
し
て
秘
密
裏
に
協
議
を
行
う
許
可
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ス
ク
は
、
英
国
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
協
議
を
行
う

こ
と
で
、
こ
の
新
戦
術
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
提
案
と
し
て
、
国
連
総
会
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
覚
書
の
中
で
興

味
深
い
の
は
、
ラ
ス
ク
が
こ
の
三
カ
国
に
加
え
て
、
日
本
を
含
め
た
中
国
問
題
に
関
係
す
る
他
の
友
好
国
と
の
非
公
式
協
議
の
開
催
も

求
め
て
い
た
点
で
あ
る
。
ラ
ス
ク
は
、
同
じ
覚
書
の
な
か
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
戦

（
�
）

略
に
つ
い
て
日
本
と
協
議
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
進
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
継
承
国
家
方
式
の
推
進
に
関
し
て
日
本
に
協
力
を
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
国
務
省
と
大
統
領
側
近
と
の
間
で
意
見
の
違

い
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
コ
マ
ー
（R

obert
W

.
K

om
er

）
は
、
ロ
ス
ト
ウ
に
対
し
て
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
日
本
側
に

中
国
代
表
権
問
題
の
姿
勢
を
鮮
明
に
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、米
国
の
方
針
が
固
ま
っ
た
後
に
、改
め
て
国
務
省
か
ら
通
常
の
外
交
ル
ー

（
�
）

ト
で
協
力
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
コ
マ
ー
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
自
身
が
、
日
本
に
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
新
戦

術
を
持
ち
か
け
る
こ
と
で
、
日
本
国
内
の
日
中
友
好
勢
力
を
勢
い
づ
か
せ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
米
国
政
府
内
の
方
針
の
違
い
は
、
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
如
実
に
表
れ
た
。
一
九
六
一
年
六
月
二
〇
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン

で
行
わ
れ
た
首
脳
会
談
で
、
池
田
は
中
国
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、「
台
湾
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に
積
極
的
な
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ

る
」
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
上
院
や
世
論
の
圧
力
を
指
摘
し
つ
つ
、「
進
ん
で
中
共
を
国
連
に
加
入

さ
せ
、
事
実
上
の
『
二
つ
の
中
国
』
政
策
を
国
民
政
府
に
合
意
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
、「
二
つ
の
中
国
」
の
国
連
加
盟
の

（
�
）

実
現
の
困
難
さ
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。

し
か
し
、
同
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
小
坂
・
ラ
ス
ク
外
相
会
談
で
は
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
っ
て
詳
細
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
ラ
ス
ク

の
反
応
も
ケ
ネ
デ
ィ
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
問
題
に
つ
い
て
実
質
的
な
討
議
を
望
ん
で
い
た
小
坂
は
、「
こ
の
問
題
の
エ
ッ
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セ
ン
ス
は
台
湾
自
身
が
自
己
の
立
場
を
正
確
に
認
識
す
る
か
否
か
に
あ
り
、
米
国
が
は
っ
き
り
と
台
湾
に
対
し
て
こ
の
点
を
知
ら
し
め

る
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
米
国
の
み
が
こ
れ
を
な
し
え
る
」
と
強
い
口
調
で
語
っ
た
。
そ
し
て
「
国
府
が
そ
の
支
配
力
の
及
ん
で
い
な

い
中
国
本
土
を
も
代
表
し
て
い
る
が
如
き
擬
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
は
強
い
反
対
が
あ
る
の
で
ワ
ー
カ
ブ
ル
な
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
作

る
必
要
が
あ
る
」
と
、
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
際
社
会
の
一
致
し
た
解
決
策
の
必
要
性
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ス
ク
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
と
は
異
な
る
姿
勢
を
見
せ
、「
も
っ
と
ソ
フ
ィ
ス
ケ
ー
テ
ィ
ッ
ド
な
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
ア

ク
イ
エ
ス
す
る
こ
と
が
本
問
題
の
解
決
に
必
要
で
あ
る
」
と
小
坂
の
意
見
に
同
意
し
た
。
そ
し
て
「
米
国
の
案
の
み
頼
る
こ
と
な
く
関

係
諸
国
が
緊
密
に
協
議
し
て
呉
れ
る
の
が
良
い
。
た
と
え
ば
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
も
望
ま

（
�
）

し
い
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
角
的
な
協
議
が
必
要
で
あ
る
」
と
応
え
た
の
で
あ
る
。

訪
米
し
た
池
田
一
行
に
と
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
は
事
前
の
予
想
通
り
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
日
米
会
談
を
通
じ
て
、
日
本
側
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
で
は
な
く
、
国
連
に
お
け
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
に
限
定
し
て
、
日

本
が
他
の
西
側
諸
国
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
は
、
国
内
圧
力
で
身
動
き
の
と
れ
な
い
米
国
に
と
っ
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
い
う
印
象
を
強
め
た
と
い
え
る
。
い
わ
ば
、
池
田
政
権
は
、
日
米
協
調
と
い
う
立
場
を
崩
さ
ず
に
、
国
連
に
お
け
る
国
府「
分

断
固
定
化
」
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

池
田
は
、
米
国
に
続
い
て
訪
問
し
た
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
自
由
主
義
諸
国
と
の
連
携
に
積
極
的
に
動
き
出
し
た
。
六
月
二

六
日
、
池
田
は
、
カ
ナ
ダ
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
（John

D
ifenbaker

）
首
相
と
の
会
談
で
、「
日
本
は
国
府
、
中
共
の
双
方
に

対
し
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
関
係
に
あ
り
、
二
つ
の
中
国
論
を
国
内
で
は
い
い
え
な
い
立
場
に
あ
る
。
カ
ナ
ダ
辺
り
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
っ
て
く
れ
れ
ば
最
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
、
カ
ナ
ダ
に
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
案
を
主
導
す
る
要
望
を
伝
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、「
両
中
国
を
着
席
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
か
」
と
逆
に
問
い
か
け
、
池
田
が
そ
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（
�
）

れ
に
同
意
す
る
と
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
「
我
々
は
そ
う
遠
く
は
な
い
（W

e
are

not
so

far
apart

）」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

池
田
が
カ
ナ
ダ
首
脳
と
の
会
談
に
お
い
て
中
国
問
題
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
が
、
国
連
に
お
い
て
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を

主
導
す
る
有
力
な
候
補
国
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
池
田
訪
米
に
続
い
て
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
小
坂
外
相

訪
欧
に
お
い
て
日
欧
提
携
を
図
る
布
石
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
池
田
の
帰
国
後
間
も
な
く
し
て
、
小
坂
は
、
欧
州
諸
国
歴
訪
に
出

発
し
た
。
小
坂
訪
欧
の
狙
い
は
、
国
連
を
通
じ
た
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
目
的
と
し
た
日
欧
の
協
調
政
策
を
図
る
と
同
時
に
、
国
連

（
�
）

工
作
の
主
導
権
を
、
西
欧
諸
国
の
手
に
委
ね
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

七
月
五
日
朝
、
最
初
の
訪
問
国
で
あ
る
英
国
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
小
坂
外
相
は
、
ま
ず
、
宿
舎
に
向
か
う
車
中
で
、
ヒ
ュ
ー
ム（A

l-

exander
Frederick

D
ouglas-H

om
e

）
外
相
と
会
談
を
行
っ
た
。
小
坂
は
、
早
速
中
国
問
題
に
つ
い
て
切
り
出
し
、
先
の
日
米
首
脳

会
談
の
概
要
を
説
明
し
た
上
で
、
米
国
が
直
接
国
府
に
対
し
て
「
現
実
の
地
位
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
」
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
国
連

に
お
い
て
米
国
に
代
わ
っ
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
候
補
国
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
の
名
を
挙
げ
た
。
小
坂
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
、

先
の
日
加
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
が
中
国
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
英
国

政
府
に
、
中
国
問
題
を
来
る
べ
き
英
連
邦
首
相
会
議
で
本
格
的
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望
し
た
。
小
坂
は
、
イ
ン
ド
や
カ
ナ

ダ
に
対
し
て
、
依
然
と
し
て
強
い
影
響
力
を
有
す
る
英
国
が
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
に
向
け
た
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
を

（
�
）

期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
同
日
昼
に
小
坂
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold
M

acm
illan

）
首
相
を
表
敬
訪
問
し
た
。
こ
こ
で
も
「
台
湾
が
全
中
国
を
代

表
す
る
と
の
擬
制
を
や
め
る
こ
と
先
決
た
り
と
考
え
る
。
し
か
し
て
台
湾
自
身
が
自
ら
の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
な
り
と
思

う
」
と
小
坂
は
繰
り
返
し
主
張
し
た
。
そ
し
て
「
日
本
は
結
局
の
と
こ
ろ
で
は
二
つ
の
中
国
と
い
う
考
え
方
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
が
、
中
共
問
題
に
つ
い
て
は
第
一
六
回
国
連
総
会
前
に
自
由
諸
国
の
間
で
充
分
話
し
合
い
を
遂
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

（
�
）

り
、
し
か
も
時
間
は
余
り
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
英
国
の
反
応
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
中
国
問
題
に
つ
い
て
英
国
政
府
は
、
同
年
四
月
五
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン

で
行
わ
れ
た
米
英
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
北
京
と
台
北
の
双
方
が
、「
二
つ
の
中
国
」
に
反
対
し
て
い
る
以
上
、
次
期
国
連
総
会
に
お

（
�
）

い
て
、「
二
つ
の
中
国
」
方
式
に
よ
る
中
国
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
た
。
事
実
、
小
坂

訪
英
前
に
英
国
外
務
省
は
、
日
本
政
府
か
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
「
中
国
問
題
」
を
受
け
取
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
分
析
し
た
外
務

省
極
東
局
長
の
デ
・
ラ
・
メ
ア
（A

.J.
D

e
la

M
are

）
は
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
立
場
が
英
国
の
そ
れ
に
大
変
似
て
い
る
点

を
認
め
つ
つ
も
、
国
府
が
「
台
湾
の
政
府
」
で
あ
る
現
実
を
認
め
な
い
限
り
に
お
い
て
、
日
本
が
望
ん
で
い
た
国
府
「
分
断
固
定
化
」

（
�
）

を
推
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
徐
々
に
進
め
て
い
く
ほ
か
に
方
法
は
な
い
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
小
坂
訪
英
の
成
果
は
当
初
か
ら
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
英
連
邦
首
相
会
議
を
開
い
て
い
る
暇
は
な
か
る
べ

く
次
の
国
連
総
会
の
方
が
先
に
来
る
の
で
英
連
邦
首
相
会
議
開
催
と
い
う
考
え
方
は
実
際
的
で
な
い
」
と
述
べ
、
英
連
邦
諸
国
に
よ
る

国
連
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
関
し
て
も
「
イ
ン
ド
は
了
承
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
協
力
は
し
な
い
。
自
分
は
国
府
説
得
役
と
し
て
は
カ

ナ
ダ
も
豪
州
も
非
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
小
坂
提
案
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
し
て
「
結
局
米
国
が
国
府
を
説
得
す
る

ほ
か
に
方
法
は
な
い
。
い
く
ら
堂
々
め
ぐ
り
し
て
も
や
は
り
米
国
に
や
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番
で
あ
る
と
い
う
初
め
の
出
発
点
に
も

ど
っ
た
次
第
で
こ
の
問
題
は
ま
っ
た
く
頭
が
痛
く
な
る
」
と
述
べ
、
国
府
の
説
得
は
あ
く
ま
で
米
国
の
み
が
行
い
う
る
も
の
と
い
う
姿

（
�
）

勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
小
坂
は
期
待
し
た
国
府
「
分
断
固
定
化
」
へ
の
積
極
的
言
質
を
英
国
側
か
ら
得
る
こ
と
は
で

き
ず
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
英
の
意
見
交
換
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
中
国
問
題
に
対
す
る
消
極
的
な
姿
勢
は
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
で
あ
っ
た
。
小
坂
は
英
国
に
続
い
て
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、

七
月
一
一
日
に
パ
リ
の
エ
リ
ー
ゼ
宮
で
ド
・
ゴ
ー
ル
（C

harles
de

G
aulle

）
大
統
領
と
会
談
し
た
。
小
坂
は
、
中
国
代
表
権
問
題
を

め
ぐ
る
日
本
政
府
の
立
場
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
日
本
と
米
英
仏
の
緊
密
な
連
絡
の
必
要
を
強
調
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
「
支
邦
問
題
は
日
本
の
如
き
特
殊
緊
急
の
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、「
国
連
の
現
状
は
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遺
憾
な
が
ら
非
現
実
的
な
活
動
に
終
始
し
て
い
る
の
で
、
仏
は
そ
の
成
り
行
き
に
対
し
て
殆
ど
無
関
心
で
あ
る
。
従
っ
て
仏
は
か
か
る

討
議
に
は
賛
成
も
せ
ず
、
反
対
も
せ
ず
、V

eto

も
行
使
す
る
考
え
は
な
い
」
と
、
英
国
と
同
様
に
国
連
で
の
中
国
問
題
へ
の
関
与
に

否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。

ド
・
ゴ
ー
ル
は
そ
れ
ば
か
り
か
、
中
共
問
題
は
「
日
、
米
、
英
、
仏
等
で
十
分
そ
の
処
理
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
国
連
に
持
ち
出

す
の
は
あ
と
廻
し
に
す
べ
き
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
遂
に
国
連
が
取
り
上
げ
、
最
も
関
係
の
薄
い
国
々
が
か
な
り
あ
っ
て
世
界
中
の
野
心

政
治
家
達
に
火
を
付
け
さ
せ
る
機
会
を
与
え
た
」
と
批
判
し
、
池
田
政
権
が
望
ん
だ
国
連
を
通
じ
た
中
国
問
題
の
解
決
は
、
か
え
っ
て

（
�
）

予
測
不
可
能
な
事
態
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
と
小
坂
を
た
し
な
め
た
の
で
あ
る
。

小
坂
訪
欧
の
狙
い
は
、
欧
州
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
、
日
米
が
表
だ
っ
て
動
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
連
で
の
国
府
「
分

断
固
定
化
」
の
国
際
的
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
欧
提
携
を
目
指
し
た
小
坂
訪
欧
は
、
欧
州
諸
国
の
消
極
的
な
反

応
を
前
に
期
待
は
ず
れ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
日
本
が
日
欧
提
携
の
文
脈
に
お
い
て
、
何
ら
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
意
思
が
な

か
っ
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な
限
界
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
日
本
と
の
協
調
に
期
待
を
寄
せ
た
ラ
ス
ク
の
み
な
ら
ず
、
日

英
会
談
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
が
「
な
ん
と
い
っ
て
も
日
本
な
ど
は
国
府
説
得
に
適
役
と
い
う
ほ
か
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、

米
英
両
政
府
は
、
日
本
が
む
し
ろ
国
府
を
説
得
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
国
府
説
得
の
責
任
を
担
う
意
志
の
な
い
池
田
政
権
は
、
小
坂
外
相
の
「
周
囲
の
事
情
が
熟
し
て
き
て
国
府

も
よ
程
考
え
を
変
え
た
と
い
う
状
況
に
な
り
そ
の
段
階
で
説
得
を
行
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
日
本
が
表
面
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
い
は
考

え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
日
本
は
到
底
動
き
回
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
歯
切
れ
の
悪
い
返
答
に

（
�
）

終
始
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
北
京
、
台
北
双
方
か
ら
「
二
つ
の
中
国
」
の
陰
謀
に
加
担
し
た
と
非
難
さ
れ
る
危
険
を
避
け
た
い
の
は
、
西
欧
諸
国
も
日
本
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と
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
そ
の
負
担
を
西
欧
諸
国
に
負
わ
せ
よ
う
と
す
る
日
本
の
姿
勢
は
、
説
得
力
を
欠
く
も
の
で
あ

り
、
そ
の
ま
ま
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
池
田
外
交
の
限
界
を
示
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
重
要
事
項
指
定
案
の
成
立

小
坂
訪
欧
に
よ
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
政
策
協
調
が
不
調
に
終
わ
っ
た
七
月
後
半
、
継
承
国
家
方
式
が
実
現
不
可
能
な
こ
と
は
、

米
政
府
内
で
も
明
白
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
継
承
国
家
方
式
に
代
わ
っ
て
新
た
に
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
国
連
憲
章

一
八
条
二
項
に
基
づ
き
、
中
国
代
表
権
問
題
の
議
決
を
、
総
会
に
お
い
て
三
分
の
二
以
上
の
得
票
を
必
要
と
す
る
「
重
要
事
項
」
に
指

定
す
る
重
要
事
項
指
定
案
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
重
要
事
項
指
定
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
、
日
本
の
発
案
で
あ
っ
た
と
日
本
政
府
関
係
者
の
回
顧
録
に
よ
っ
て
語

ら
れ
て
き
た
。
小
坂
善
太
郎
は
後
年
回
顧
録
の
中
で
、
六
月
の
総
理
訪
米
前
に
島
重
信
外
務
審
議
官
に
省
内
で
、
重
要
事
項
指
定
案
と

継
承
国
家
論
の
双
方
の
案
を
起
草
さ
せ
、
こ
の
両
案
を
ラ
ス
ク
国
務
長
官
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
ラ
ス
ク
は
非
常
に
喜
ん
で
「
是
非
こ
れ

で
や
り
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
話
し
て
く
れ
」と
言
わ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
訪
英
時
に
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
か
ら
も
賛
同
を
得
て
、

最
終
的
に
日
本
も
共
同
提
案
国
に
な
っ
た
と
し
て
、
重
要
事
項
指
定
案
が
、「
日
本
案
」
で
あ
り
「
日
本
の
言
い
出
し
た
も
の
」
で
あ
っ

（
�
）

た
と
証
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
連
大
使
で
あ
っ
た
岡
崎
勝
男
も
、
小
坂
の
よ
う
な
明
言
は
避
け
て
い
る
が
、
回
顧
録
に
「
私
は
関
係
諸
国
と
協
議
の
上
、

中
国
代
表
権
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
総
会
の
三
分
の
二
の
多
数
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
こ
と
も
決
定
で
き
な
い
と

（
�
）

い
う
提
案
を
し
た
の
で
あ
る
」
と
、
日
本
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
も
と
れ
る
文
章
を
残
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
証
言
は
、
近
年
公
開
さ
れ
た
一
次
史
料
と
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
ま
ず
、
島
外
務
審
議
官
起
草
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
「
中
国
問
題
」
に
は
、
重
要
事
項
指
定
案
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
継
承
国
家
方
式
を
基
礎
と
し
て
国
府
の
主
権
を
台
湾
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に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
を
新
た
に
国
連
に
加
盟
さ
せ
る
余
地
を
作
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
重
要
事
項
指
定
案
は
、
訪
米

（
�
）

前
の
段
階
で
は
省
内
で
は
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

く
わ
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
小
坂
・
ラ
ス
ク
会
談
や
小
坂
・
ヒ
ュ
ー
ム
会
談
に
お
い
て
小
坂
外
相
が
、
重
要

事
項
指
定
案
の
推
進
を
提
案
し
た
事
実
は
な
い
。
日
本
が
、
重
要
事
項
指
定
案
を
提
案
し
て
、
米
英
間
を
と
り
も
っ
た
と
す
る
小
坂
の

記
述
は
、
日
本
の
果
た
し
た
役
割
を
過
大
に
か
つ
都
合
良
く
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
国
連
代
表
団
が
、
米
国
側
に
対
し
て
、
重
要
事
項
指
定
案
の
提
案
を
行
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
考

え
に
く
い
。
池
田
訪
米
後
の
六
月
三
〇
日
に
岡
崎
大
使
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
大
使
と
会
見
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
も
岡
崎
は
、

重
要
事
項
指
定
案
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
岡
崎
は
、「
日
本
の
基
本
的
立
場
は
、
台
湾
を
中
共
の
手
に
渡

さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
問
題
は
、
台
湾
の
保
全
と
独
立
を
確
保
す
る
解
決
案
を
練
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
る
に
留
ま
り
、
逆
に

（
�
）

東
京
に
国
連
政
策
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
報
告
す
れ
ば
よ
い
か
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
尋
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
当
時

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
代
表
部
に
赴
任
し
て
お
り
、
岡
崎
の
下
で
国
連
工
作
に
当
た
っ
て
い
た
外
務
官
僚
も
、
重
要
事
項
指
定
案
が
日

（
�
）

本
側
の
発
案
で
あ
っ
た
と
す
る
証
言
に
否
定
的
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
以
前
の
文
書
記
録
に
残
ら
な
い
非
公
式
の
場
で
、
日
本
の
国
連
代
表
団
が
、
中
国
代
表
権
問
題
を
、
憲
章
一
八
条
二

項
に
よ
る
「
重
要
事
項
」
に
指
定
す
る
解
決
案
を
米
国
側
に
示
唆
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
米
国
側
史
料

を
見
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
非
公
式
で
の
意
見
交
換
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
米
国
政
府
に
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。

米
国
務
省
の
公
開
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
重
要
事
項
指
定
案
に
よ
っ
て
乗
り
切
る
こ
と
を
最
初
に
強
く
主
張
し
た
の
は
日
本
で

は
な
く
国
民
政
府
で
あ
っ
た
。
七
月
一
九
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
米
華
事
務
レ
ベ
ル
協
議
に
お
い

て
、
国
府
の
蒋
廷
黻
国
連
大
使
は
、
国
務
省
の
マ
コ
ー
ニ
ー
（W

alter
P.

M
cC

onaughy

）
極
東
問
題
担
当
次
官
補
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
（H

arlan
C

leveland

）
国
際
組
織
担
当
次
官
補
に
対
し
て
、
国
府
追
放
と
中
共
の
国
連
入
り
を
目
指
す
ソ
連
提
案
を
阻
止
す
る
た
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め
で
あ
れ
ば
、
中
国
問
題
を
、
憲
章
一
八
条
で
の
「
重
要
事
項
」
に
指
定
す
る
こ
と
で
十
分
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

（
�
）

意
見
を
示
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
当
初
、
米
国
側
は
国
府
の
提
案
に
反
対
を
示
し
て
い
た
。
中
国
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
提
案

抜
き
に
、
中
国
問
題
を
「
重
要
事
項
」
指
定
に
か
け
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
亜
種
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
国
々
に
消
極
的

な
戦
術
と
見
ら
れ
十
分
な
支
持
を
集
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
政
策
修
正
論
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ソ
ン
の
み
な
ら
ず
、
マ
コ
ー
ニ
ー
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
中
国
政
策
に
関
わ
る
国
務
次
官
補
も
、
国
内
圧
力
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
が
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
認
め
る
こ
と
の
困
難
を
認
識
し
つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
戦
術
に
柔
軟
に
対
処
し
た
い
」

（
�
）

と
し
て
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
へ
の
道
筋
を
残
し
た
継
承
国
家
方
式
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
国
府
が
、「
二
つ
の
中
国
」
に
強
い
拒
否
反
応
を
示
し
、
さ
ら
に
英
国
を
始
め
と
す
る
欧
州
諸
国
や
日
本
も
、
米
国
に
代
わ
っ

て
国
府
説
得
の
役
割
を
担
お
う
と
し
な
い
状
況
に
お
い
て
、
継
承
国
家
方
式
は
手
詰
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。

他
方
、
事
態
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
以
下
、
外
蒙
）
の
国
連
加
盟
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
っ
た
。

外
蒙
は
伝
統
的
な
中
国
の
「
固
有
の
領
土
」
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
は
ソ
連
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
国
府
は
、
外

蒙
の
国
連
加
盟
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
お
り
、
過
去
に
は
拒
否
権
の
発
動
を
も
っ
て
こ
れ
を
阻
止
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ソ
連
が
外
蒙
の
国
連
加
盟
を
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
国
連
加
盟
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
デ
ィ
ー
ル
と
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

か
ら
事
態
は
緊
迫
し
た
状
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
府
が
、
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
に
外
蒙
の
国
連
加
盟
を
拒
否
権

の
発
動
に
よ
っ
て
阻
止
す
れ
ば
、
ソ
連
も
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
国
連
加
盟
に
拒
否
権
を
発
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
総
会
で
の
中
国
代
表
権

決
議
に
お
い
て
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
を
支
援
す
る
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
諸
国
の
国
府
支
持
票
を
一
挙
に
失
う
恐
れ
が
出
て
き
た
か
ら

（
�
）

で
あ
る
。

米
国
政
府
は
、
国
府
に
、
外
蒙
の
国
連
加
盟
に
対
す
る
拒
否
権
発
動
を
控
え
る
よ
う
に
説
得
工
作
を
進
め
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
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対
す
る
国
府
の
姿
勢
は
頑
な
で
あ
っ
た
。
前
年
来
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
よ
る
「
二
つ
の
中
国
」
を
示
唆
す
る
発
言
を
前
に
、
蒋
介
石
の

対
米
不
信
は
頂
点
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
外
蒙
の
国
連
加
盟
が
、
中
国
の
「
固
有
の
領
土
」
の
「
分
断
固
定
化
」
を
招
き
、
最
終
的
に
は

「
二
つ
の
中
国
」
を
導
く
と
し
て
断
固
拒
否
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
国
府
の
陳
誠
副
総
統
の
訪
米
を
直
前
に
控
え
た
七
月
二
八
日
、
ラ
ス
ク
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
対
し
て
、
重
要
事
項
指
定
案
に
よ
っ

（
�
）

て
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
乗
り
切
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ラ
ス
ク
の
提
案
を
受
け
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
法
律
顧

（
�
）

問
に
、
国
連
憲
章
の
解
釈
上
、「
重
要
事
項
」
指
定
が
中
国
問
題
に
適
用
可
能
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
八
月
五
日
、

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
、
次
期
国
連
総
会
に
お
い
て
中
国
問
題
を
「
重
要
事
項
」
と
し
て
総
会
の
三
分
の
二
の
賛
成
を

必
要
と
す
る
決
議
案
で
乗
り
切
る
こ
と
、
さ
ら
に
中
国
代
表
権
問
題
を
協
議
す
る
研
究
委
員
会
の
設
立
を
提
案
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の

（
�
）

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
研
究
で
は
、
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
外
蒙
国
連
加
盟
問
題
の
陰
に
隠
れ
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
へ
の
指
示
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
当
初
は
重
要
事
項
指
定
案
を
単
独
で
議

決
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
同
時
に
研
究
委
員
会
の
設
置
を
総
会
で
議
決
さ
せ
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
こ
れ
は
複
数
の

国
連
加
盟
国
か
ら
構
成
さ
れ
た
中
国
問
題
を
討
議
す
る
研
究
委
員
会
を
国
連
総
会
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
年
以
内
に
中
国
問

題
の
結
論
を
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
委
員
会
の
結
論
次
第
に
よ
っ
て
は
、
数
年
以

内
の
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
自
身
、
重
要
事
項
指
定
案
の
み
で
は
従
来
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
案
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
た
め
に
、
充
分
な
関
係
国
の
支

（
�
）

持
を
集
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
い
わ
ば
、
こ
の
決
定
は
、
国
府
へ
の
政
治
的
配
慮
か
ら
今
年
度
の
決
定
を
先
送
り

す
る
と
同
時
に
、
国
連
総
会
に
お
い
て
国
府
支
持
票
を
集
め
る
た
め
の
折
衷
案
と
も
い
え
た
。

小
坂
外
相
に
よ
る
西
欧
諸
国
へ
の
働
き
か
け
が
不
調
に
終
わ
っ
た
池
田
政
権
に
と
っ
て
、
こ
の
研
究
委
員
会
案
は
注
目
す
べ
き
も
の
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で
あ
っ
た
。
九
月
二
二
日
、
国
連
総
会
の
出
席
の
た
め
に
訪
米
し
た
小
坂
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
と
の
長
時
間
の

協
議
を
行
い
、
中
国
問
題
を
「
重
要
事
項
」
と
し
て
扱
う
と
同
時
に
、
問
題
全
体
を
議
論
す
る
研
究
委
員
会
の
設
置
の
働
き
か
け
を
行

う
と
い
う
点
に
同
意
を
示
し
た
。

小
坂
は
こ
の
ラ
ス
ク
と
の
会
見
に
つ
い
て
、
直
後
に
ヒ
ュ
ー
ム
英
外
相
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
台
湾
人
を
説
得
し
う
る
可

能
性
が
あ
っ
た
の
は
米
国
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
米
国
は
説
得
に
失
敗
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
な
す
べ
き
こ
と
は
、
米
国
の
提
案
を
支
持
し

て
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
委
員
会
か
ら
報
告
を
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
だ
け
で
あ
る
」。
小
坂
の
発
言
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
池
田
政
権
は
、
重
要
事
項
指
定
案
に
よ
る
「
時
間
稼
ぎ
」
と
並
行
し
て
、
研
究
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
中
国
問
題
の
打

（
�
）

開
に
期
待
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

実
際
、
こ
う
し
た
池
田
政
権
の
姿
勢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
日
本
代
表
部
が
、
研
究
委
員
会
案
の
実
現
に
力
を
注
い
で
い
た
こ

と
か
ら
も
窺
え
る
。
一
〇
月
五
日
、
国
連
代
表
部
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
宮
崎
章
駐
オ
ラ
ン
ダ
大
使
は
、
鶴
岡
千
仞
国
連
局
長
、
中
島
敏

次
郎
国
連
代
表
部
二
等
書
記
官
と
共
に
米
国
連
代
表
部
と
中
国
代
表
権
問
題
の
戦
術
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
こ
の
席
上
で
、
米
国

側
か
ら
決
議
案
の
草
稿
を
見
せ
ら
れ
た
日
本
側
は
、
重
要
事
項
指
定
案
を
、
研
究
委
員
会
案
と
同
時
に
導
入
す
べ
き
と
い
う
考
え
を
示

し
た
。
そ
し
て
、
宮
崎
は
、
研
究
委
員
会
案
の
決
議
内
容
は
、
委
員
会
で
討
議
す
る
内
容
を
中
国
代
表
権
問
題
の
み
に
絞
り
、
安
保
理

の
拡
大
や
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
言
及
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
を
示
し
、
同
時
に
ソ
連
ブ
ロ
ッ
ク
諸
国
の
棄
権
を
防
ぎ
、
多

く
の
国
に
教
育
的
効
果
を
も
た
ら
す
意
味
で
も
、
研
究
委
員
会
は
な
る
べ
く
多
く
の
参
加
国
で
構
成
す
る
よ
う
意
向
を
伝
え
た
の
で
あ

（
�
）
る
。こ

う
し
た
日
本
側
の
発
言
か
ら
は
、
国
府
支
持
票
の
獲
得
と
い
う
戦
術
的
観
点
を
重
視
す
る
米
国
と
は
異
な
っ
て
、
中
国
問
題
を
協

議
す
る
研
究
委
員
会
に
よ
り
実
効
性
を
も
た
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
政
府
は
、
研
究
委
員
会
案
を
支
持
し
て
、
将
来
的
な
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
に
期
待
を
か
け
る
反
面
、
こ
れ
ら
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の
提
案
に
日
本
が
直
接
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
外
蒙
国
連
加
盟
問
題
を
め
ぐ
っ
て
依
然
と

し
て
強
硬
姿
勢
を
崩
さ
な
い
国
府
に
対
し
て
、
池
田
政
権
は
、
岸
信
介
前
首
相
の
台
湾
へ
の
派
遣
、
さ
ら
に
は
池
田
首
相
の
蒋
介
石
宛

（
�
）

親
書
の
発
出
な
ど
に
よ
っ
て
説
得
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
池
田
政
権
は
、
重
要
事
項
指
定
案
の
共
同
提
案
国
に
な

る
こ
と
に
は
態
度
を
保
留
し
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
九
月
一
二
日
に
、
星
文
七
国
連
代
表
部
参
事
官
が
、
国
連
米
代
表

部
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
池
田
政
権
が
、
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
米
国
の
共
同
提
案
国
に
な
る
こ
と
で
、
中
国
に
好
意
的
な

（
�
）

国
内
世
論
や
野
党
か
ら
の
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

事
実
、
日
本
国
内
で
は
野
党
の
み
な
ら
ず
、
自
民
党
内
の
親
北
京
派
で
、
池
田
と
も
関
係
の
深
い
松
村
謙
三
や
高
碕
達
之
助
も
、
国

連
中
国
代
表
権
決
議
か
ら
の
棄
権
を
主
張
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
高
碕
は
、
日
中
民
間
貿
易
の
本
格
的
再
開
を
通
じ
て
日
中
関
係
を
再

び
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
お
い
て
、
中
国
を
支
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
せ
よ
、
せ
め

（
�
）

て
代
表
権
議
決
か
ら
棄
権
す
る
こ
と
を
池
田
首
相
に
直
接
進
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
親
中
国
派
の
進
言
を
前
に
、
池
田

は
、
日
米
協
調
と
日
中
接
近
と
の
間
で
難
し
い
選
択
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
池
田
が
決
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
は
確
実
に
近
づ
い
て
い
た
。
一
〇
月
二
五
日
、
国
府
が
拒
否
権
発
動
を
控
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
外
蒙
の
国
連
加
盟
が
実
現
し
た
。
国
府
が
最
終
段
階
で
譲
歩
を
行
っ
た
決
定
的
な
要
因
は
、
ケ
ネ
デ
ィ

が
、
蒋
介
石
と
親
交
の
深
い
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
ク
ラ
イ
ン
（R

ay
C

line

）
台
北
支
部
長
を
通
じ
て
、
中
国
の
国
連
加
入
を
阻
止
す
る
た
め
に

（
�
）

有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
米
国
政
府
は
、
安
保
理
で
の
拒
否
権
の
使
用
を
辞
さ
な
い
と
い
う
点
を
極
秘
裏
に
保
証
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

外
蒙
国
連
加
盟
問
題
の
解
決
に
よ
り
、
国
府
が
、
中
国
代
表
権
決
議
に
お
け
る
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
諸
国
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
確
実
と
な
り
、
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
信
任
投
票
に
、
国
府
が
直
ち
に
敗
北
す
る
可
能
性
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
重
要

事
項
指
定
案
と
研
究
委
員
会
案
の
決
議
に
向
け
た
関
係
国
の
協
議
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
前
に
し
て
、
一
一
月
一
五
日
、
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
を
控
え
た
池
田
首
相
は
、
重
要
事
項
指
定
案
の
共
同
提
案
国
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（
�
）

に
な
る
こ
と
を
最
終
的
に
承
認
し
た
。
池
田
の
決
定
は
、
代
表
権
問
題
の
棄
権
に
よ
る
日
中
接
近
よ
り
も
、
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
で

示
し
た
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
米
協
調
を
重
視
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

池
田
政
権
が
と
っ
た
最
後
の
試
み
は
、
重
要
事
項
指
定
案
と
同
時
に
研
究
委
員
会
案
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
国
連
に
お

い
て
中
国
問
題
を
打
開
す
る
道
筋
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
池
田
の
決
定
か
ら
二
日
後
の
一
一
月
一
七
日
に
、
国
連
日
本
代
表
部
の
宮

崎
章
は
、
米
代
表
部
に
対
し
て
研
究
委
員
会
案
と
重
要
事
項
指
定
案
を
一
つ
の
決
議
案
に
統
合
し
て
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
提
案
し

（
�
）
た
。
日
本
政
府
は
、
重
要
事
項
指
定
案
を
単
な
る
手
続
き
動
議
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
研
究
委
員
会
案
を
包
括
し
た
統
合
決
議
案

（
�
）

と
し
て
国
連
総
会
に
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
側
が
望
ん
だ
研
究
委
員
会
案
は
、
継
承
国
家
方
式
と
同
様
の
困
難
に
直
面
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
一
の
問
題
は
、「
二
つ
の
中
国
」
の
可
能
性
を
徹
底
的
に
排
除
せ
ん
と
す
る
国
府
の
激
し
い
抵
抗
で
あ
る
。
一
一
月
一
九
日
、
蒋

介
石
は
、
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
（E

verett
D

rum
right

）
駐
華
米
大
使
と
の
会
談
で
、
研
究
委
員
会
案
に
強
い
不
快
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
蒋

介
石
は
、
国
民
政
府
は
既
に
外
蒙
問
題
に
お
け
る
拒
否
権
発
動
を
犠
牲
に
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
重
要
事
項
指
定
案
へ
の
支
持
を
得

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
米
代
表
部
は
「
二
つ
の
中
国
」
を
導
く
恐
れ
の
高
い
研
究
委
員
会
案
に
固
執
す
る
の
か
と
難
詰
し
た
。
そ
し

て
、
反
駁
す
る
ド
ラ
ム
ラ
イ
ト
へ
の
苛
立
ち
を
徐
々
に
隠
せ
な
く
な
っ
た
蒋
介
石
は
、
も
し
米
華
間
で
協
力
関
係
が
得
ら
れ
な
い
の
で

（
�
）

あ
れ
ば
、
国
府
が
国
連
に
留
ま
る
必
要
は
存
在
し
な
い
と
述
べ
、
再
度
、
国
連
か
ら
の
代
表
団
引
き
揚
げ
を
仄
め
か
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
二
に
、
国
府
の
激
し
い
反
発
を
前
に
し
て
、
多
く
の
国
々
が
、
研
究
委
員
会
案
の
共
同
提
案
国
に
な
る
こ
と
に
消
極
的
で

あ
っ
た
。
国
府
か
ら
の
抗
議
を
恐
れ
る
国
府
承
認
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
と
同
様
に
「
二
つ
の
中
国
」
を
志
向
し
て
い
た
英
国
も
共
同

（
�
）

提
案
国
と
な
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
も
、
研
究
委
員
会
に
加
わ
る
意
思
を
表
明
し
た
も
の
の
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」

（
�
）

の
提
案
を
自
国
が
主
導
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
い
た
。
実
際
、
一
一
月
二
九
日
の
段
階
で
、
重
要
事
項
指

定
案
で
す
ら
、
共
同
提
案
国
に
な
る
こ
と
を
米
国
政
府
に
表
明
し
て
い
た
の
は
日
本
だ
け
で
あ
り
、
大
半
の
国
々
は
中
国
問
題
に
直
接
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（
�
）

関
わ
る
こ
と
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
米
国
政
府
は
、
研
究
委
員
会
案
を
断
念
す
る
。
外
蒙
国
連
加
盟
問
題
に
お
い
て
国
府
が
譲
歩
の

姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
連
総
会
に
お
い
て
単
純
多
数
決
で
も
ソ
連
の
中
国
加
盟
・
国
府
追
放
提
案
を
否
決
で
き
る
こ
と
は
確

実
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
重
要
事
項
指
定
案
単
独
で
も
十
分
な
国
府
支
持
票
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
見
通
し

を
も
っ
た
米
国
政
府
は
、
研
究
委
員
会
案
を
切
り
捨
て
、
国
府
が
主
張
す
る
重
要
事
項
指
定
案
の
み
で
、
総
会
の
通
過
を
図
る
方
針
に

（
�
）

転
じ
た
の
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
提
案
し
た
重
要
事
項
決
議
と
研
究
委
員
会
の
統
合
決
議
案
も
、
米
国
か
ら
肯
定
的
な
反
応
が
得
ら
れ
ず
、
最
終
的
に

一
二
月
一
日
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
タ
リ
ア
と
の
五
カ
国
の
共
同
提
案
と
し
て
、
重
要
事
項
指
定
案
の
み
を

国
連
総
会
に
提
出
し
た
。

一
二
月
一
五
日
、
同
決
議
案
は
、
国
府
の
外
蒙
国
連
加
盟
問
題
で
示
し
た
譲
歩
が
、
国
連
加
盟
国
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
皮
肉
に
も
当
初
の
悲
観
的
予
想
を
覆
し
て
六
一
対
三
四
の
大
差
で
可
決
さ
れ
た
。
国
府
は
、
国
連
脱
退
と
い
う
最
悪
の
事

態
を
覚
悟
し
な
が
ら
も
、
瀬
戸
際
の
抵
抗
を
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
中
国
の
代
表
」
と
し
て
引
き
続
き
国
連
議
席
を
保
持
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
池
田
政
権
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
転
機
を
通
じ
て
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

で
、
将
来
の
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
結
局
は
、
国
府
の
激
し
い
反
発
を
前
に
し
て
、
実
質
的
に

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
案
の
継
続
に
近
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。
池
田
政
権
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
の
余
地
を
作
る
た
め
に
も
、
国
府
「
分
断
固

定
化
」
の
旗
振
り
役
を
欧
州
諸
国
に
委
ね
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
だ
が
、
欧
州
諸
国
に
と
っ
て
も
中
国
問
題
に
深
入
り
す
る
政
治

的
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
、
こ
う
し
た
試
み
に
は
、
そ
も
そ
も
の
限
界
を
内
在
さ
せ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
っ
た
と
は
い
え
、
池
田
政
権
は
、
国
連
に
お
け
る
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
を
断
念
し
た
わ
け
で
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は
な
か
っ
た
。
池
田
政
権
の
姿
勢
が
最
も
明
確
に
現
れ
た
の
は
、
一
二
月
六
日
の
国
連
総
会
に
お
け
る
岡
崎
国
連
大
使
の
代
表
演
説
で

あ
っ
た
。
岡
崎
の
代
表
演
説
は
、「
六
億
余
の
人
口
を
現
実
に
有
効
に
支
配
し
て
い
る
事
実
は
将
来
の
世
界
平
和
に
看
過
し
え
な
い
事

実
で
あ
る
。（
…
中
略
…
）
国
際
連
合
に
お
い
て
中
国
を
代
表
と
す
べ
き
議
論
が
あ
る
こ
と
を
日
本
代
表
団
は
承
知
し
て
い
る
」
と
い

う
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、
岡
崎
自
身
も
回
顧
録
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
池
田
政
権
の
「
二
つ
の
中
国
」
の
立
場
を
強
く
示
唆
し
た

（
�
）

も
の
で
あ
っ
た
。

近
年
開
示
さ
れ
た
外
務
省
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
岡
崎
演
説
は
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
が
、
一
一
月
後
半
か
ら
検
討
を
重
ね
た
上
で
起

草
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
池
田
首
相
の
強
い
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

池
田
は
、
草
案
を
作
成
す
る
事
務
方
に
対
し
て
、「（
一
）
中
共
の
国
連
加
入
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
と
の
大
勢
を
認
識
し
、
そ
の
立

場
に
立
っ
て
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
（
国
府
及
び
米
国
に
対
す
る
義
理
あ
る
も
致
し
方
無
し
）（
二
）
中
共
侵
略
決
議
に
つ
い
て
は
日

本
の
加
盟
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
余
り
重
視
し
な
い
こ
と
。
平
和
愛
好
性
に
つ
い
て
も
国
連
憲
章
の
原
則
と
目
的
に
従
っ
て
云
々
程

度
で
よ
い
。（
三
）
国
連
のU

niversality
の
原
則
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
（
四
）
国
連
加
盟
国
中
三
七
ヵ
国
が
中
共
を
承
認
し
て
い
る

（
�
）

こ
と
」
の
四
点
を
演
説
草
稿
に
盛
り
込
む
こ
と
を
自
ら
詳
細
に
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
首
相
で
あ
る
池
田
自
身
、
中
国
の
国
連
加
盟
が
遠
く
な
い
将
来
に
実
現
す
る
と
い
う
認
識
を
依

然
有
し
て
お
り
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
加
盟
に
含
み
を
も
た
せ
て
い
た
。
池
田
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
通
じ
た
中
国
問

題
の
打
開
に
、
依
然
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節

東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
変
容
と
池
田
外
交

（
一
）
日
欧
提
携
へ
の
期
待
と
現
実

一
九
六
一
年
一
二
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
重
要
事
項
指
定
案
が
予
想
以
上
の
賛
成
票
に
よ
っ
て
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
懸
念

さ
れ
た
国
府
の
国
連
追
放
に
よ
る
中
国
の
国
連
加
盟
と
い
う
事
態
は
当
面
、
回
避
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
一
九
六
二
年
は
、
前
年

度
と
は
対
照
的
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
が
国
際
的
に
高
ま
る
こ
と
も
な
く
一
時
的
に
凪
を
迎
え
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
日
本
政
府
の
情
勢
認
識
に
も
反
映
さ
れ
た
。
一
九
六
二
年
三
月
に
外
務
省
ア
ジ
ア
局
中
国
課
に
お
い
て
作
成
さ

れ
た
文
書
「
対
中
共
政
策
」
で
は
、「
国
連
問
題
を
通
じ
て
日
中
関
係
の
打
開
を
図
る
と
い
う
方
策
は
、
こ
こ
数
年
間
は
実
現
の
見
込

み
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
重
要
事
項
指
定
決
議
は
次
の
総
会
を
お
い
て
単
純
過
半
数
を
も
っ
て
覆
し
う
る
と
い
う
解

釈
を
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
六
一
対
三
四
の
大
差
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
認
め
ら
れ
る
か
ら

（
�
）

で
あ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
情
勢
認
識
は
、
池
田
政
権
が
、
国
連
を
通
じ
た
国
府
「
分
断
固
定
化
」
に
よ
る
日
中
関
係
の
打
開
を
断
念
し
た

こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
中
国
課
が
同
時
期
に
作
成
し
た
文
書
「
当
面
の
対
中
共
策
に
つ
い
て
」
に
「
世
界
の
大
勢
と
し
て
、

特
に
国
連
に
お
い
て
�
二
つ
の
中
国
�（
台
湾
を
中
国
か
ら
切
り
離
す
と
い
う
意
味
で
用
い
る
）
が
実
現
す
る
方
向
を
支
持
す
る
が
、

自
ら
は
表
面
に
立
た
な
い
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
模
索
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
池
田
政
権
の

（
�
）

中
国
政
策
の
基
本
方
針
は
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
は
、国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
お
け
る
足
踏
み
と
は
対
照
的
に
、日
中
関
係
に
重
要
な
進
展
が
見
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

「
積
み
上
げ
方
式
」
に
よ
る
日
中
関
係
の
構
築
を
模
索
し
て
き
た
松
村
、
高
碕
ら
の
動
き
が
結
実
し
、
一
一
月
九
日
、
北
京
に
お
い
て

高
碕
と
廖
承
志
と
の
間
で
、
日
中
民
間
貿
易
（
Ｌ
Ｔ
貿
易
）
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
権
発
足
以
来
、
日
中
貿
易
の
拡
大
と
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日
中
間
の
直
接
接
触
を
必
要
と
考
え
て
い
た
池
田
は
、
松
村
の
訪
中
計
画
を
支
持
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
非
政
府
行
為
者
の
動
き
に

（
�
）

よ
っ
て
、
池
田
政
権
は
、
一
九
五
八
年
以
来
と
な
る
日
中
貿
易
の
本
格
的
再
開
の
足
が
か
り
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
国
内
政
局
に
お
い
て
も
、
池
田
は
、
一
九
六
二
年
七
月
に
総
裁
再
選
を
果
た
し
、
政
権
の
党
内
支
持
基
盤
を
強
化
し
て
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
対
外
政
策
に
お
い
て
、
岸
・
佐
藤
ら
対
中
国
関
係
慎
重
派
か
ら
の
自
立
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
日
中
貿
易
を
積
極
的
に

（
�
）

推
進
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
時
期
の
池
田
の
中
国
に
対
す
る
姿
勢
を
示
す
証
言
と
し
て
、
総
理
秘
書
官
と
し
て
池
田
に
仕
え
た
伊
藤
昌
哉
の
晩
年
の
談
話
は

注
目
に
値
す
る
。

一
九
六
二
年
一
一
月
、
日
韓
交
渉
に
お
い
て
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
請
求
権
問
題
を
「
大
平
・
金
メ
モ
」
に
よ
っ
て
妥
結
し
た
大
平

正
芳
外
相
に
対
し
て
、
欧
州
歴
訪
か
ら
帰
国
し
た
池
田
は
不
快
感
を
示
し
、
両
者
の
関
係
は
し
ば
ら
く
疎
遠
に
な
っ
た
と
い
う
。
伊
藤

に
よ
れ
ば
、
こ
の
対
立
の
背
景
に
は
、
日
韓
問
題
よ
り
も
日
中
問
題
の
解
決
を
重
視
す
る
池
田
の
姿
勢
が
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
池
田

は
、「
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
全
部
ひ
っ
く
る
め
た
外
交
方
針
で
世
界
的
な
視
野
か
ら
見
た
日
中
問

題
の
解
決
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
て
お
り
、
訪
欧
に
際
し
て
、
池
田
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
に
中
国
承
認
を
主
導
さ
せ

て
、
日
本
が
後
に
続
く
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
大
平
が
、
日
韓
交
渉
を
池
田
に
独
断
で
進
め
た
た
め
に
、

（
�
）

欧
州
か
ら
帰
国
し
た
池
田
は
、
大
平
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
と
、
伊
藤
は
回
顧
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
伊
藤
の
談
話
以
外
に
、
池
田
の
認
識
を
裏
付
け
る
一
次
史
料
は
、
残
念
な
が
ら
存
在
し
な
い
。
ま
た
池
田
訪
欧
の
際
の
フ
ラ
ン

ス
で
の
会
談
録
に
は
、
池
田
が
積
極
的
に
中
国
承
認
を
促
し
た
と
い
う
内
容
は
存
在
せ
ず
、
伊
藤
の
談
話
は
、
後
述
す
る
一
九
六
四
年

の
中
仏
接
近
か
ら
導
か
れ
た
「
歴
史
の
後
知
恵
」
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
伊
藤
の
脚
色
を
割
り
引
い
て
も
、

伊
藤
の
談
話
か
ら
は
、
池
田
が
一
九
六
二
年
以
降
も
、
中
国
問
題
を
重
視
し
て
お
り
、
欧
州
諸
国
を
含
め
た
国
際
的
な
合
意
に
よ
っ
て

中
国
問
題
の
解
決
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
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だ
が
、
池
田
が
、「
二
つ
の
中
国
」
に
向
け
た
協
調
政
策
を
欧
州
諸
国
に
示
唆
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
こ
れ
を
積
極
的
に
働
き
か

け
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
六
二
年
一
一
月
の
欧
州
歴
訪
時
に
、
池
田
は
、
英
仏
両
国
の
首
脳
と
の
間
で
、
現
状

の
重
要
事
項
指
定
案
を
支
持
す
る
と
語
り
つ
つ
も
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
に
よ
る
解
決
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
一
月
一
〇
日
の

フ
ラ
ン
ス
で
の
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
と
の
会
談
で
池
田
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

中
国
大
陸
の
中
国
人
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
せ
よ
中
共
承
認
と
い
う
こ
と
も
劇
的
に
で
き
な
い
し
、
ま
た
ア
ジ
ア
の

平
和
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
に
対
す
る
影
響
も
大
き
い
の
で
国
連
で
は
重
要
事
項
指
定
方
式
を
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
米
国
の

一
部
（
た
と
え
ばC

hester
B

ow
les

）
に
は
二
つ
の
中
国
の
実
在
を
認
め
て
ゆ
こ
う
と
い
う
考
え
も
あ
り
英
国
に
も
そ
の
よ
う
な

考
え
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
と
し
て
は
二
つ
の
中
国
と
言
え
ば
中
共
と
台
湾
を
怒
ら
せ
る
だ
け
な
の
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

主
張
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
永
い
将
来
に
つ
い
て
行
く
行
く
は
現
実
の
問
題
と
し
て
二
つ
の
中
国
的
な
解
決
が
必
要
に
な
る

（
�
）

か
と
思
う
。

続
く
訪
問
国
で
あ
る
英
国
で
も
、
池
田
は
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
か
ら
め
て
、
同
様
の
意
見
を
開
陳
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
の

「
英
国
の
方
針
は
中
共
を
国
連
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
に
つ
い
て
は
故
意
に
ボ
カ
し
て
あ
る
。
一
つ
の
方
法
は
国
連
に
委
員
会

を
作
っ
て
検
討
さ
せ
る
こ
と
、
他
の
方
法
は
台
湾
自
身
が
国
連
加
盟
を
申
請
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
」
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
池

田
は
、「
今
の
二
つ
の
考
え
方
は
日
本
に
も
米
国
に
も
あ
る
。
日
本
は
米
国
と
の
関
係
か
ら
重
要
問
題
方
式
で
時
を
稼
ぐ
こ
と
に
し
た

い
。
台
湾
九
〇
〇
万
の
う
ち
本
土
か
ら
来
た
の
は
二
〇
〇
万
だ
け
で
こ
れ
を
全
部
中
共
に
や
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ

米
・
英
・
日
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
応
え
、
将
来
的
な
日
米
欧
に
よ
る
中
国
問
題
の
協
調
政
策

（
�
）

の
構
築
を
示
唆
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
池
田
は
、
一
九
六
二
年
以
降
、
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
欧
提
携
を
西
欧
諸
国
の
首
脳
に
示
唆
し
つ
つ
も
、
日
米
協
調
へ

の
配
慮
か
ら
積
極
的
に
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
対
す
る
池
田
政
権
の

姿
勢
は
、
積
極
的
な
国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
議
論
を
展
開
し
た
前
年
に
比
べ
て
後
退
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
池

田
は
、
日
中
貿
易
に
よ
る
中
国
と
の
段
階
的
な
関
係
構
築
を
図
り
つ
つ
、
遠
く
な
い
将
来
に
到
来
す
る
と
考
え
て
い
た
米
国
の
中
国
政

策
転
換
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
池
田
側
近
の
一
人
で
あ
っ
た
黒
金
泰
美
は
、
後
年
、
こ
の
時
期
の
池
田
政
権
の
姿
勢
を
次
の
よ

う
に
回
顧
し
て
い
る
。

非
常
に
率
直
に
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
池
田
並
び
に
池
田
周
辺
で
は
北
京
と
台
湾
の
勝
負
は
つ
い
て
い
る
の
だ
と
、
勝
負
は
つ
い

て
い
る
の
だ
が
ま
だ
そ
れ
を
国
際
関
係
で
、
現
実
に
そ
の
事
実
を
認
め
て
行
動
す
る
に
は
機
が
熟
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
よ
く
言

わ
れ
る
よ
う
な
政
経
分
離
の
方
式
で
、
人
事
交
流
と
経
済
交
流
を
積
み
重
ね
て
行
っ
て
、
そ
の
時
間
を
稼
い
で
い
く
。
そ
し
て
国

（
�
）

際
情
勢
が
熟
し
て
く
れ
ば
、
目
的
に
達
す
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

黒
金
が
述
べ
る
よ
う
に
、
池
田
政
権
が
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
目
指
し
て
、
再
び
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
を
働
き
か
け
得

る
か
ど
う
か
は
、
東
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
の
展
開
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
米
中
関
係
の
緊
張
化

し
か
し
、
こ
う
し
た
池
田
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
日
中
Ｌ
Ｔ
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
一
九
六
二
年
後
半
以
降
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢

は
、
再
び
緊
張
化
の
方
向
へ
転
換
し
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
の
核
兵
器
開
発
の
進
展
と
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
影
響
力
の
増
大
が
、
ケ

ネ
デ
ィ
政
権
の
対
中
国
姿
勢
を
著
し
く
硬
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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中
国
政
府
が
、
原
子
力
開
発
を
決
定
し
た
の
は
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
の
最
中
で
あ
る
一
九
五
五
年
一
月
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の

狙
い
は
、
原
爆
開
発
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、
米
国
に
対
す
る
最
小
限
の
核
抑
止
力
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
、
中
国
政
府
の
威
信
を
国

際
社
会
に
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
当
初
、
中
国
政
府
は
、
ソ
連
か
ら
の
技
術
支
援
に
よ
る
核
開
発
を
目
指
し
て
い
た
。
だ
が
、
中
ソ
関

係
の
悪
化
に
よ
り
、
一
九
五
九
年
六
月
、
ソ
連
政
府
は
、
核
関
連
設
備
の
技
術
情
報
と
原
爆
サ
ン
プ
ル
の
引
き
渡
し
の
中
止
を
通
告
す

る
。
ソ
連
か
ら
の
技
術
供
給
を
絶
た
れ
た
中
国
政
府
は
、
こ
れ
以
後
、
自
主
開
発
の
方
針
に
切
り
替
え
、
引
き
続
き
核
兵
器
開
発
を
進

（
�
）

め
て
い
た
の
で
あ
る
。

中
国
の
核
兵
器
開
発
の
進
展
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
国
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
Ｕ
２
偵
察
機
や
偵
察
衛
星
を
通
じ

て
、
中
国
の
原
爆
開
発
の
状
況
が
、
不
完
全
な
が
ら
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
米
政
府
内
で
は
、
中
国
の
核
保
有
が
ア
ジ

ア
近
隣
諸
国
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。
一
九
六
二
年
一
〇
月
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
以
降
、

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
ソ
連
と
の
間
で
核
不
拡
散
を
め
ぐ
る
協
調
政
策
を
模
索
し
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
の
締
結
を
目
指
す
よ
う
に

（
�
）

な
る
が
、
こ
れ
に
は
中
国
の
核
兵
器
開
発
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
目
的
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、
米
ソ
両
国
に
よ
る
核
不
拡
散
体
制
の
構
築
に
逆
に
反
発
を
強
め
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
の

締
結
を
拒
絶
し
、
核
兵
器
開
発
を
継
続
し
た
。

中
国
の
核
兵
器
開
発
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
の
共
同
行
動
を
ソ
連
に
打
診
し
、
さ
ら
に
一

（
�
）

九
六
三
年
九
月
に
は
、
国
府
と
の
間
で
、
中
国
の
核
関
連
施
設
を
先
制
攻
撃
で
破
壊
す
る
秘
密
作
戦
を
検
討
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ

う
し
た
中
国
の
核
開
発
を
直
接
阻
止
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
一
九
六
三
年
後
半
以
降
、
徐
々
に
薄
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
先
制
攻

撃
に
よ
っ
て
確
実
な
核
開
発
施
設
の
破
壊
が
見
込
め
な
い
上
に
、
国
務
省
で
ロ
ス
ト
ウ
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（R

obert

Johnson

）
の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
核
武
装
は
、
必
ず
し
も
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
均
衡
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

認
識
が
、
米
政
府
内
で
支
配
的
と
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
末
期
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン（L

yndon
Johnson

）
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政
権
初
期
に
か
け
て
、
中
国
の
核
兵
器
開
発
は
、
米
国
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
に

対
す
る
挑
戦
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
米
国
の
中
国
に
対
す
る
脅
威
認
識
の
高
ま
り
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
一
九
六
二
年
後
半
は
、
中
国
も
対
外
政
策
の
岐
路
に
あ
っ

た
。
一
九
五
九
年
末
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
、
中
国
政
府
は
、
経
済
的
苦
境
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
調
整
政
策
が
優
先
さ
れ
、
対
外
政

策
に
お
い
て
も
、
劉
少
奇
、
周
恩
来
ら
に
主
導
さ
れ
る
形
で
、
現
実
主
義
的
な
近
隣
外
交
が
展
開
さ
れ
た
。
中
国
政
府
は
、
一
九
六
一

年
四
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
友
好
条
約
を
締
結
し
た
。
さ
ら
に
翌
五
月
に
は
、
内
戦
が
激
化
し
て
い
た
ラ
オ
ス
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
会
談
に
陳
毅
外
相
を
派
遣
し
、
中
国
政
府
は
、
一
九
五
四
年
以
来
と
な
る
東
西
会
談
に
参
加
し
た
。
ま
た
同
年
に
は
ネ
パ
ー
ル
、
ビ

（
�
）

ル
マ
と
の
国
境
線
も
確
定
さ
せ
、
周
辺
諸
国
と
の
緊
張
緩
和
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
現
実
路
線
は
、
一
九
六
二
年
に
入
る
と
徐
々
に
党
務
に
専
念
し
て
い
た
毛
沢
東
か
ら
の
巻
き
返
し
に

さ
ら
さ
れ
る
。
こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
二
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
起
こ
っ
た
王
稼
祥
の
報
告
を
め
ぐ
る
党
内
論
争
で

あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
二
月
と
六
月
、
中
国
共
産
党
の
党
外
交
を
推
進
す
る
責
任
者
で
あ
る
王
稼
祥
中
共
中
央
対
外
連
絡
部
長
は
、
二

度
に
わ
た
っ
て
、
中
国
の
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
を
党
指
導
部
に
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
の
中
で
、
王
は
、
社
会
主
義
建
設

の
た
め
に
も
、
中
国
外
交
は
、「
平
和
共
存
」
と
「
反
帝
国
主
義
」
闘
争
の
均
衡
が
重
要
で
あ
り
、
過
度
の
「
反
帝
国
主
義
」
の
主
張

は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
国
際
的
圧
力
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、
中
ソ
論
争
を
こ
れ
以
上
広
げ
る
べ
き

で
は
な
く
、
軍
縮
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
と
り
、
米
国
を
含
む
西
側
諸
国
と
の
「
平
和
共
存
」
を
志
向
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論

（
�
）

を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

王
稼
祥
の
政
策
提
言
は
、
急
速
に
悪
化
し
て
い
た
中
国
の
対
外
環
境
の
現
状
を
反
映
し
て
い
た
。
一
九
六
二
年
四
月
、
新
彊
イ
リ
地

方
に
お
い
て
数
万
人
の
ウ
イ
グ
ル
人
住
民
が
ソ
連
領
に
脱
走
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
中
国
領
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
カ
ザ
フ
人
の

暴
動
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
中
ソ
国
境
で
の
緊
張
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
時
期
、
国
府
が
、
大
陸
反
攻
に
向
け
て
再
び
活
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（
�
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発
な
動
き
を
開
始
し
、
米
国
政
府
の
強
い
抑
制
に
よ
っ
て
沈
静
し
た
も
の
の
、
台
湾
海
峡
で
は
一
時
的
に
緊
迫
し
た
状
況
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
対
外
環
境
の
悪
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
西
側
と
の
関
係
改
善
を
視
野
に
入
れ
た
「
平
和
共
存
」
構
想
に
毛
沢

東
は
強
く
反
発
し
た
。
一
九
六
二
年
八
月
の
中
央
工
作
会
議
に
お
い
て
、
毛
は
、
王
稼
祥
の
報
告
を
「
修
正
主
義
者
」
を
促
進
す
る
も

の
と
し
て
激
し
く
非
難
し
、
あ
く
ま
で
「
帝
国
主
義
」
に
対
す
る
闘
争
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

毛
沢
東
の
王
へ
の
激
し
い
批
判
は
、
国
内
政
治
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
盟
邦
で
あ
っ
た
ソ
連
が
、
徐
々
に
西
側
諸
国
と
の
共
存

を
模
索
す
る
な
か
で
、
中
国
国
内
で
も
劉
少
奇
や
�
小
平
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
自
由
主
義
経
済
を
取
り
入
れ
た
調
整
政
策
が
、
農
村

の
人
民
公
社
化
を
徐
々
に
形
骸
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
毛
は
、
国
内
で
の
ソ
連
型
の
「
修
正
主
義
」
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
中

国
革
命
が
変
質
す
る
こ
と
を
な
に
よ
り
も
恐
れ
、
党
指
導
部
へ
の
不
満
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
安
全
保
障
が
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
毛
が
、
米
ソ
双
方
へ
の
対
決
姿
勢
を
示
し
た
背
景
に
は
、
毛
自
身
の
信
条
の
み
な
ら
ず
、
自
身
の
権
力

（
�
）

奪
還
へ
の
動
き
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
毛
沢
東
に
よ
る
強
硬
姿
勢
に
よ
っ
て
、
対
米
関
係
改
善
の
可
能
性
は
失
わ
れ
、
中
国
の
対
外
政
策
は
、
一
九
六
二
年
後

半
か
ら
再
び
尖
鋭
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
〇
月
二
〇
日
、
人
民
解
放
軍
は
、
中
印
国
境
に
お
い
て
大
規
模
な
軍
事
衝
突
を
引
き
起

こ
し
て
、
イ
ン
ド
軍
を
潰
走
さ
せ
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
六
三
年
に
入
る
と
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
並
び
に
パ
テ
ト
・
ラ
オ
に
対
す
る
大
規
模

な
軍
事
支
援
を
決
定
す
る
。
中
国
政
府
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
め
た
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
共
産
党
と
の
連
携
を
強
め
、
東
南
ア
ジ
ア

（
�
）

に
お
い
て
米
国
に
対
す
る
本
格
的
な
対
決
姿
勢
を
示
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

中
印
国
境
紛
争
の
勃
発
と
中
国
軍
の
勝
利
は
、
イ
ン
ド
を
中
国
に
対
抗
す
る
経
済
開
発
モ
デ
ル
に
位
置
づ
け
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
中
国
の
好
戦
的
姿
勢
は
、
前
述
の
核
兵
器
開
発
と
あ
い
ま
っ
て
、
ハ
リ
マ
ン
を
初
め
と
す
る
政
権
内
部
の

中
国
政
策
穏
健
派
を
失
望
さ
せ
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
国
政
策
を
一
層
硬
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
際
、
一
九
六
三
年
秋
に
は
、

池
田
が
期
待
を
か
け
て
い
た
「
二
つ
の
中
国
」
論
者
の
ボ
ー
ル
ズ
す
ら
も
、
南
ア
ジ
ア
の
核
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
、
中
国
に
確
固
た
る
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姿
勢
を
と
る
こ
と
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
国
の
対
中
国
姿
勢
を
決
定
付
け
た
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
米

（
�
）

軍
の
直
接
介
入
を
避
け
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
へ
の
対
反
乱
（C

ounter-insurgency

）
戦
略
を
進
め
て
い
た
。
だ
が
、
期
待

し
た
よ
う
な
成
果
は
あ
が
ら
ず
、
逆
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
正
規
軍
が
、
解
放
民
族
戦
線
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
に
度
々
敗
北
を
喫
す
る
と
、
ケ
ネ

デ
ィ
政
権
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
府
の
統
治
能
力
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
国
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
支
援
強
化
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
背
後
で
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
間
接

浸
透
を
図
る
中
国
共
産
党
の
存
在
を
一
層
浮
き
彫
り
に
し
た
。
エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
ゴ
ー
が
述
べ
る
よ
う
に
、
西
側
と
の
緊
張
緩
和
を
進
め

る
ソ
連
と
の
対
立
を
深
め
、
第
三
世
界
で
の
革
命
の
主
導
的
立
場
を
得
よ
う
と
す
る
中
国
共
産
党
は
、
米
国
に
と
っ
て
「
革
命
の
対
抗

（
�
）

者
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
非
正
規
戦
闘
を
背
後
か
ら
指
導
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
共
産
革
命
を

目
指
す
中
国
政
府
は
、
今
や
ソ
連
以
上
の
危
険
な
存
在
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
米
国
の
対
日
政
策
と
日
華
関
係
の
悪
化

こ
の
よ
う
に
一
九
六
二
年
後
半
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
米
中
対
立
の
本
格
化
は
、
池
田
政
権
が
望
ん
で
い
た
国

連
で
の
米
国
の
中
国
政
策
転
換
の
可
能
性
を
遠
ざ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
九
六
二
年
度
の
国
連
中
国
代
表
権
討
議
で
は
、
前
年
と
同

じ
く
重
要
事
項
指
定
案
が
採
択
さ
れ
た
が
、
中
印
紛
争
発
生
の
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
連
新
規
加
盟
国
の
増
加
に
も
関
わ
ら

ず
、
ソ
連
が
提
案
し
た
中
国
の
国
連
加
盟
提
案
の
賛
成
率
は
三
八
・
七
％
と
前
年
度
の
微
増
に
留
ま
っ
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
六
三
年
度

も
、
中
ソ
対
立
の
た
め
に
ソ
連
に
代
わ
っ
て
ア
ル
バ
ニ
ア
が
提
案
し
た
中
国
加
盟
提
案
は
、
三
六
・
九
％
と
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
た

（
�
）

の
で
あ
る
。

し
か
も
、
米
国
の
中
国
へ
の
脅
威
認
識
の
高
ま
り
は
、
米
国
の
対
日
政
策
に
も
顕
著
な
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
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よ
う
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
第
三
世
界
へ
の
経
済
開
発
主
義
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
政
治
・
経
済
的
安
定
の
確
立
に
よ
っ

て
、
共
産
主
義
の
浸
透
へ
の
対
抗
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
国
内
的
に
は
積
極
財
政
主
義
を
展
開
す

（
�
）

る
一
方
で
、
対
外
的
に
は
西
側
同
盟
国
に
冷
戦
遂
行
の
「
責
任
分
担
」
を
求
め
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
国
の
脅
威
の
高
ま
り
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
役
割
拡
大
を
求
め
る
流
れ
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ

た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
中
国
の
軍
事
的
脅
威
の
増
大
を
理
由
に
、
日
本
に
対
し
て
、
共
産
中
国
の
圧
力
に
対
抗
し
う
る
防
衛
力
の
整

備
や
、
低
開
発
国
向
け
の
開
発
援
助
の
増
額
と
い
っ
た
冷
戦
の
「
責
任
分
担
」
を
本
格
的
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

事
実
、
一
九
六
二
年
一
二
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
は
、
前
年
の
箱
根
で
開
催
さ
れ
た

（
�
）

第
一
回
委
員
会
と
異
な
り
、
米
国
の
中
国
へ
の
脅
威
認
識
が
色
濃
く
表
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
一
二
月
三
日
の
昼
食
会
の
席
上
で
、
ケ

ネ
デ
ィ
は
、
中
国
共
産
主
義
の
「
封
じ
込
め
」
に
つ
い
て
触
れ
、
中
国
の
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
抑
え
る
た
め
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し

て
、
日
本
が
「
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
同
日
午
後
の
委
員
会
で
は
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
は
、
大
平
正
芳
外

相
に
、
共
産
中
国
の
影
響
力
の
増
大
と
そ
の
脅
威
に
つ
い
て
触
れ
、
日
本
が
当
時
策
定
し
て
い
た
第
二
次
防
衛
力
整
備
計
画
を
上
回
る

（
�
）

防
衛
力
の
増
強
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
翌
四
日
の
同
委
員
会
に
お
い
て
、
ラ
ス
ク
か
ら
大
平
に
対
し
て
、
中
国
の
核
兵
器
開
発
を
め
ぐ
る
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

中
国
が
ソ
連
の
支
援
な
し
に
独
力
で
核
兵
器
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
一
年
な
い
し
二
年
以
内
に
原
子
爆
弾
を
爆
発
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
米
国
の
予
測
を
、
ラ
ス
ク
は
大
平
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
核
保
有
が
、
近
隣
諸
国
へ
の
脅
迫
や
自
国
の
威
信

を
高
め
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
懸
念
を
ラ
ス
ク
は
語
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
日
本
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い

（
�
）

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

中
島
信
吾
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
米
国
の
対
日
防
衛
力
増
強
要
求
は
、
必
ず
し
も
安
全
保
障
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
財
政

赤
字
を
抱
え
た
米
国
に
と
っ
て
、
日
本
の
自
主
防
衛
体
制
の
確
立
に
よ
る
在
日
米
軍
の
負
担
軽
減
と
、
米
国
製
兵
器
の
対
日
輸
出
に
よ
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る
貿
易
収
支
の
改
善
が
重
要
問
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
根
底
に
は
、
経
済
中
心
路
線
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
く
池
田
政
権
へ

の
不
満
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
米
国
側
が
、
日
本
に
中
国
の
核
兵
器
開
発
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
背
景
に

は
、
日
本
に
対
し
て
、
中
国
の
軍
事
的
脅
威
を
「
教
育
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
ア
ジ
ア
へ
の
安
全
保
障
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
池
田
政
権
は
、
こ
う
し
た
米
国
の
中
国
脅
威
認
識
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
平
は
、
中
国
の
脅
威
を
説

く
ラ
ス
ク
に
、
ア
ジ
ア
の
防
衛
に
お
け
る
日
本
の
「
責
任
分
担
」
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
個
人
的
見
解

と
断
り
な
が
ら
も
、「
米
国
は
中
共
を
そ
っ
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
大
騒
ぎ
し
過
ぎ
る
こ
と
は
中
共
の
威
信
を
高
め
て
し
ま
う
だ

（
�
）

け
で
あ
る
」と
反
駁
し
た
。
ま
た
、
中
国
の
核
兵
器
開
発
に
つ
い
て
も
、
池
田
首
相
は
、
米
国
に
比
べ
て
深
刻
に
捉
え
て
い
な
か
っ
た
。

一
二
月
一
九
日
、
池
田
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
と
会
見
し
た
際
に
、
中
国
が
単
純
な
核
爆
発
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
せ
よ
、

（
�
）

そ
れ
を
超
え
て
、
使
用
に
適
し
た
核
兵
器
の
開
発
に
ま
で
至
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

中
国
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
拡
大
に
対
し
て
も
、
池
田
政
権
は
、
共
産
中
国
に
対
す
る
対
抗
策
は
、
防
衛
力
の
増
強
よ
り
も
、
低

開
発
国
に
経
済
成
長
の
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
実
際
、
池
田
の
下
で
外
務
次
官
を
務
め
、
一
九
六

三
年
四
月
に
駐
米
大
使
に
着
任
し
た
武
内
龍
次
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
経
済
的
に
安
定
し
成
功
し
た
民
主
主
義
国
家
の

（
�
）

実
例
と
し
て
役
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
訪
米
し
た
大
平
外
相
も
、
ケ
ネ
デ
ィ
と
の
会
談
の
席
上
で
、

中
国
の
今
後
の
動
き
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
、「
中
共
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
自
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
促
進
す
る
た
め
に
活

発
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
お
そ
ら
く
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
い
か
な
る
行
動
に
も
慎
重
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
中
国
が
東

（
�
）

南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
具
体
的
な
行
動
に
出
る
可
能
性
は
低
い
と
分
析
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
池
田
や
大
平
の
反
論
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
、
米
国
政
府
の
東
ア
ジ
ア
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
池
田
政
権
の
対
外
政
策
は
、
徐
々
に
中
国
「
封
じ
込
め
」
の
強
化
を
図
る
米
国
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
の
中
に
組
み
込
ま
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れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
事
実
、
池
田
政
権
後
期
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
南
ア
ジ
ア
地
域
に
加
え
て
、
日
本
政
府
は
、
ビ

ル
マ
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
と
い
っ
た
大
陸
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
経
済
支
援
を
強
化
し
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
必
然
的
に

（
�
）

「
反
共
支
援
」
と
い
う
色
彩
を
強
く
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

池
田
政
権
の
中
国
政
策
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
の
は
国
民
政
府
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
池
田
政
権
は
、
国
府
と

の
友
好
関
係
を
維
持
し
つ
つ
も
、
中
国
を
刺
激
す
る
可
能
性
の
あ
る
国
府
と
の
関
係
強
化
を
慎
重
に
回
避
し
て
い
た
。
事
実
、
池
田
首

相
は
、
岸
政
権
と
は
異
な
り
、
一
九
六
一
年
一
一
月
の
東
南
ア
ジ
ア
四
カ
国
訪
問
、
さ
ら
に
は
、
一
九
六
三
年
九
月
の
東
南
ア
ジ
ア
な

ら
び
に
西
太
平
洋
諸
国
訪
問
に
お
い
て
も
訪
問
国
に
台
湾
を
含
め
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
西
太
平
洋
諸
国
歴
訪
の
直
前
、
池
田
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
に
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
自
由
陣
営
に
引
き
込
む
」
た

め
に
、
日
本
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
四
カ
国
の
代
表
を
東
京
に
集
め
、「
西

太
平
洋
会
議
」
を
開
催
す
る
構
想
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
池
田
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
を
参
加
国
か
ら
外
し
た
の
は
、
両
国

（
�
）

の
参
加
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
反
発
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
中
華
民
国
の
参
加
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
。

池
田
政
権
は
、
政
権
後
半
期
以
降
、
日
本
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
で
き
る
場
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
外
交
を
強
化
し

て
い
た
が
、
日
中
関
係
を
重
視
す
る
池
田
は
、
自
身
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策
構
想
の
中
に
お
い
て
も
、
国
府
の
関
与
を
出
来
る
限
り
避
け

（
�
）

よ
う
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
池
田
政
権
の
こ
う
し
た
姿
勢
に
国
府
は
徐
々
に
対
日
不
信
を
募
ら
せ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
八
月
二
〇
日
、
日
本
政
府
が
、

輸
銀
融
資
に
よ
る
中
国
向
け
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
を
承
認
す
る
と
、
国
府
は
日
本
に
対
し
て
厳
重
抗
議
を
申
し
入
れ
た
。
さ

ら
に
九
月
一
八
日
、
池
田
が
米
国
ハ
ー
ス
ト
系
新
聞
編
集
幹
部
と
の
対
談
で
、
国
府
の
大
陸
反
攻
に
つ
い
て
否
定
的
な
発
言
を
行
っ
た

こ
と
が
台
湾
に
伝
わ
る
と
、
駐
日
大
使
の
本
国
召
還
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
、
日
華
関
係
は
、
中
国
訪
日
団
の
通

（
�
）

訳
が
、
国
府
に
亡
命
を
求
め
た
周
鴻
慶
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
断
交
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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国
府
が
対
日
強
硬
姿
勢
に
転
じ
た
原
因
は
、
な
に
よ
り
池
田
政
権
が
進
め
る
日
中
貿
易
に
対
す
る
不
満
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に

国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
模
索
し
続
け
る
池
田
首
相
へ
の
懸
念
も
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
実
際
、
九
月
三
〇
日
、
国
府
駐
日
大
使

館
の
崔
参
事
官
は
、
原
富
士
男
外
務
省
中
国
課
長
と
の
非
公
式
会
談
に
お
い
て
、
池
田
の
大
陸
反
攻
を
否
定
し
た
と
さ
れ
る
発
言
に
つ

い
て
触
れ
、「
池
田
総
理
の
発
言
を
詰
め
れ
ば
、
国
府
、
中
共
関
係
の
現
状
を
固
定
し
『
二
つ
の
中
国
』
を
作
る
と
い
う
考
え
方
に
な

る
。
最
近
は
米
国
も
利
口
に
な
っ
て
き
て
こ
の
種
の
こ
と
を
言
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。
老
婆
心
な
が
ら
日
本
が
『
二
つ
の
中
国
』
を
推

（
�
）

進
し
よ
う
と
受
取
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
の
は
、
中
共
を
も
刺
激
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
率
直
に
発
言
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
た
国
府
の
「
二
つ
の
中
国
」
に
対
す
る
激
し

い
反
発
は
、
池
田
政
権
に
と
っ
て
予
想
以
上
で
あ
っ
た
。
池
田
政
権
は
、
国
府
の
説
得
は
、
米
国
だ
け
が
可
能
と
考
え
て
い
た
が
、
米

中
関
係
の
緊
張
化
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
可
能
性
が
薄
れ
る
中
で
、
国
府
と
の
関
係
悪
化
は
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
目
指
し
た
池

田
政
権
を
一
層
苦
し
い
状
況
に
追
い
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
一
九
六
四
年
一
月
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
に
決
定

的
な
影
響
を
与
え
る
中
仏
接
近
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
節

国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
の
挫
折

（
一
）
中
仏
接
近
と
国
府
の
対
仏
断
交

一
九
六
四
年
は
、
日
本
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
に
と
っ
て
事
実
上
の
転
換
の
年
と
な
っ
た
。
前
年
一
一
月
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

の
ゴ
・
デ
ィ
ン
・
ジ
ェ
ム（N

go
D

inh
D

iem

）政
権
が
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
支
援
を
受
け
た
軍
部
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
が
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
情
勢
は
、
安
定
す
る
こ
と
な
く
混
迷
を
深
め
る
一
方
で
あ
っ
た
。
同
じ
一
一
月
、
遊
説
中
の
ダ
ラ
ス
で
暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ

の
後
を
継
い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
と
同
様
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
脅
威
が
中
国
で
あ
る
と
の
確
信
を
深
め
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（
�
）

て
い
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
徐
々
に
米
軍
の
直
接
介
入
論
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
め
ぐ
る
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
が
緊
迫
化
す
る
な
か
で
、
池
田
政
権
も
、
前
年
の
中
国
向
け
プ
ラ
ン
ト
輸
出
問
題
を
契
機

に
、
日
華
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
国
問
題
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
の
な
か
、
一
九
六
四
年
一
月
一
五
日
、
フ
ラ
ン

ス
の
中
国
と
の
国
交
樹
立
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権
は
、
前
年
以
来
、
中
国
に
対
し
て
急
速
に
接
近
し
て
い
た
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
、
以
前
か
ら
度
々

中
国
を
訪
問
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ル
（E

dgar
Faure

）
元
首
相
を
、
非
公
式
特
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
し
、
中
仏
国
交
回
復
に
つ
い
て

（
�
）

協
議
を
行
わ
せ
て
い
た
。
米
国
政
府
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
警
戒
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
行
動
の
自
重
を
求
め
て
い
た
。
だ
が
、
フ
ラ

（
�
）

ン
ス
政
府
は
そ
の
ま
ま
交
渉
を
継
続
し
、
中
国
政
府
の
承
認
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
西
側
陣
営
の
主
要
国
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
国

連
で
の
安
保
理
常
任
理
事
国
で
も
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
は
、
国
際
社
会
に
少
な
か
ら
ぬ
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
中
国
接
近
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
冷
戦
観
を
抜
き
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入

り
、
急
速
に
進
展
し
て
い
た
米
ソ
の
緊
張
緩
和
と
中
ソ
対
立
に
直
面
し
て
、
米
ソ
に
よ
る
二
極
体
制
が
徐
々
に
融
解
し
つ
つ
あ
る
と
考

え
て
い
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
欧
州
の
経
済
復
興
を
背
景
に
、
米
国
か
ら
の
自
立
路
線
を
徐
々
に
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

ド
・
ゴ
ー
ル
の
狙
い
は
、
中
国
の
承
認
に
よ
っ
て
、
東
西
両
ブ
ロ
ッ
ク
の
融
和
を
一
層
促
進
さ
せ
、
国
際
政
治
に
お
い
て
米
ソ
に
次
ぐ

（
�
）

「
第
三
の
極
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
威
信
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

池
田
政
権
は
、
中
仏
接
近
を
事
前
に
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
外
務
省
で
は
、
前
年
か
ら
急
速
に
中
国
と
の
接

近
を
深
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
早
け
れ
ば
一
九
六
四
年
の
一
月
か
二
月
に
、
北
京
で
の
常
駐
代
表
部
の
設
置
に
踏
み
切
る
と
予
測
し

（
�
）

て
い
た
。
ま
た
、
伊
藤
昌
哉
に
よ
れ
ば
、
ド
・
ゴ
ー
ル
と
個
人
的
親
交
の
あ
っ
た
萩
原
徹
駐
仏
大
使
を
通
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承

（
�
）

認
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
た
と
い
う
。

と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
が
、
常
駐
代
表
部
の
設
置
を
超
え
て
、
中
国
と
の
即
時
相
互
承
認
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
池
田
政
権
に
大

神 戸 法 学 雑 誌 ５７巻１号 ２２２



き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ド
・
ゴ
ー
ル
の
中
国
承
認
は
、
日
欧
提
携
に
よ
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
考
え
て
い
た

池
田
の
中
国
政
策
構
想
を
突
き
崩
し
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
社
会
党
を
中
心
と
し
た
中
国
承
認
の
圧
力
が
、
一
層
強

（
�
）

ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
一
月
二
〇
日
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
と
会
見
し
た
池
田
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
行

動
は
、
私
に
と
っ
て
政
治
的
な
難
問
で
あ
る
」
と
述
べ
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
無
責
任
な
姿
勢
に
対
し
て
憤
慨
を
あ
ら
わ
に

（
�
）

し
て
い
る
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
池
田
政
権
は
、
こ
の
新
た
な
事
態
の
展
開
が
、
中
国
問
題
を
打
開
す
る
契

機
に
な
る
と
期
待
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
と
の
国
交
樹
立
に
際
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
当
初
、
台
湾
と
の

（
�
）

関
係
に
つ
い
て
、
北
京
か
ら
い
か
な
る
前
提
条
件
も
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

事
実
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
中
国
と
の
事
前
交
渉
に
お
い
て
、
北
京
政
府
を
唯
一
の
中
国
と
し
て
認
め
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い

（
�
）
た
。
だ
が
、
一
月
一
五
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
マ
ナ
シ
ュ（E

tienne
M

anac’h

）ア
ジ
ア
局
長
は
、
ボ
ー
レ
ン（C

harles
E

.
B

ohlen

）

駐
仏
米
国
大
使
に
「
フ
ラ
ン
ス
は
現
実
に
従
っ
て
行
動
す
る
。
蒋
介
石
は
、
台
湾
と
自
決
権
を
持
つ
一
三
〇
〇
万
人
の
人
々
を
完
全
に

統
治
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
蒋
を
台
湾
の
指
導
者
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
台
湾
の
領
域
に
お
い
て
蒋
と
の
外
交
関
係
を
維

（
�
）

持
す
る
準
備
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
中
国
政
府
を
唯
一
の
中
国
と
認
め
つ
つ
も
、
国
府
が
「
台
湾
の
政

府
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
交
継
続
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
の
立
場
を
取
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
が
明
ら
か
に
な
っ
た
直
後
、
池
田
政
権
は
、
日
本
の
現
状
の
中
国
政
策
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
明

（
�
）

言
し
た
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
可
能
性
の
進
展
を
期
待
し
て
い
た
。
第
一
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認

を
契
機
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
が
流
動
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
が
、
国
連
で
の
中
国
代
表
権
問
題
へ
の
対
応
を
変
え
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
で
あ
り
、
第
二
に
、
国
府
が
対
仏
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
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を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
で
あ
る
。

実
際
、
中
仏
接
近
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
、
池
田
政
権
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
り
活
発
に
動
き
始
め
た
。
一
月
二
四
日
、

日
本
政
府
は
、
二
月
中
旬
に
ア
フ
リ
カ
訪
問
を
予
定
し
て
い
た
松
井
明
国
連
大
使
に
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・

（
�
）

ボ
ー
ト
を
握
る
と
考
え
ら
れ
た
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
諸
国
を
歴
訪
さ
せ
て
、
そ
の
動
向
を
探
ら
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
の
暗
殺
に
よ
っ
て
前
年
一
一
月
か
ら
一
月
末
に
延
期
さ
れ
て
い
た
第
三
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
大
平
外
相

（
�
）

は
、
中
国
問
題
を
最
優
先
事
項
と
し
て
、
米
国
側
と
協
議
す
る
こ
と
を
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
に
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。

池
田
政
権
に
お
い
て
、
中
仏
接
近
を
契
機
と
し
た
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
進
展
に
最
も
期
待
を
か
け
た
の
は
、
お
そ

ら
く
大
平
外
相
で
あ
っ
た
。
一
月
二
六
日
、
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
が
東
京
で
開
か
れ
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
が
来
日
し
た
。
大
平

は
、
ラ
ス
ク
と
の
会
談
に
お
い
て
中
国
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
を
積
極
的
に
も
ち
か
け
、
悪
化
し
て
い
た
日
華
関
係
を
か
ら
め
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

台
湾
が
中
国
本
土
を
も
支
配
し
て
い
る
と
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
で
て
く
る
。し
か
し
、

台
湾
と
大
陸
は
こ
の
段
階
で
は
別
個
の
性
格
を
帯
び
て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
日
華
関
係
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。（
…
中
略
…
）
い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
の
は
、
国
府
が
中
国
全
体
に
対
す
る
正
当
政
府
で
あ

（
�
）

る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
困
難
で
あ
る
が
、
今
は
事
態
を
は
っ
き
り
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
、
大
平
は
、
最
も
緊
要
な
問
題
は
、
中
仏
接
近
に
よ
っ
て
流
動
的
と
な
っ
た
今
秋
の
国
連
総
会
に
お
け
る
中
国
代
表
権
問
題

で
あ
る
と
し
て
、「
今
後
精
力
的
な
研
究
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
ワ
シ
ン
ト
ン
と
東
京
に
お
い
て
、
情
報
だ
け
で
な
く
、
ポ
リ
シ
ー

に
つ
い
て
も
協
議
す
る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
連
絡
を
と
り
た
い
と
思
う
が
い
か
ん
」
と
、
ラ
ス
ク
に
日
米
共
同
で
の
国
連
中
国
代
表
権
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問
題
の
研
究
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
平
が
単
な
る
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
ス
ク
に
「
政
策
協
議
」
を
提
案
し
た
点

は
興
味
深
い
。
ラ
ス
ク
に
対
す
る
発
言
を
踏
ま
え
て
も
、
大
平
が
こ
の
時
、
国
府
へ
の
対
応
を
重
視
し
て
お
り
、
重
要
事
項
指
定
案
に

（
�
）

代
わ
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
念
頭
に
置
い
た
政
策
協
議
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
う
し
た
大
平
の
動
き
と
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
池
田
も
こ
の
時
期
、
中
国
の
国
連
加
盟
と
中
国
の
政
治
承
認
を
関
連
づ

け
る
考
え
を
国
会
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
大
平
・
ラ
ス
ク
会
談
か
ら
四
日
後
の
一
月
三
〇
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い

て
、
池
田
は
、
中
国
が
国
連
に
加
盟
し
て
、
各
国
の
大
勢
が
中
共
を
認
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本
政
府
も
国
連
尊
重
の
立
場
か
ら
中

（
�
）

国
政
府
を
承
認
す
る
こ
と
を
初
め
て
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
池
田
の
発
言
が
、
意
図
し
た
も
の
か
単
な
る
失
言

（
�
）

で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
池
田
の
答
弁
に
よ
っ
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の
打
開
と
、
日
本
の
中

国
承
認
を
連
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
池
田
政
権
の
姿
勢
が
初
め
て
公
に
な
る
形
と
な
っ
た
。
事
実
、
そ
の
後
、
大
平
外
相
も
、
国
会
に
お

（
�
）

い
て
池
田
と
同
様
の
主
旨
の
答
弁
を
行
い
、
日
本
政
府
の
基
本
方
針
が
、
こ
の
池
田
の
答
弁
通
り
で
あ
る
こ
と
を
追
認
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
日
本
の
提
案
に
、
米
国
政
府
は
あ
く
ま
で
冷
淡
で
あ
っ
た
。
中
国
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
脅
威
と
見
な

す
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
中
国
の
国
連
加
盟
を
も
視
野
に
入
れ
た
日
本
の
提
案
は
、
と
う
て
い
取
り
う
る
選
択
肢
で
は
な
か
っ

た
。
ラ
ス
ク
は
「
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、
大
平
の
主
張
す
る
よ
う
な
協
議
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
」
と
、
日
米
で
の
情
報
交

（
�
）

換
に
つ
い
て
は
同
意
を
示
し
た
。
だ
が
、
国
連
中
国
代
表
権
に
つ
い
て
は
「
現
状
で
は
重
要
事
項
指
定
で
乗
り
切
る
こ
と
が
可
能
で
あ

（
�
）

る
」
と
あ
く
ま
で
否
定
的
な
態
度
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

日
米
の
中
国
認
識
の
違
い
は
、
中
国
問
題
が
再
度
協
議
さ
れ
た
二
日
後
の
一
月
二
八
日
の
会
談
に
お
い
て
一
層
鮮
明
と
な
っ
た
。
大

平
は
、
米
国
の
対
中
国
姿
勢
を
「
幾
分
硬
直
的
」
と
批
判
し
、
反
共
政
策
の
押
し
つ
け
が
日
本
国
内
に
与
え
る
悪
影
響
の
懸
念
を
示
し

た
。
だ
が
、
ラ
ス
ク
は
こ
れ
に
応
酬
し
て
、
日
本
人
が
、
日
米
関
係
や
中
国
本
土
へ
の
歴
史
的
郷
愁
の
観
点
の
み
か
ら
中
国
問
題
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
韓
国
、
台
湾
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
な
ど
北
京
政
府
の
間
接
浸
透
に
さ
ら
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
日
本
の
利
益
も
考
え
る
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べ
き
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、「
日
米
関
係
が
戦
争
か
平
和
か
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
反
面
、
北
京
の
ア
ジ
ア
で
の
行
動
は
、

戦
争
か
平
和
か
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
事
実
そ
れ
は
核
戦
争
の
最
大
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
中
国
の
危
険
性
を
改
め
て
強

（
�
）

調
し
た
の
で
あ
る
。

大
平
・
ラ
ス
ク
会
談
は
、
池
田
政
権
に
、
米
国
の
中
国
政
策
と
い
う
壁
を
改
め
て
実
感
さ
せ
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
国
連
に
お
け
る

国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
実
現
に
は
米
国
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
池
田
政
権
は
、
中
仏
接
近
と
い
う
事
態
に
際

し
て
も
、
米
国
と
の
政
策
協
議
す
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
日
米
の
隔
た
り
の
大
き
さ
を
示
す
の
み

な
ら
ず
、
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
時
代
の
日
米
関
係
の
象
徴
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
日
米
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
、
中
国
問
題
に
お
い
て

は
未
だ
成
熟
し
得
な
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
池
田
政
権
の
希
望
を
完
全
に
打
ち
砕
い
た
の
は
、
二
月
一
〇
日
の
国
府
に
よ
る
対
仏
断
交
の
決
定
で
あ
っ
た
。
一

月
中
旬
以
降
、
日
米
両
国
は
再
三
に
わ
た
り
、
対
仏
断
交
を
踏
み
と
ど
ま
る
よ
う
に
国
府
に
説
得
を
行
っ
て
い
た
。
米
国
政
府
は
、
一

時
的
に
国
府
が
「
二
つ
の
中
国
」
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
国
府
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
維
持
す
る
姿
勢
を
保

て
ば
、
中
国
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
へ
の
不
信
感
を
強
め
、
中
仏
間
の
相
互
承
認
を
白
紙
に
戻
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
、
対
仏
断

（
�
）

交
の
決
意
を
固
め
る
国
府
に
翻
意
を
促
し
て
い
た
。
ま
た
、
池
田
首
相
も
周
鴻
慶
事
件
に
よ
っ
て
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

（
�
）

ず
、
木
村
四
郎
七
駐
華
大
使
を
通
じ
て
、
国
府
に
対
仏
断
交
を
踏
み
と
ど
ま
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
米
の
説
得
に
く

わ
え
て
、
国
府
内
部
の
意
見
対
立
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
月
二
七
日
の
中
仏
共
同
声
明
が
行
わ
れ
た
際
、
蒋
介
石
は
、
対
仏
断
交
を

（
�
）

即
時
に
踏
み
切
る
こ
と
を
控
え
て
い
た
。

し
か
し
、「
二
つ
の
中
国
」
を
容
認
し
得
な
か
っ
た
の
は
、
国
府
の
み
な
ら
ず
中
国
政
府
も
同
様
で
あ
っ
た
。
中
国
政
府
は
、
フ
ラ

ン
ス
と
の
国
交
樹
立
に
際
し
て
、
国
府
と
の
関
係
断
絶
を
前
提
条
件
と
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
中
仏
共
同
宣
言
以
後
、
正
式
な
外
交
使

節
団
の
派
遣
を
前
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
国
府
と
の
断
交
を
行
う
よ
う
に
圧
力
を
強
め
て
い
た
。
結
局
、
中
仏
国
交
樹
立
の
二
週
間
後
、
フ

神 戸 法 学 雑 誌 ５７巻１号 ２２６



ラ
ン
ス
外
務
省
が
、
国
府
外
交
部
に
対
し
て
、
七
日
以
内
に
パ
リ
の
駐
仏
代
表
部
か
ら
の
退
去
を
要
求
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
国
府
は
、

（
�
）

「
一
つ
の
中
国
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
対
仏
国
交
断
絶
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

国
府
の
対
仏
断
交
は
、
た
と
え
国
際
的
地
位
を
犠
牲
に
し
て
も
、「
中
国
の
正
統
政
府
」
と
し
て
の
擬
制
を
貫
こ
う
と
す
る
蒋
介
石

の
意
志
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
池
田
政
権
が
望
ん
で
い
た
国
府
の
譲
歩
に
よ
る
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
、
も
し
く
は
「
一
つ
の

中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
政
策
が
、
現
時
点
で
は
全
く
望
め
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
府
の
対
仏
断
交
の
翌
二
月
一
一
日
、
大
平
外
相
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
に
「
日
本
は
国
民
政
府
の
本
当
の
友
人
た
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
大
陸
を
実
効
支
配
し
て
一
五
年
が
経
つ
中
共
政
権
が
、
未
だ
に
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
共
通
の
土
台
に
立
っ

（
�
）

て
、
関
係
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
国
府
の
対
応
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
だ
が
、
そ
の
大
平
も
国
府
の
強
硬
姿
勢
に
直

面
し
て
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
つ
い
て
の
諦
観
の
念
を
強
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
同
日
の
参
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
大

平
は
、「
国
府
が
フ
ラ
ン
ス
と
断
交
す
る
と
い
う
措
置
に
よ
っ
て
、
そ
の
ピ
ク
チ
ュ
ア
は
破
れ
た
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
の

中
国
、
一
つ
の
台
湾
と
い
う
方
式
に
お
い
て
解
決
を
意
図
し
て
お
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
た
あ
の
案
も
、
あ
え
な
く
つ
い

え
た
と
い
う
感
を
深
く
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
あ
た
か
も
フ
ラ
ン
ス
の
挫
折
を
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
と
重
ね
合
わ
せ
た
か

（
�
）

の
よ
う
に
答
弁
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
三
月
五
日
付
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
統
一
見
解
」
の
策
定

フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
と
国
府
の
対
仏
断
交
と
い
う
事
態
の
展
開
は
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
に
新
た
な
対
応
を
迫
る
こ
と
と
な
っ

た
。
国
際
的
な
孤
立
を
深
め
る
国
府
と
は
対
照
的
に
、
こ
の
時
期
、
中
国
政
府
は
、
軌
道
に
乗
る
Ｌ
Ｔ
貿
易
の
拡
大
を
背
景
に
、
日
中

民
間
関
係
を
一
層
進
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
事
実
、
一
九
六
四
年
二
月
七
日
に
訪
中
し
た
Ｌ
Ｔ
貿
易
事
務
所
の
田
川
誠
一
に
対
し

て
、
中
国
政
府
は
、
日
本
側
が
要
望
し
て
い
た
記
者
交
換
協
定
の
締
結
に
応
じ
た
上
に
、
旅
客
航
空
機
の
日
中
相
互
乗
り
入
れ
を
打
診
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（
�
）

し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
政
府
は
、
こ
う
し
た
措
置
に
続
い
て
、
東
京
と
北
京
の
駐
日
貿
易
代
表
部
の
設
置
に
も
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
交
を
樹
立
し
た
中
国
が
、
次
な
る
目
標
を
日
本
に
定
め
、
積
極
的
な
対
日
政
策
に
で
て
き
た
の
は
明
ら

か
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
前
に
し
て
、
一
月
末
以
降
、
外
務
省
で
は
中
国
政
策
を
再
検
討
す
る
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
で
省
内
の
中
国

政
策
再
検
討
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
の
が
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
対
応
で
あ
っ
た
。
一
月
二
八
日
に
後

宮
虎
郎
ア
ジ
ア
局
長
が
起
草
し
た
「
国
府
台
湾
問
題
研
究
課
題
案
」
の
冒
頭
に
、「『
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
』
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

（
マ
マ
）

も
と
ず
く
国
府
の
国
連
メ
ン
バ
ー
・
シ
ッ
プ
の
維
持
の
工
作
は
国
府
の
反
対
（
現
在
国
府
は
『
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
』
の
基

本
的
態
度
を
堅
持
し
て
い
る
）
を
押
し
切
っ
て
も
推
進
す
べ
き
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
連
に
お
け
る
「
二
つ
の
中
国
」
の
実
現
可
能

（
�
）

性
と
、
日
本
の
選
択
可
能
な
政
策
の
検
討
に
焦
点
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

国
府
の
対
仏
断
交
決
定
の
翌
日
で
あ
る
二
月
一
一
日
、
外
務
省
幹
部
会
が
開
か
れ
、
日
華
関
係
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
幹
部
会
に
お
い
て
島
重
信
外
務
次
官
以
下
、
多
く
の
幹
部
に
一
致
し
て
見
ら
れ
た
見
解
は
、
国
連
に
お
け
る
台
湾
の
議
席
維
持
と
、

台
湾
を
自
由
陣
営
内
に
留
め
る
こ
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
台
湾
の
政
治
的
弱
体
化
を
防
ぎ
、
日
本
と
台
湾
の
公
的
関

係
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
台
湾
が
国
連
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
「
最
低
の
案
件
」
と
す
べ
き
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
連
に
お
け
る
「
台
湾
の
確
保
」
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
政
策
を
推
進
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
省
内
で
意
見
が
分
か
れ
た
。
島
外
務
次
官
は
、「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
を
国
際
的
に
プ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
は
台

湾
人
は
人
種
的
に
も
中
国
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
民
族
自
決
を
適
用
す
べ
し
と
の
理
由
づ
け
が
よ
か
ろ
う
」
と
、
国
連
を
通
じ
た

台
湾
独
立
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
幹
部
会
に
出
席
し
て
い
た
小
川
平
四
郎
国
際
資
料
部
長
や
高
橋
覚
国
連
局
長
は
、

国
連
に
お
け
る
台
湾
の
地
位
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
台
湾
は
「
中
国
の
一
部
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
方
が
よ
い
と
主
張
し
た

（
�
）

の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
省
内
に
お
い
て
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
論
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
小
川
が
、
こ
の
段
階
で
、
国
連
中
国
代

表
権
問
題
を
通
じ
た
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
推
進
に
否
定
的
な
立
場
に
転
じ
た
点
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
来
、
国
連
を
通

じ
た
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
実
現
が
、
日
中
関
係
打
開
の
前
提
と
考
え
、
政
策
を
主
導
し
て
き
た
小
川
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
、「
日

本
が
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
を
唱
え
る
と
い
う
だ
け
で
そ
の
実
現
の
可
否
以
前
に
国
府
が
対
日
断
交
を
す
る
危
険
は
充
分
考
え
る

（
�
）

べ
き
で
あ
る
」
と
認
識
を
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
川
の
発
言
は
、
国
連
を
通
じ
た
日
中
関
係
の
打
開
を
志
向
し
て
き
た
ア
ジ

ア
局
系
外
交
官
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
中
国
承
認
と
、
そ
れ
に
続
く
国
府
の
対
仏
断
交
に
直
面
し
て
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」

の
実
現
性
に
懐
疑
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
、
こ
の
後
、
省
内
関
係
各
局
か
ら
の
中
堅
外
交
官
か
ら
編
成
さ
れ
た
中
国
問

題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
検
討
会
議
に
委
ね
ら
れ
た
。
こ
の
検
討
会
議
は
、
中
国
問
題
全
般
の
検
討
が
、
三
月
二
一
日
ま
で

の
短
期
間
に
合
計
八
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
連
局
が
作
成
し
た
文
書
「
国
連
機
構
に

（
�
）

予
想
さ
れ
る
事
態
」
に
基
づ
き
、
前
半
三
回
が
討
議
に
割
か
れ
た
。

だ
が
、
こ
の
検
討
会
議
に
お
い
て
も
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
国
連
で
の
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
は
、
事
実
上
不
可
能
と
す
る
意
見

が
支
配
的
と
な
っ
た
。
小
川
や
、
中
村
輝
彦
国
連
局
政
治
課
長
を
は
じ
め
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
将
来
的

な
「
二
つ
の
中
国
」
な
い
し
「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
政
策
の
実
現
可
能
性
を
完
全
に
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、「
中

共
が
妥
協
に
応
ず
る
ご
と
き
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
国
府
に
つ
い
て
も
少
な
く
と
も
蒋
介
石
の
存
命
中
は
『
一
つ
の
中
国
に
固

（
�
）

執
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
』」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
三
回
の
討
議
を
終
え
て
、
二
月
二
一
日
付
で
小
川
が
作
成
し
た
討
議
報
告
に
も
現
れ
て
い
る
。
同
報
告
に
お
い

て
、
国
連
で
の
「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
は
、「
両
当
事
者
が
こ
の
案
に
飽
く
ま
で
反
対
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
の
で
、
国

連
に
於
い
て
こ
の
よ
う
な
案
を
現
実
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
形
で
国
府
乃
至
台
湾
の
席
を
国
連
に
止
め
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（
�
）

て
お
く
こ
と
は
形
式
的
に
も
不
可
能
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
結
論
に
は
省
内
に
異
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
月
二
九
日
の
第
五
回
検

討
会
議
で
、
欧
亜
局
西
欧
課
長
の
鹿
取
泰
衛
は
、
国
連
で
の
「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
は
、
政
治
的
に
は
実
現
が
不
可
能
で
も
、

「
逆
に
中
共
の
反
対
を
利
用
し
て
、
中
共
を
入
れ
な
い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
案
が
出
て
、
通
る
可
能
性
も
十
分
あ
る
」
と
し
て
「
形
式

（
�
）

的
に
も
不
可
能
」
と
す
る
結
論
に
反
対
し
て
い
る
。

鹿
取
の
反
論
の
背
景
に
は
、
外
務
省
内
き
っ
て
の
反
共
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
た
法
眼
晋
作
欧
亜
局
長
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
観
測
に
よ
れ
ば
、
外
務
省
幹
部
の
な
か
で
も
、
中
仏
接
近
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
て

い
た
黄
田
多
喜
夫
外
務
審
議
官
と
は
異
な
り
、
法
眼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
後
も
、
国
連
に
お
け
る
中
国
問
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
緊

（
�
）

迫
し
て
い
な
い
と
い
う
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
国
連
政
策
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
る
法
眼
や
鹿
取
と
い
っ
た
外
務
省
欧
亜

局
系
の
外
交
官
は
、
当
面
は
、
重
要
事
項
指
定
案
に
よ
っ
て
中
国
代
表
権
問
題
は
乗
り
切
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
事
態
が
切
迫
す
れ

ば
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
を
駆
け
引
き
に
用
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
い
わ
ば
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
通
じ
て
、日
中
関

係
の
打
開
を
目
指
し
た
ア
ジ
ア
局
系
外
交
官
と
は
対
照
的
に
、
あ
く
ま
で
中
国
不
承
認
の
論
理
か
ら
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
村
国
連
局
政
治
課
長
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
政
治
的
に
不
可
能
で
あ
る
議
論
を
技
術
的
に
論
じ
る
意
味
が
な
い
と
い
う

点
は
、
省
内
に
お
い
て
も
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
い
た
。
後
宮
ア
ジ
ア
局
長
も
、
こ
れ
に
同
調
し
、
中
国
問
題
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

国
連
の
枠
内
の
み
で
解
決
し
う
る
問
題
で
は
な
く
、
根
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
国
連
の
枠
外
で
の
現
実
政
治
の
変
動
に
よ
り
、「
土

（
�
）

俵
を
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
結
論
は
、
三
月
五
日
に
外
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
統
一
見
解
」
に
反
映

さ
れ
た
。
こ
の
統
一
見
解
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
と
政
治
承
認
を
め
ぐ
る
池
田
や
大
平
外
相
の
国
会
答
弁
を
補
足
し
、
政
府
関
係
者
の
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発
言
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
見
解
で
は
、
池
田
や
大
平
の
国
会
答
弁
を
敷
衍
す
る
形
で
、
中

国
が
国
連
に
円
満
な
形
で
加
盟
す
れ
ば
、「
中
共
と
の
国
交
正
常
化
を
考
慮
す
る
」
と
の
内
容
が
、
初
め
て
外
務
省
の
公
式
見
解
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
た
。

だ
が
、
同
時
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
統
一
見
解
が
、
日
本
の
中
国
承
認
が
国
府
と
の
関
係
断
絶
を
意
味
す
る
と
明
言
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
同
見
解
に
、「
台
湾
に
あ
る
国
民
政
府
と
中
国
大
陸
に
あ
る
中
共
政
権
の
双
方
が
、
中
国
全
体
の
主
権
者
で
あ
る
と
の
立

場
を
主
張
し
て
い
る
限
り
、
わ
が
国
と
し
て
双
方
と
同
時
に
外
交
関
係
を
も
つ
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
も
し
わ

が
国
が
現
状
に
お
い
て
中
共
政
権
と
正
規
の
外
交
関
係
を
も
つ
こ
と
は
、
直
ち
に
国
民
政
府
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
わ
が
国
と
台
湾
自
体
と
の
経
済
を
初
め
と
す
る
一
切
の
関
係
が
断
絶
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
あ
る
よ

（
�
）

う
に
、
日
本
政
府
は
、
公
式
見
解
と
し
て
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
可
能
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

三
月
五
日
付
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
統
一
見
解
」
は
、
国
連
加
盟
と
中
国
承
認
の
連
動
を
初
め
て
公
に
し
た
と
い
う
点
で
、
日
本
の

中
国
政
策
に
お
い
て
新
た
な
局
面
を
切
り
開
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
統
一
見
解
に
お
い
て
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
可
能
性
を
否
定

し
た
こ
と
は
、
近
い
将
来
に
お
け
る
日
本
の
中
国
承
認
の
可
能
性
を
断
念
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、

「
二
つ
の
中
国
」
政
策
を
念
頭
に
お
い
て
、
国
連
に
お
け
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
事

実
上
の
敗
北
宣
言
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
国
府
「
分
断
固
定
化
」
か
ら
日
中
直
接
交
渉
へ

一
九
六
四
年
三
月
五
日
の
統
一
見
解
の
発
表
以
後
も
、
日
中
貿
易
を
め
ぐ
り
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
は
継
続
さ
れ
た

が
、
三
月
後
半
以
降
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
協
議
は
一
段
落
し
た
。
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
断
念
し
た
池
田

政
権
が
と
る
べ
き
政
策
は
、
三
月
一
八
日
の
外
交
政
策
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
中
村
国
連
局
政
治
課
長
が
主
張
し
た
よ
う
に
、「
国
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府
を
国
連
内
に
留
め
る
た
め
」
に
「
あ
く
ま
で
過
半
数
の
国
府
支
持
票
を
確
保
し
、
重
要
事
項
指
定
案
の
建
前
を
貫
く
」
以
外
に
選
択

（
�
）

肢
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
与
え
る
影
響
が
予
想
し
た
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
も
危
機
感
を

和
ら
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
二
月
中
旬
か
ら
五
週
間
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
歴
訪
を
終
え
た
松
井
国
連
大
使
は
、
帰
国
後
、
国
連
で
の
動
向

が
注
目
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
諸
国
は
、
中
国
の
国
連
加
盟
に
好
意
的
で
は
あ
る
が
、
国
府
の
国
連
か
ら
の
追
放
に
は
消
極
的
で
あ

（
�
）

る
と
本
省
に
報
告
し
た
。
国
連
中
国
代
表
権
の
見
通
し
は
、
黄
田
外
務
審
議
官
や
、
小
川
国
際
資
料
部
長
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
局
系
外
交

官
よ
り
も
、
法
眼
欧
亜
局
長
の
予
測
の
方
が
正
確
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
池
田
政
権
は
、
日
中
記
者
交
換
協
定
や
、
貿
易
代
表
部
の
設
置
な
ど
非
政
治
分
野
で
の
日
中
関
係
の
進
展
に
は
前
向
き
な

姿
勢
を
と
り
続
け
た
。
だ
が
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
外
務
省
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
重
要
事
項
指
定
案
を
支
持
す
る

こ
と
を
米
国
側
に
繰
り
返
し
言
明
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
は
、
こ
う
し
た
池
田
政
権
の
姿
勢
を
評
価
し
、「
日
本
外
交
の
重
要
な

目
標
が
、
韓
国
と
台
湾
を
自
由
世
界
に
留
め
る
こ
と
に
あ
り
、
将
来
的
な
北
京
と
の
国
交
正
常
化
に
向
け
た
い
か
な
る
動
き
も
、
韓
国

や
台
湾
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
上
で
行
わ
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
証
拠
で
あ
る
」
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
報
告
し
て
い
る
。
実
際
、
こ
う
し

た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
評
価
が
示
す
よ
う
に
、
政
権
最
後
の
年
と
な
っ
た
一
九
六
四
年
、
池
田
政
権
は
、
米
中
関
係
の
緊
張
を
背
景
と
し

て
、
停
滞
し
て
い
た
日
韓
交
渉
の
推
進
と
、
国
府
と
の
関
係
改
善
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
西
側
自
由
陣
営
諸
国
と
の
連
携
強
化
を
進
め
て

（
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い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
池
田
は
、
最
後
ま
で
中
国
問
題
の
打
開
へ
の
希
望
を
捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
七
月
一

〇
日
、
自
民
党
総
裁
選
挙
で
佐
藤
栄
作
を
破
っ
て
総
裁
三
選
を
果
た
し
た
池
田
は
、
日
中
国
交
回
復
を
、
自
ら
の
在
任
中
に
果
た
す
べ

き
政
治
課
題
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
当
時
、
産
経
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
阿
部
穆
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
四
年
九
月
初
頭
、

池
田
は
、
自
身
が
健
在
な
う
ち
に
な
ん
と
か
中
国
と
の
関
係
に
目
処
を
つ
け
た
い
と
述
べ
、
一
〇
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
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ク
の
国
連
総
会
に
合
わ
せ
て
訪
米
し
、
現
地
に
来
て
い
る
で
あ
ろ
う
中
国
政
府
の
幹
部
と
会
見
す
る
と
語
っ
た
と
い
う
。

池
田
の
日
中
会
談
構
想
が
ど
れ
だ
け
具
体
性
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
池
田
の
発
言

を
、
同
じ
九
月
末
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
初
め
て
開
か
れ
た
日
米
政
策
企
画
協
議
に
お
け
る
小
川
平
四
郎
の
発
言
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
る

と
興
味
深
い
。

九
月
二
二
日
、
政
策
企
画
協
議
の
日
本
側
責
任
者
で
あ
る
国
際
資
料
部
長
と
し
て
訪
米
し
た
小
川
は
、
ア
メ
リ
カ
側
に
対
し
て
、
当

初
の
予
定
を
変
更
さ
せ
、
自
身
が
用
意
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
基
に
中
国
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
小
川
は
、
中
国
の
国
連
加

盟
が
実
現
し
た
後
の
日
本
の
と
る
べ
き
政
策
を
、
私
案
と
し
て
事
前
に
武
内
駐
米
大
使
を
通
じ
て
、
米
国
側
の
責
任
者
で
あ
る
ロ
ス
ト

（
�
）

ウ
国
務
省
政
策
企
画
委
員
長
に
手
交
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
川
は
、
あ
く
ま
で
個
人
的
見
解
と
し
つ
つ
も
、
日
本
政
府
が
、
台
湾
の

住
民
が
そ
の
支
配
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
合
意
し
な
い
限
り
は
、
台
湾
へ
の
権
威
が
及
ば
な
い
と
い
う
留
保
を
つ
け
る
こ
と
で
、
中
国

（
�
）

政
府
を
「
中
国
の
正
統
政
権
」
と
し
て
承
認
す
る
方
式
を
米
国
側
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

小
川
が
米
国
側
に
提
示
し
た
構
想
は
、
中
国
が
国
連
に
加
盟
し
た
後
と
い
う
状
況
で
の
仮
定
の
議
論
と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
局
系
外
交

官
が
、
中
国
承
認
に
先
立
っ
て
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
模
索
す
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
一
つ
の
中
国
、
二
つ
の
政

府
」
の
立
場
を
と
る
こ
と
で
、
中
国
と
の
直
接
交
渉
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
小
川
も
認
め
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
方
法

（
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）

は
、
中
国
、
国
府
の
双
方
か
ら
の
反
発
を
招
き
、
一
時
的
に
双
方
と
の
関
係
の
悪
化
を
招
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
小
川

は
、
即
時
の
中
国
承
認
を
求
め
る
国
内
の
圧
力
を
抑
え
、
自
由
陣
営
で
の
「
台
湾
の
確
保
」
を
図
り
な
が
ら
、
日
中
国
交
回
復
を
実
現

す
る
唯
一
の
方
法
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

池
田
が
、
こ
う
し
た
小
川
構
想
の
内
容
を
知
っ
た
上
で
、
中
国
政
府
と
の
直
接
交
渉
を
考
え
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、

池
田
政
権
末
期
、
日
中
関
係
の
打
開
を
目
指
し
て
い
た
池
田
や
小
川
が
、
国
連
に
よ
る
間
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
北
京
政
府

と
の
直
接
交
渉
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
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し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
池
田
訪
米
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
九
月
九
日
、
既
に
ガ
ン
に
体
を
蝕
ま
れ
て
い
た
池
田
は
入
院

す
る
こ
と
と
な
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
を
見
届
け
た
一
〇
月
二
五
日
に
退
陣
を
表
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国

と
の
直
接
接
触
の
模
索
は
、
池
田
か
ら
後
継
指
名
を
受
け
た
佐
藤
栄
作
政
権
初
期
の
対
中
国
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る
。

結
論本

稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
池
田
政
権
は
、
国
連
を
通
じ
て
国
民
政
府
の
中
国
本
土
か
ら
の
「
分
断
固
定
化
」
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
へ
の
布
石
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
池
田
外
交
は
、
以
下
の
二
つ
の

側
面
か
ら
そ
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
池
田
政
権
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
鳩
山
、
石
橋
政
権
と
同
じ
く
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
よ
る
日
中
国
交
回
復
を
目
指

し
て
お
り
、
国
連
を
通
じ
た
国
府
の
「
分
断
固
定
化
」
と
、
段
階
的
な
日
中
接
近
に
よ
っ
て
こ
れ
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
う
し
た
中
国
政
策
形
成
に
あ
た
っ
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
日
中
関
係
の
打
開
を
目
指
し
て

い
た
外
務
省
ア
ジ
ア
局
系
外
交
官
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
米
協
調
を
重
視
す
る
池
田
や
そ
の
側
近
に
と
っ
て
、
米
国
の
意
向
に
反
し
て
政
府
間
接
触
な
ど
の
日
中
接
近
に

踏
み
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
池
田
政
権
は
、
国
連
に
お
け
る
国
府
「
分
断
固
定
化
」
の
み
を
米
国
に
働
き
か
け

よ
う
と
し
た
。
池
田
は
、
中
国
政
策
に
お
け
る
日
米
協
調
を
保
ち
な
が
ら
、
将
来
的
な
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
に
よ
る
日
中
関
係
の
打

開
に
備
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
最
終
的
に
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
池
田

外
交
が
、
単
な
る
「
向
米
一
辺
倒
」
の
産
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
池
田
政
権
が
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
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を
め
ぐ
り
日
欧
提
携
を
模
索
し
た
点
は
、
池
田
が
、
将
来
的
な
日
米
欧
の
政
策
協
調
に
よ
る
中
国
問
題
の
解
決
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
池
田
外
交
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
変
容
と
密
接
に
連
動
し
て
い
た
。
国
連
中
国
代
表
権

問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
高
ま
り
は
、
直
接
的
に
は
、
第
三
世
界
の
脱
植
民
地
化
の
進
展
に
よ
る
国
連
で
の
中
国
支
持
国
の
増
加
が
要
因

で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
中
ソ
対
立
の
顕
在
化
、
米
国
で
の
民
主
党
政
権
の
誕
生
、
中
国
自
身
の
大
躍
進
の
挫
折
に
よ
る
穏
健
化
と
い
っ

た
、
中
国
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
変
容
が
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
構
想
の
根
底
を
支
え
て
い
た
。
池
田
首
相
や
外
務
省
ア
ジ
ア

局
は
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
中
国
の
国
際
復
帰
は
近
い
と
判
断
し
て
お
り
、
国
連
で
の
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
の
推
進
を
通
じ

て
、
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
変
化
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
池
田
外
交
が
、
国
際
環
境
へ
の
同
調
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
、
中
国
問
題
を
日
本
が
「
自
主
的
」
に

打
開
す
る
意
志
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
実
際
、
一
九
六
一
年
に
小
坂
訪
欧
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
た
日
欧
提
携
は
、
国

府
「
分
断
固
定
化
」
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
欧
州
諸
国
に
と
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
日
本
が
、
国
府
説
得
の
役
割
を
担
う
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
以
降
、
重
要
事
項
指
定
案
の
安
定
票
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
の

急
速
な
転
換
が
望
め
な
く
な
る
と
、
池
田
政
権
は
、
日
中
民
間
貿
易
を
推
進
し
な
が
ら
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
の
将
来
的
な
機
会
を

う
か
が
う
方
針
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
際
環
境
の
変
化
に
身
を
任
せ
た
池
田
外
交
の
限
界
は
、
一
九
六
二
年
後
半
以
降
の
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
変
容
に
よ
っ
て
急

速
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国
の
核
兵
器
開
発
と
、
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
っ
て
米
中
関
係
の
悪
化
が
進
む
と
、
米
国
は
、

日
本
に
冷
戦
へ
の
一
層
の
「
責
任
分
担
」
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
通
じ
て
、
日
米
協
調
と

日
中
接
近
の
両
立
を
目
指
し
た
池
田
政
権
は
、
そ
の
予
想
に
反
し
て
、
米
国
の
中
国
「
封
じ
込
め
」
体
制
の
中
へ
よ
り
組
み
込
ま
れ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
添
谷
芳
秀
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
池
田
政
権
の
中
国
政
策
は
、
日
米
協
調
の
枠
内
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
枠
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か
ら
外
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
終
的
に
、
一
九
六
四
年
一
月
の
中
仏
接
近
が
、
池
田
政
権
に
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
構
想
の
挫
折
を
決
定
づ
け
た
。
ド

・
ゴ
ー
ル
の
中
国
承
認
は
、
池
田
政
権
の
望
む
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
欧
提
携
へ
の
期
待
を
打
ち
砕
い
た
。
さ
ら
に
続
く
国
府
の
対
仏

断
交
は
、
国
府
が
「
二
つ
の
中
国
」
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が
、
現
状
で
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
、
池
田
の
み
な
ら
ず
、
中
国
政
策
を

担
う
外
務
官
僚
に
も
改
め
て
印
象
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
通
じ
て
、
中
国
問
題
の
打
開
を
図
ろ
う
と
し
た
池
田
政
権
の
試
み
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
で

き
よ
う
か
。
中
国
政
策
を
日
米
協
調
の
枠
内
に
制
限
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
池
田
政
権
に
と
っ
て
、
日
中
二
国
間
交
渉
で
は
既
に
解
決

が
不
可
能
で
あ
っ
た
中
国
問
題
の
打
開
を
、
国
連
に
お
け
る
多
国
間
協
議
に
委
ね
よ
う
と
す
る
発
想
は
決
し
て
奇
抜
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
は
、「
自
由
主
義
諸
国
と
の
協
調
」
を
図
り
な
が
ら
、
日
中
接
近
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点

で
、
反
発
を
受
け
る
危
険
性
の
低
い
選
択
肢
で
あ
っ
た
。
国
連
と
い
う
多
国
間
協
議
の
場
を
通
じ
て
、
日
米
協
調
の
枠
内
か
ら
中
国
政

策
の
転
換
を
働
き
か
け
よ
う
と
し
た
池
田
政
権
の
試
み
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
中
国
政
策
の
挫
折
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
方
法
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

し
か
し
、
池
田
政
権
の
国
連
へ
の
期
待
は
、
あ
る
意
味
、
戦
後
日
本
外
交
の
国
連
幻
想
を
そ
の
ま
ま
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実

際
、
日
本
が
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
中
国
問
題
の
当
事
国
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

本
稿
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
中
国
承
認
に
踏
み
切
っ
た
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な
か
っ

た
。ま

た
、
台
湾
海
峡
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
中
国
政
府
、
国
民
政
府
の
双
方
は
、「
一
つ
の
中
国
」
と
い
う
体
制
支
配
の
正
統
性
の
維
持

を
、
国
連
よ
り
は
る
か
に
重
視
し
て
い
た
。
事
実
、「
分
断
固
定
化
」
構
想
の
対
象
で
あ
っ
た
蒋
介
石
の
国
民
政
府
は
、「
中
国
の
代
表
」

の
地
位
を
守
る
た
め
に
は
国
連
か
ら
の
脱
退
を
も
辞
さ
な
い
構
え
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
決
定
的
な
こ
と
に
、
毛
沢
東
の
中
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国
は
、
同
じ
時
期
、
既
存
の
国
連
に
背
を
向
け
、
第
三
世
界
の
意
見
を
よ
り
代
弁
す
る
「
第
二
国
連
」
の
創
設
に
動
き
始
め
て
い
た
の

（
�
）

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
局
中
国
課
が
主
張
し
た
国
連
の
場
を
中
国
に
与
え
て
「
大
人
」
に
す
る
と
い
う
考
え
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
中
国
共

産
党
の
国
際
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
的
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、
状
況
を
甘
く
見
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
仏
接
近
は
、
中
国
問
題

を
め
ぐ
る
現
実
政
治
の
前
に
、
国
連
で
の
議
論
が
い
か
に
無
力
で
あ
る
か
を
、
日
本
政
府
に
見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
限
界
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
連
を
中
国
政
策
の
文
脈
に
お
い
て
重
視
す
る
姿
勢
は
、
池
田
政
権
以
降
も
引
き
継
が
れ

た
。
佐
藤
政
権
に
お
い
て
、
中
国
の
国
連
加
盟
と
、
日
本
の
中
国
承
認
を
結
び
つ
け
た
統
一
見
解
は
、
日
中
関
係
打
開
の
手
段
と
い
う

よ
り
も
、
国
内
の
中
国
承
認
へ
の
圧
力
を
か
わ
す
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
国
連
中
国
代
表
権
を
め
ぐ
る
国
際

的
な
議
論
は
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」
を
図
る
よ
り
も
、
い
か
に
国
府
を
国
連
に
留
め
る
か
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な

る
が
、
佐
藤
政
権
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
、
中
国
問
題
に
お
け
る
日
米
協
調
の
象
徴
と
考
え
、
国
府
の
国
連
議
席
保
持
の
方
針

を
最
後
ま
で
貫
い
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
一
九
七
一
年
七
月
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry
A

.
K

issinger

）
大
統
領
補
佐
官
に
よ
る
電
撃
訪
中
を
迎
え
る
ま
で
、
日

本
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
中
心
に
中
国
問
題
を
捉
え
る
思
考
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
国
連
中
国
代
表
権
問
題

を
通
じ
て
日
中
関
係
の
打
開
を
図
ろ
う
と
し
た
日
本
政
府
で
あ
っ
た
が
、
最
後
は
、
国
連
中
国
代
表
権
問
題
が
日
中
打
開
の
足
か
せ
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）

伊
藤
昌
哉
『
池
田
勇
人
』〈
細
川
隆
元
監
修
・
日
本
宰
相
列
伝
二
一
〉（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
五
年
）
二
〇
三
―
二
〇
四
頁
。

（
２
）

本
稿
で
は
以
下
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
「
中
国
政
府
」
と
表
記
し
「
中
」
と
略
称
す
る
。
ま
た
中
華
民
国
政
府
を
「
国
民
政
府
」

ま
た
は
「
国
府
」
と
表
記
し
、「
華
」
と
略
称
す
る
。
な
お
本
稿
で
の
「
中
国
政
策
」
と
は
、
中
国
政
府
、
国
民
政
府
双
方
へ
の
政
策
を
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含
め
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）

池
田
政
権
期
の
日
中
貿
易
の
先
行
研
究
と
し
て
、
別
枝
行
夫
「
戦
後
日
中
関
係
と
非
公
式
接
触
者
」、『
国
際
政
治
』
七
五
号
（
一
九
八

三
年
）、
古
川
万
太
郎
『
日
中
戦
後
関
係
史
』（
原
書
房
、
一
九
八
八
年
）
二
〇
一
―
二
一
四
頁
、
添
谷
芳
秀
「
日
中
Ｌ
Ｔ
貿
易
の
成
立
過

程
」、『
外
交
時
報
』
一
二
六
三
号
（
一
九
八
九
年
）、
同
『
日
本
外
交
と
中
国
、
一
九
四
五
〜
一
九
七
二
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一

九
九
五
年
）、
田
麗
萍
「
池
田
内
閣
の
中
国
政
策

封
じ
込
め
戦
略
と
対
中
積
極
論
の
狭
間
で
」（
一
）『
法
学
論
叢
』
一
三
七
巻
二
号

（
一
九
九
五
年
）、
李
恩
民
『
中
日
民
間
経
済
外
交
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
第
五
章
、
林
代
昭
（
渡
邊
英
雄
訳
）『
戦
後
中
日

関
係
史
』（
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
四
四
―
一
六
四
頁
、
田
桓
主
編
『
戦
後
中
日
関
係
史
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

一
九
三
―
二
〇
二
頁
を
参
照
。
ま
た
、
Ｌ
Ｔ
貿
易
に
対
す
る
池
田
政
権
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て
、
拙
稿
「
日
中
Ｌ
Ｔ
貿
易

の
成
立
と
池
田
政
権
一
九
六
〇
―
一
九
六
二
」、『
六
甲
台
論
集
』
五
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）

例
え
ば
以
下
を
参
照
。
田
「
池
田
内
閣
の
中
国
政
策
」
七
五
―
七
七
頁
。

（
５
）

池
田
直
隆
「
戦
後
日
本
外
交
に
お
け
る
対
中
・
対
米
関
係
の
交
錯

池
田
・
佐
藤
政
権
期
」
、『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
九
〇
輯
（
二
〇
〇
一
年
）
一
一
五
―
一
三
二
頁
、
清
水
麗
「
台
湾
に
お
け
る
蒋
介
石
外
交

一
九
六
一
年
の
国
連
問
題
を
め
ぐ
る
原

則
と
妥
協
」、『
常
磐
国
際
紀
要
』
第
六
号
（
二
〇
〇
二
年
）。

（
６
）

石
井
明
「
日
華
平
和
条
約
の
締
結
か
ら
日
中
国
交
回
復
へ
」、
石
井
明
他
編
『
記
録
と
交
渉

日
中
国
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
交
渉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
殷
燕
軍
「
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
日
中
関
係
の
特
徴

池
田
政
権
か
ら
佐
藤
政
権

へ
」、『
経
済
経
営
研
究
所
年
報
』
二
六
（
二
〇
〇
四
年
）、
池
田
直
隆
『
日
米
関
係
と
「
二
つ
の
中
国
」

池
田
・
佐
藤
・
田
中
内
閣

期
』（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
７
）

分
析
概
念
と
し
て
の
「
二
つ
の
中
国
」
な
い
し
「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
政
策
は
、
論
者
に
よ
っ
て
定
義
が
異
な
る
。
例
え
ば
、

陳
肇
斌
は
、「
国
府
を
『
台
湾
の
政
府
』
と
し
て
承
認
し
た
ま
ま
で
『
中
国
の
政
府
』
と
し
て
の
人
民
政
府
と
の
外
交
関
係
を
最
終
的
に
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持
つ
こ
と
」
を
目
標
と
し
た
政
策
と
定
義
し
て
い
る
、
陳
肇
斌
『
戦
後
日
本
の
中
国
政
策

一
九
五
〇
年
代
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
文

脈
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
―
五
頁
、
三
〇
九
頁
。
他
方
で
、
池
田
直
隆
は
、
日
本
政
府
が
「
台
湾
政
府
と
の
外
交
関

係
を
維
持
し
つ
つ
中
共
政
府
と
の
間
に
民
間
貿
易
・
文
化
交
流
そ
の
他
を
推
進
し
た
事
実
」
は
、
本
質
的
に
「
二
つ
の
中
国
」
政
策
で
あ
っ

た
と
論
じ
る
、
池
田
『
日
米
関
係
と
「
二
つ
の
中
国
」
』
、
二
四
―
二
五
頁
。
ま
た
、
米
国
の
公
文
書
に
見
ら
れ
る
米
国
の
「
二
つ
の
中
国
」

政
策
は
、
中
国
の
国
家
承
認
を
含
ま
ず
、
国
府
の
中
国
大
陸
か
ら
の
分
断
化
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、

原
文
書
か
ら
の
直
接
引
用
の
場
合
を
除
い
て
、「
二
つ
の
中
国
」
政
策
と
い
う
用
語
を
用
い
る
時
は
、
陳
肇
斌
の
定
義
を
意
味
す
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
、
米
国
の
公
文
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
国
府
を
中
国
本
土
か
ら
分
断
さ
せ
る
意
味
で
の
「
二
つ
の
中
国
」

政
策
は
、
国
府
「
分
断
固
定
化
」、
あ
る
い
は
、
国
連
で
の
「
二
つ
の
中
国
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
区
別
す
る
。

（
８
）

宮
崎
繁
樹
「
中
国
と
国
際
連
合
」
、
入
江
啓
四
郎
・
安
藤
正
士
編
『
現
代
中
国
の
国
際
関
係
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
五
年
）

一
一
〇
―
一
二
二
頁
、R

osem
ary

Foot,
T

he
P

ractice
of

P
ow

er
:

U
.S.

R
elations

w
ith

C
hina

since
1949

（O
xford

U
K

:
O

x-

ford
U

niversity
Press,

1995

）,ch.
2.

（
９
）

C
aroline

Pruden,
C

onditional
P

artners
:

E
isenhow

er,
the

U
nited

N
ations,

and
the

Search
for

a
P

erm
anent

P
eace.

（B
a-

ton
R

ouge,
L

A
:

L
ouisiana

State
U

niversity
Press,

1998

）,121−143
;

N
ancy

B
ernkopf

T
ucker,

T
aiw

an,
H

ong
K

ong,
and

the
U

nited
States,

1945−
1992

:
U

ncertain
F

riendships

（N
ew

Y
ork

:
T

w
ayne,

1994

）,26−51.

（
１０
）

Foot,
T

he
P

ractice
of

P
ow

er,
198−200

;
L

incoln
P.

B
loom

field,
“C

hina,
the

U
nited

States,
and

the
U

nited
N

ations,”

International
O

rganization
20−4

（A
utum

n
1966

）:673.

（
１１
）

Pruden,
C

onditional
P

artners,
139.

（
１２
）

国
際
協
力
局
第
一
課
「
わ
が
国
の
国
連
加
盟
と
中
共
の
国
連
加
入
」
一
九
五
四
年
七
月
五
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
日
本
の
国
際
連
合

加
盟
関
係
一
件
」
第
三
巻
（B

’0040

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
小
山
桂
五
「
日
本
の
国
連
加
盟
と
『
国
連
中
心
』
主
義
の
起
源
、
一
九
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四
五
〜
一
九
五
六
年
」（
神
戸
大
学
法
学
研
究
科
修
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
頁
。

（
１３
）

ア
ジ
ア
局
総
務
参
事
官
室
「
第
五
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
記
録
」（
上
巻
）、
一
九
五
七
年
一
月
、
情
報
公
開
法
に
基
づ

く
開
示
請
求
に
よ
り
公
開
さ
れ
た
外
務
省
文
書
（2004−1194

）〈
以
下
、
外
務
省
情
報
公
開
、（

）
内
は
開
示
請
求
番
号
〉、
本
史
料
に

つ
い
て
は
村
上
友
章
氏
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。

（
１４
）

陳
『
戦
後
日
本
の
中
国
政
策
』
二
〇
一
―
二
〇
三
頁
。

（
１５
）

同
右
、
第
二
章
三
節
。

（
１６
）

大
臣
官
房
総
務
参
事
官
室
「
世
界
情
勢
と
日
本
の
外
交
方
針
」
一
九
五
七
年
五
月
八
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
岸
総
理
第
一
次
東
南
ア

ジ
ア
訪
問
関
係
一
件
」（A

’0152

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
権
容
�
「
岸
の
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
と
『
対
米
自
主
外
交
』」、『
一
橋
論
叢
』

一
二
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
七
四
―
一
七
五
頁
。

（
１７
）

佐
野
方
郁
「
鳩
山
内
閣
の
中
国
政
策
と
ア
メ
リ
カ
」、『
二
十
世
紀
研
究
』
第
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
七
〇
―
七
一
頁
。

（
１８
）

例
え
ば
、
田
中
弘
人
駐
日
米
大
使
館
参
事
官
、
岡
田
晃
ア
ジ
ア
局
中
国
課
長
の
発
言
を
参
照
。
陳
『
戦
後
日
本
の
中
国
政
策
』
二
〇
四
、

二
一
一
―
二
一
三
頁
。

（
１９
）

岸
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
岸
信
介
・
矢
次
一
夫
・
伊
藤
隆
『
岸
信
介
の
回
想
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
一
年
）、
原
彬
久
編
『
岸
信

介
証
言
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
２０
）

C
hen

Jian,
M

ao’s
C

hina
and

the
C

old
W

ar

（C
hapel

H
ill,

N
C

:
U

niversity
of

N
orth

C
arolina

Press,
2001

）,172−175.

（
２１
）

杉
浦
康
之
「
中
国
の
『
日
本
中
立
化
』
政
策
と
対
日
情
勢
認
識
」、『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
七
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
福
田
円
「
中

国
の
台
湾
政
策
（
一
九
五
八
年
）

金
門
・
馬
祖
を
『
解
放
せ
ず
』
の
決
定
と
『
一
つ
の
中
国
』
政
策
」、『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
六

八
号
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
２２
）

安
保
改
定
に
つ
い
て
は
、
坂
元
一
哉
『
日
米
同
盟
の
絆

安
保
条
約
と
相
互
性
の
模
索
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
四
章
、
池
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田
慎
太
郎
『
日
米
同
盟
の
政
治
史

ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
と
『
一
九
五
五
年
体
制
』
の
成
立
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
第
七
章

を
参
照
。

（
２３
）

藤
山
愛
一
郎
『
政
治
わ
が
道

藤
山
愛
一
郎
回
想
録
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
一
七
二
―
一
七
七
頁
。

（
２４
）

John
W

.
G

arver,
P

rotracted
C

ontest:
Sino-Indian

R
ivalry

in
the

T
w

entieth
C

entury

（Seattle,
W

A
:

U
niversity

of
W

ash-

ington
Press,

2001

）,55−58.

（
２５
）

Foot,
T

he
P

ractice
of

P
ow

er,
35−36.

（
２６
）

C
hen

Jian
and

Y
ang

K
uisong,

“C
hinese

Politics
and

the
C

ollapse
of

the
Sino-Soviet

A
lliance,”

in
B

rothers
in

A
rm

s
:

the
rise

and
fall

of
the

Sino-Soviet
alliance,

1945−
1963,

ed.
O

dd
A

rne
W

estad

（W
ashington,

D
.C

.:
W

oodrow
W

ilson

C
enter

Press,
1998

）,266−277.

（
２７
）

ケ
ネ
デ
ィ
の
対
外
政
策
ブ
レ
ー
ン
は
、
ア
チ
ソ
ン
（D

ean
A

cheson

）、
マ
ッ
ク
ロ
イ
（John

M
cC

loy

）、
ボ
ー
ル
（G

eorge
B

all

）

ら
欧
州
派
に
対
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
、
ボ
ー
ル
ズ
、
ロ
ス
ト
ウ
は
、
脱
植
民
地
化
後
の
ア
ジ
ア
の
存
在
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
ア

ジ
ア
派
を
構
成
し
て
い
た
。N

oam
K

ochavi,
A

C
onflict

P
erpetuated

:
C

hina
P

olicy
during

the
K

ennedy
Y

ears

（W
estport,

C
T

:
Praeger,

2002

）,26
;

E
velyn

G
oh,

C
onstructing

the
U

.S.
R

approchem
ent

w
ith

C
hina,

1961−
1974

:
F

rom
“

R
ed

M
enace”

to
“

T
acit

A
lly”

（C
am

bridge,
U

K
:

C
am

bridge
U

niversity
Press,

2005

）,46−47.

（
２８
）

C
hester

B
ow

les,
“T

he
‘C

hina
Problem

’
R

econsidered,”
F

oreign
A

ffairs
38

（A
pril

1960

）:
481−493

;
K

ochavi,
C

onflict

P
erpetuated,

41.

（
２９
）

K
ochavi,

C
onflict

P
erpetuated,

27.

（
３０
）

例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
イ
ン
ド
政
策
と
し
て
、R

obert
J.

M
cM

ahon,
T

he
C

old
W

ar
on

the
P

eriphery
:

T
he

U
nited

States,
India,

and
P

akistan

（N
ew

Y
ork

:
C

olum
bia

U
niversity

Press,
1994

）,272−304

を
参
照
。
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（
３１
）

G
oh,

C
onstructing

the
U

.S.
R

approchem
ent

w
ith

C
hina,

29.

（
３２
）

K
ochavi,

C
onflict

P
erpetuated,

42−43.
（
３３
）

池
田
政
権
成
立
ま
で
の
池
田
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
昌
哉
『
池
田
勇
人

そ
の
生
と
死
』（
至
誠
堂
、
一
九
六
六
年
）、
林
房
雄

『
随
筆
池
田
勇
人
』（
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
六
八
年
）
が
詳
し
い
。

（
３４
）

B
ritish

E
m

bassy
of

T
okyo

（hereafter
T

okyo

）to
B

ritish
Foreign

O
ffice

（hereafter
FO

）,Jan.
28,

1960,
FO

371/150570,

in
F

oreign
O

ffice
F

iles
for

Japan
and

T
he

F
ar

E
ast,

Series
Tw

o
:

B
ritish

F
oreign

O
ffice

F
iles

for
P

ost-W
ar

Japan,

1952−
1980

﹇m
icrofilm

﹈（hereafter
F

O
F

J

）,

（M
arlborough,

U
K

:
A

dam
M

atthew
Publications,

2003

）.

（
３５
）

田
村
敏
雄
と
宏
池
会
に
つ
い
て
は
、
沢
木
耕
太
郎
「
危
機
の
宰
相
」、
同
『
一
九
六
〇
』〈
沢
木
耕
太
郎
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
Ⅶ
〉（
文

藝
春
秋
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
３６
）

宏
池
会
機
関
誌
で
あ
る
『
進
路
』
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
品
田
裕
神
戸
大
学
教
授
の
ご
厚
意
を
得
た
。
ま
た
、
久
米
郁
男
・
品
田
裕
「
自

民
党
宏
池
会
（
池
田
派
）
機
関
誌
『
進
路
』
総
目
次
に
つ
い
て
」、『
神
戸
法
学
雑
誌
』
五
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３７
）

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ボ
ー
ル
ズ
「
中
国
問
題
の
再
検
討
」、『
進
路
』
七
巻
七
号
（
一
九
六
〇
年
）。

（
３８
）

伊
藤
昌
哉
『
日
本
の
政
治

昼
の
意
思
と
夜
の
意
思
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）
一
一
〇
頁
。
引
用
部
分
は
黒
金
泰
美
談
。

（
３９
）

池
田
勇
人
「
年
頭
に
思
う
」、『
進
路
』
七
巻
一
号
（
一
九
六
〇
年
）。

（
４０
）

M
acA

rthur
to

R
usk,

M
ar.

9,
1961,

R
ecord

G
roup

（hereafter
R

G

）59,
C

entral
D

ecim
al

File

（hereafter
C

D
F

）,693.94/3

−961,
N

ational
A

rchives
II,

C
ollege

Park,
M

D

（hereafter
N

A

）;

吉
次
公
介
「
池
田＝

ケ
ネ
デ
ィ
時
代
の
日
米
安
保
体
制
」、『
国

際
政
治
』
一
二
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
八
―
三
九
頁
。

（
４１
）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
〇
年
八
月
一
六
日
、
一
九
六
一
年
三
月
八
日
、
外
交
問
題
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
牧
原
出
『
内
閣
政
治
と
「
大

蔵
省
支
配
」

政
治
主
導
の
条
件
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
四
八
―
二
四
九
頁
を
参
照
。
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（
４２
）

外
相
就
任
時
の
年
齢
は
、
小
坂
が
四
八
歳
、
大
平
が
五
二
歳
で
あ
っ
た
。
大
平
の
下
で
外
相
秘
書
官
を
務
め
た
菊
池
清
明
は
、
大
平
の

年
齢
が
外
務
省
幹
部
の
大
半
よ
り
も
若
く
、
省
内
に
は
「
正
直
言
っ
て
お
手
並
み
拝
見
と
い
う
気
分
も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
菊
池
清
明
「
池
田
内
閣
の
外
相
時
代
」
、
大
平
正
芳
記
念
財
団
編
『
去
華
就
實

聞
き
書
き
・
大
平
正
芳
』（
財

団
法
人
大
平
正
芳
記
念
財
団
、
二
〇
〇
〇
年
）、
以
下
、
大
平
関
係
の
著
作
は
全
て
「
大
平
正
芳
全
著
作
及
び
研
究
書
」〈http

://w
w

w
.ohira.

or.jp/cd/

〉
のPD

F

版
か
ら
引
用
し
た
（2007/2/1

）。

（
４３
）

A
m

erican
consular

general
Singapore

to
D

epartm
ent

of
State

（hereafter
D

O
S

）,
N

ov.
30,

1960,
R

G
59,

C
D

F,
693.94/11

−3060,
N

A
.

（
４４
）

ア
ジ
ア
局
中
国
課
「
対
中
共
策
（
案
）」〈
手
書
き
で
「
改
訂
」
と
表
記
〉
一
九
六
一
年
一
月
八
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
４５
）

ア
ジ
ア
局
「
対
中
共
方
針
」〈
手
書
き
で
「
第
一
案
」
と
表
記
〉
一
九
六
一
年
三
月
三
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
４６
）

鳩
山
政
権
期
に
積
極
的
な
中
国
政
策
を
主
張
し
て
い
た
ア
ジ
ア
局
系
外
交
官
に
つ
い
て
は
、
陳
『
戦
後
日
本
の
中
国
政
策
』
一
五
三
―

一
五
五
頁
を
参
照
。

（
４７
）

M
em

orandum
of

C
onversation

（hereafter
M

em
con

）,T
aisaku

K
ojim

a,
et

al.,
“Foreign

office
review

of
C

hina
policy,”

A
pr.

6,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

693.94/4−661,
N

A
.

（
４８
）

M
ayall

to
D

e
la

M
are,

A
pr.

27,
1961,

FO
371/158484,

F
O

F
J.

（
４９
）

小
川
香
港
総
領
事
発
小
坂
外
務
大
臣
宛
電
報
「
中
国
問
題
に
関
す
る
私
見
送
付
の
件
」
一
九
六
一
年
二
月
二
〇
日
、
外
務
省
情
報
公
開

（2002−181

）。

（
５０
）
石
橋
太
郎
ア
ジ
ア
局
中
国
課
長
記
「
３
月
３
日
夜
白
金
公
邸9

p.m
.

よ
り
」
一
九
六
一
年
三
月
三
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
５１
）

M
em

con,
T

aisaku
K

ojim
a,

et
al.,

“Foreign
office

review
of

C
hina

policy.”

（
５２
）

石
橋
中
国
課
長
「
３
月
３
日
夜
白
金
公
邸9

p.m
.

よ
り
」。
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（
５３
）

ア
ジ
ア
局
「
対
中
共
政
策
（
案
）」〈
手
書
き
で
第
二
案
と
表
記
〉
一
九
六
一
年
三
月
三
日
〈
三
月
二
日
付
を
手
書
き
で
三
日
に
訂
正
〉、

外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
５４
）

石
橋
中
国
課
長
「
３
月
３
日
夜
白
金
公
邸9

p.m
.

よ
り
」。

（
５５
）

ア
メ
リ
カ
局
参
事
官
「
日
本
の
中
国
政
策
」
一
九
六
一
年
三
月
一
七
日
、
外
務
省
外
交
記
録
公
開
「
日
本
・
中
共
関
係
雑
件
」
第
三
巻

（A
’1218

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
５６
）

Stevenson
to

R
usk,

M
ar.

2,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/3−261,
N

A
.

（
５７
）

〔
作
成
者
不
明
〕「I

T
im

e
T

able

」〈
手
書
き
で
中
川
局
長
と
表
記
〉
一
九
六
一
年
三
月
三
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
５８
）

衛
藤
瀋
吉
他
「
政
治
的
当
事
者
の
発
言

日
中
問
題
打
開
の
具
体
的
方
策
を
た
だ
す
」
、『
中
央
公
論
』
七
六
巻
七
号
（
一
九
六
一
年
）

九
二
―
九
三
頁
。

（
５９
）

宮
澤
喜
一
の
母
こ
と
は
小
川
平
吉
の
次
女
で
あ
り
、
小
川
平
四
郎
は
平
吉
の
四
男
で
あ
る
。
ま
た
平
吉
の
次
男
で
あ
る
小
川
平
二
も
宏

池
会
に
所
属
す
る
自
民
党
代
議
士
で
あ
り
、
親
中
国
派
と
し
て
松
村
謙
三
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
。

（
６０
）

R
eischauer

to
R

usk,
A

pr.
21,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
693.94/4−2161,

N
A

.

（
６１
）

池
田
勇
人
宛
吉
田
茂
書
翰
、
一
九
六
一
年
三
月
九
日
、
財
団
法
人
吉
田
茂
記
念
事
業
団
編
『
吉
田
茂
書
翰
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九

四
年
）
八
四
―
八
五
頁
。

（
６２
）

R
eischauer

to
R

usk,
A

pril
21,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
693.94/4−2161,

N
A

.

（
６３
）

M
em

con
betw

een
R

usk
and

G
eorge

K
.

C
.

Y
eh,

”C
hinese

R
epresentation,”

M
ar.

17,
1961,

F
oreign

R
elations

of
U

nited

States
1961−

1963

（hereafter
F

R
U

S
61−

63

）,V
ol.

22

（W
ashington,

D
.C

.:
U

.S.
G

overnm
ent

Printing
O

ffice,
1996

）,33−

36
;

沈
昌
煥
外
交
部
長
「
中
華
民
国
対
我
国
在
連
合
国
代
表
権
問
題
之
立
場
」、『
中
華
民
国
�
連
合
国
史
料
彙
編
』（
国
史
館
、
二
〇
〇

一
年
）、
一
二
四
―
一
二
七
頁
。
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（
６４
）

K
ochavi,

C
onflict

P
erpetuated,

56
;

Stanley
D

.
B

achrack,
T

he
C

om
m

ittee
of

O
ne

M
illion

（N
ew

Y
ork

:
C

olum
bia

U
ni-

versity
Press,

1976

）,179−199.
（
６５
）

D
ean

R
usk,

as
told

to
R

ichard
R

usk,
A

s
I

Saw
It

（N
ew

Y
ork

:
W

.W
.

N
orton,

1990

）,282−284.
（
６６
）

島
重
信
外
務
審
議
官
「
中
国
問
題
」〈
欄
外
に
手
書
き
で
「
総
理
訪
米
時
島
ペ
ー
パ
ー
」
と
の
記
述
〉
、
一
九
六
一
年
〔
月
日
付
不
明
〕
、

外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。
同
文
書
は
一
部
修
正
の
後
英
訳
さ
れ
、
朝
海
浩
一
郎
駐
米
大
使
に
よ
っ
て
、
日
米
首
脳
会
談
前
に
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
米
国
側
に
手
交
さ
れ
た
。
英
訳
は
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（
一
九
六
一
・
六
）

調
書
『
米
加
訪
問
記
録
』」（A

’0361

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
６７
）

「
池
田
総
理
訪
米
第
六
回
打
ち
合
わ
せ
」
一
九
六
一
年
五
月
五
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
訪
加
米
一
件
（
一
九
六
一
・
六
）
」

第
一
巻
（A

’0361

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
６８
）

吉
田
政
権
末
期
の
「
日
英
提
携
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
孝
彦
「
冷
戦
初
期
に
お
け
る
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
」、
木
畑
洋
一

他
編
『
日
英
交
流
史
一
六
〇
〇
―
二
〇
〇
〇
』
第
二
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
、V

eldo
Ferretti,

“In
the

shadow
of

the

San
Francisco

settlem
ent:

Y
oshida

Shigeru’s
perception

of
C

om
m

unist
C

hina
and

A
nglo-Japanese

relations,”
Japan

F
o-

rum
15−3

（2003

）:
425−434

を
参
照
。

（
６９
）

田
所
昌
幸
「
経
済
大
国
の
外
交
の
原
型

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
外
交
」、
五
百
旗
頭
真
編
『
戦
後
日
本
外
交
史
』〈
新
版
〉（
有
斐

閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
六
―
一
一
七
頁
。

（
７０
）

M
em

orandum
,

R
usk

to
K

ennedy,
M

ay
26,

1961,
F

R
U

S
61−

63,
22

:66−69.

（
７１
）

M
em

orandum
,

R
obert

W
.

K
om

er
to

W
alt

W
.

R
ostow

,
“Ikeda

and
the

C
hirep

Issue
in

U
N

,”
June

16,
1961,

N
ational

Security
File

（hereafter
N

SF

）,C
ountry

File

（hereafter
C

F

）,box
125,

John
F.

K
ennedy

L
ibrary,

B
oston,

M
A

（hereafter

JFK
L

）.
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（
７２
）

朝
海
（
浩
一
郎
）
駐
米
大
使
発
小
沢
（
佐
重
喜
）
外
務
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
総
理
訪
米
（
中
共
問
題
）
の
件
」
一
九
六
一
年
六
月

二
〇
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（
一
九
六
一
・
六
）
會
談
関
係
」（A

’0361

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
７３
）

朝
海
大
使
発
小
沢
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
総
理
訪
米
（
小
坂
・
ラ
ス
ク
会
談
）
に
関
す
る
件
」
一
九
六
一
年
六
月
二
二
日
、
外
務
省

外
交
記
録
「
池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（
一
九
六
一
・
六
）
會
談
関
係
」。

（
７４
）

島
重
信
外
務
審
議
官
「
国
連
中
国
代
表
権
問
題
に
関
す
る
池
田
総
理
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
加
首
相
会
議
に
関
す
る
件
」
一
九
六

一
年
六
月
二
六
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
（
一
九
六
一
・
六
）
カ
ナ
ダ
の
部
」（A

’0361

）、
外
務
省
外
交

史
料
館
、
石
井
「
日
華
平
和
条
約
の
締
結
か
ら
日
中
国
交
回
復
へ
」
三
六
五
―
三
六
六
頁
。

（
７５
）

小
坂
訪
英
と
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
日
欧
提
携
に
つ
い
て
は
、
池
田
直
隆
「
一
九
六
〇
年
代
の
日
英
関
係
と
中
国
問
題
」『
國
學
院
大
學

日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
六
輯
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
一
―
一
四
一
頁
も
参
照
。

（
７６
）

大
野
（
勝
巳
）
駐
英
大
使
発
池
田
（
勇
人
）
外
務
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
小
坂
大
臣
と
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
と
の
会
談
要
旨
の
件
」
一
九

六
一
年
七
月
八
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
小
坂
外
務
大
臣
欧
州
訪
問
関
係
一
件
・
英
国
の
部
」（A

’0362

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
７７
）

大
野
大
使
発
池
田
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
小
坂
大
臣
と
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
と
の
会
談
に
関
す
る
件
」
一
九
六
一
年
七
月
七
日
、
外
務

省
外
交
記
録
「
小
坂
外
務
大
臣
欧
州
訪
問
関
係
一
件
・
英
国
の
部
」。

（
７８
）

M
em

con,
President

K
ennedy,

Prim
e

M
inister

M
acm

illan,
et

al.,
“U

nited
N

ations
:

C
hinese

R
epresentation

Problem
,”

A
pr.

5,
1961,

F
R

U
S

61−
63,

22
:42−45

;

一
九
六
一
年
の
国
連
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
英
米
関
係
に
つ
い
て
は
、V

ictor
S.

K
aufm

an,
C

onfronting
C

om
m

unism
:

U
.S.

and
B

ritish
P

olicies
tow

ard
C

hina

（C
olum

bia,
M

S
;

U
niversity

of
M

issouri

Press,
2001

）,147−156

を
参
照
。

（
７９
）

A
.J.

de
la

M
are

to
H

om
e,

July
5,

1961,
FO

371/158495,
F

O
F

J.

（
８０
）

大
野
大
使
発
池
田
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
小
坂
大
臣
と
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
と
の
会
談
要
旨
の
件
」
一
九
六
一
年
七
月
八
日
、「
小
坂
外
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務
大
臣
欧
州
訪
問
関
係
一
件
・
英
国
の
部
」。

（
８１
）

池
田
大
臣
臨
時
代
理
発

加
、
豪
、
中
、
国
連
大
公
使
総
領
事
宛
電
報
「
中
国
問
題
に
関
す
る
小
坂
大
臣
と
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
と
の
会

談
の
件
」
一
九
六
一
年
七
月
一
四
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
小
坂
外
務
大
臣
欧
州
訪
問
一
件
・
フ
ラ
ン
ス
の
部
」（A

’0362

）
外
務
省
外

交
史
料
館
。

（
８２
）

大
野
大
使
発
池
田
大
臣
臨
時
代
理
宛
電
報
「
小
坂
大
臣
と
ヒ
ュ
ー
ム
外
相
と
の
会
談
要
旨
の
件
」
一
九
六
一
年
七
月
八
日
、「
小
坂
外

務
大
臣
欧
州
訪
問
関
係
一
件
・
英
国
の
部
」。

（
８３
）

小
坂
善
太
郎
『
あ
れ
か
ら
こ
れ
か
ら

体
験
的
戦
後
政
治
史
』（
牧
羊
社
、
一
九
八
一
年
）
一
六
一
―
一
六
四
頁
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
あ
る
鈴
木
健
二
と
の
対
談
の
中
で
も
小
坂
は
同
様
の
発
言
を
し
て
い
る
、
鈴
木
健
二
『
歴
代
総
理
側
近
の
告
白

日
米
「
危
機
」

の
検
証
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
）
五
一
―
五
三
頁
、
ま
た
、
鶴
岡
千
仞
国
連
局
長
を
発
案
者
と
す
る
説
も
あ
る
。
大
村
立
三
『
中

国
は
一
つ

待
っ
た
な
し
の
日
中
国
交
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
一
年
）
二
一
頁
。

（
８４
）

岡
崎
勝
男
『
戦
後
二
十
年
の
遍
歴
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
。

（
８５
）

島
外
務
審
議
官
「
中
国
問
題
」。

（
８６
）

Stevenson
to

R
usk,

June
30,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/9−3061,

N
A

（
８７
）

中
島
敏
次
郎
氏
談
（
筆
者
に
よ
る
聞
き
取
り
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
七
日
）。

（
８８
）

M
em

con,
T

.F.
T

siang,
W

alter
P.

M
aC

onaughy,
et

al.,
“H

andling
of

C
hinese

R
epresentation

Issue,”
July

19,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/7−1961,
N

A
.

（
８９
）

M
em

con,
T

siang,
M

aC
onaughy,

et
al.,

“C
hinese

R
epresentation

and
O

uter
M

ongolian
Issues,”

July
26,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/7−2661,

N
A

.

（
９０
）

外
蒙
国
連
加
盟
問
題
に
つ
い
て
は
、
清
水
「
台
湾
に
お
け
る
蒋
介
石
外
交
」
八
一
―
八
五
頁
を
参
照
。
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（
９１
）

M
em

con,
K

ennedy,
R

usk,
G

eorge
W

.
B

all,
et

al.,
“C

onference
at

W
hite

H
ouse

on
C

hina
R

epresentation
at

U
nited

N
a-

tions
and

O
uter

M
ongolia-U

nited
N

ations
M

em
bership

A
pplication,”

July
28

1961,
F

R
U

S
61−

63,
22

:99−101.

な
お
、
ラ

ス
ク
は
会
議
に
先
立
っ
て
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
国
務
省
内
で
重
要
事
項
指
定
案
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
さ
せ
て
い
る
。

M
em

orandum
,

C
leveland

to
R

usk,
July

28,
1961,

T
he

Personal
Papers

of
H

arlan
C

leveland,
box

65,
JFK

L
.

（
９２
）

M
em

orandum
,

L
.D

.
B

attle
to

M
cG

eorge
B

undy,
July

31,
1961,

N
SF,

Subject
File

（hereafter
SF

）,box
310,

JFK
L

.

（
９３
）

M
em

con,
K

ennedy,
A

dlai
E

.
Stevenson,

et
al.,

“U
.S.

Strategy
in

the
16

th
G

eneral
A

ssem
bly,”

A
ug.

5,
1961,

F
R

U
S

61

−
63,

22
:112−113.

（
９４
）

Ibid.

（
９５
）

R
ecord

of
C

onversation
betw

een
the

Secretary
of

State
and

the
Japanese

Foreign
M

inister,
K

osaka,
Sept.

22,
1961,

FO

371/158497,
F

O
F

J.

な
お
、
一
九
六
一
年
九
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
小
坂
・
ラ
ス
ク
会
談
の
記
録
は
、
筆
者
の
調
査
の
限
り
で
は
、

米
国
国
立
公
文
書
館
及
び
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
図
書
館
に
お
い
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
９６
）

Stevenson
to

R
usk,

O
ct.

4,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/10−461,
N

A
.

宮
崎
章
は
鶴
岡
の
前
任
に
あ
た
る
国
連
局
長
で
あ
っ
た
。

（
９７
）

R
eischauer

to
R

usk,
O

ct.
9,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/10−961,

N
A

.

（
９８
）

N
oyes

to
R

usk,
Sept.

12,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/9−1161,
N

A
.

（
９９
）

石
橋
太
郎
ア
ジ
ア
局
中
国
課
長
「
国
連
に
お
け
る
中
国
代
表
権
問
題
を
め
ぐ
る
松
村
・
高
碕
両
氏
の
動
き
」
一
九
六
一
年
一
一
月
二
七

日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
１００
）

B
undy

to
C

line,
O

ct.
11,

1961,
F

R
U

S
61−

63,
22

:154−155
;

E
ditorial

N
ote,

Ibid,
161−162.

（
１０１
）

R
eischauer

to
R

usk,
N

ov.
16,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/11−1661,

N
A

.

（
１０２
）

Stevenson
to

R
usk,

N
ov.

17,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/11−1761,
N

A
.
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（
１０３
）

N
ew

Y
ork

to
R

usk,
N

ov.
18,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/11−1761,

N
A

.

（
１０４
）

D
rum

right
to

R
usk,

N
ov.

19,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/11−1861,
N

A
.

（
１０５
）

B
ruce

to
R

usk,
N

ov.
19,

1961,
R

G
59,

C
D

F,
303/11−2861,

N
A

.
（
１０６
）

U
SU

N
to

W
ashington,

N
ov.

21,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/11−2161,
N

A
.

（
１０７
）

Stevenson
to

R
usk,

N
ov.

30,
1961,

R
G

59,
C

D
F,

303/11−2961,
N

A
.

（
１０８
）

Ibid.

（
１０９
）

「
中
国
代
表
権
問
題
に
か
ん
す
る
岡
崎
演
説
（
国
連
総
会
）」
一
九
六
一
年
一
二
月
六
日
（
石
川
忠
雄
他
編
『
戦
後
資
料
日
中
関
係
』

日
本
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
）
二
一
〇
―
二
一
二
頁
、
岡
崎
『
戦
後
二
十
年
の
遍
歴
』
一
〇
八
―
一
〇
九
頁
。

（
１１０
）

「
中
国
問
題
に
関
す
る
ア
ジ
ア
局
会
議
記
録
」
一
九
六
一
年
一
二
月
二
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2002−181

）。

（
１１１
）

ア
ジ
ア
局
中
国
課
「
対
中
共
政
策
」
一
九
六
二
年
三
月
二
九
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−620

）。

（
１１２
）

ア
ジ
ア
局
中
国
課
「
当
面
の
対
中
共
策
に
つ
い
て
」
一
九
六
二
年
三
月
二
八
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−620

）、〈（

）
内
の
記

述
も
原
文
書
の
ま
ま
引
用
〉。

（
１１３
）

松
村
訪
中
と
Ｌ
Ｔ
貿
易
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
中
Ｌ
Ｔ
貿
易
の
成
立
と
池
田
政
権
」
一
四
―
二
九
頁
を
参
照
。

（
１１４
）

李
鐘
元
は
、
日
韓
交
渉
に
お
い
て
も
同
様
に
、
総
裁
再
選
に
よ
る
池
田
の
党
内
基
盤
の
強
化
が
、
積
極
姿
勢
に
転
じ
る
要
因
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。
李
鐘
元
「
韓
日
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
一
九
六
〇
〜
一
九
六
五
」『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
』
一
六
（
山
川
出

版
社
、
一
九
九
四
年
）
二
八
八
―
二
八
九
頁
。

（
１１５
）

伊
藤
昌
哉
談
「
池
田
内
閣
の
舵
取
り
役
」、
大
平
正
芳
記
念
財
団
編
『
去
華
就
實

聞
き
書
き
・
大
平
正
芳
』、「
大
平
正
芳
全
著
作

及
び
研
究
書
」。
日
韓
交
渉
に
つ
い
て
は
、
李
「
韓
日
国
交
正
常
化
の
成
立
と
ア
メ
リ
カ
」、
金
斗
昇
「
池
田
政
権
の
対
外
政
策
と
日
韓
交

渉
、
一
九
六
〇
―
一
九
六
四
」
上
・
下
『
立
教
法
学
』
六
七
・
六
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
吉
澤
文
寿
『
戦
後
日
韓
関
係
』（
ク
レ
イ
ン
、
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二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
大
平
は
、「
大
平
・
金
メ
モ
」
を
め
ぐ
る
池
田
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
、
一
九
六
五
年
四
月
の
豊
橋
で
の
自

民
党
講
演
会
に
お
い
て
、「
こ
の
了
解
事
項
を
果
た
し
て
池
田
さ
ん
が
認
め
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
私
も
実
は
非
常
に
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
。
池
田
さ
ん
は
財
政
家
だ
け
に
、
対
韓
焦
げ
付
き
債
権
の
処
理
、
経
済
協
力
の
年
限
や
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
細
々
と
注
意
し
て
く

れ
た
が
、
了
解
事
項
の
本
体
に
つ
い
て
は
快
く
承
諾
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
平
正
芳
「
当
面
の
外
交
問
題
」、
同
『
春
風
秋

雨
』（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）、「
大
平
正
芳
全
著
作
及
び
研
究
書
」。

（
１１６
）

萩
原
（
徹
）
駐
仏
大
使
発
大
平
（
正
芳
）
外
務
大
臣
宛
電
報
、
一
九
六
二
年
一
一
月
一
〇
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
池
田
総
理
欧
州
訪

問
・
フ
ラ
ン
ス
の
部
」（A

’0365

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
１１７
）

大
野
駐
英
大
使
発
大
平
外
務
大
臣
宛
電
報
「
池
田
総
理
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
会
談
の
件
」
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三
日
、
外
務
省
外
交
記

録
「
池
田
総
理
欧
州
訪
問
・
英
国
の
部
」（A

’0365

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
１１８
）

『「
日
中
覚
書
の
一
一
年
」
報
告
書
付
属
資
料

岡
崎
・
黒
金
回
顧
』（
日
中
経
済
協
会
、
一
九
七
五
年
）、
四
〇
頁
。

（
１１９
）

中
国
の
核
兵
器
開
発
に
つ
い
て
は
、
�
�
臻
『
�
�
臻
元
帥
回
想
録
』〈
改
訂
新
版
〉（
解
放
軍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
第
二
四
章
、

John
W

ilson
L

ew
is

and
X

ue
L

itai,
C

hina
B

uilds
the

B
om

b

（Stanford,
C

A
:

Stanford
U

niversity
Press,

1988

）;
Jeffrey

T
.

R
ichelson,

Spying
the

B
om

b
:

A
m

erican
N

uclear
Intelligence

from
N

azi
G

erm
any

to
Iran

and
N

orth
K

orea

（N
ew

Y
ork

:
W

.W
.

N
orton,

2006

）,137−142

を
参
照
。

（
１２０
）

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
中
国
核
兵
器
開
発
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、G

ordon
C

hang,
“JFK

,
C

hina,
and

the
B

om
b,”

Journal
of

A
m

erican
H

istory
74−4

（M
arch

1988

）:
1289−

1310
;

W
illiam

B
urr

and
Jeffrey

T
.

R
ichelson,

“W
hether

to
‘Strangle

the

B
aby

in
the

C
radle’

:
T

he
U

nited
States

and
the

C
hinese

N
uclear

Program
,

1960−64,”
International

Security
25−3

（W
in-

ter
2000/01

）:
59−76

;
kochavi,

A
C

onflict
P

erpetuated,
213−223

;
Foot,

T
he

P
ractice

of
P

ow
er,

178−181
;

黒
崎
輝
『
核

兵
器
と
日
米
関
係

ア
メ
リ
カ
の
核
不
拡
散
外
交
と
日
本
の
選
択
一
九
六
〇
―
一
九
七
六
』（
有
志
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
六
―
三
九

神 戸 法 学 雑 誌 ５７巻１号 ２５０



頁
を
参
照
。

（
１２１
）

B
urr

and
R

ichelson,
“W

hether
to

Strangle
the

B
aby

in
the

C
radle,”

72−73.
（
１２２
）

ラ
オ
ス
危
機
に
つ
い
て
は
、Q

iang
Z

hai,
C

hina
and

T
he

V
ietnam

W
ars,

1950−
1975

（C
hapel

H
ill,

N
C

:
U

niversity
of

N
orth

C
arolina

Press,
2000

）,92−111
;

中
国
の
近
隣
各
国
と
の
国
交
樹
立
に
つ
い
て
は
、
黎
家
松
主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
外
交
大

事
記
』第
二
巻
（
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
１２３
）

L
i

Jie,
“C

hanges
in

C
hina’s

D
om

estic
Situation

in
the

1960
s

and
Sino-U

.S.
R

elations,”
in

R
e-exam

ining
the

C
old

W
ar

:
U

.S.-C
hina

D
iplom

acy,
1954−

1973,
eds.

R
obert

S.
R

oss
and

Jiang
C

hangbin

（C
am

bridge,
M

A
:

H
arvard

U
niver-

sity
Press,

2001
）:

301−303
;

C
hen

and
Y

ang,
“C

hinese
Politics

and
the

C
ollapse

of
the

Sino-Soviet
A

lliance,”
276−

277.

（
１２４
）

Q
iang,

C
hina

and
T

he
V

ietnam
W

ars,
116

（
１２５
）

L
i,

“C
hanges

in
C

hina’s
D

om
estic

Situation
in

the
1960

s
and

Sino-U
.S.

R
elations,”

303−306
;

Q
iang,

C
hina

and
T

he

V
ietnam

W
ars,

115.

（
１２６
）

C
hen,

M
ao’s

C
hina

and
T

he
C

old
W

ar,
207−212

;
Q

iang,
C

hina
and

T
he

V
ietnam

W
ars,

118−120.

（
１２７
）

K
ochavi,

C
onflict

P
erpetuated,

153−154
;

B
urr

and
R

ichelson,
“W

hether
to

Strangle
the

B
aby

in
the

C
radle,”

75.

政

権
を
離
れ
て
い
た
ボ
ー
ル
ズ
は
、
一
九
六
三
年
七
月
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
三
年
ま
で
務
め
て
い
た
駐
イ
ン
ド
大
使
に
再
度
着
任
し
た
。

（
１２８
）

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
策
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
と
し
て
、M

ark
M

oyar,
T

rium
ph

F
orsaken

:
T

he
V

ietnam
W

ar,

1954−
1965

（C
am

bridge,
U

K
:

C
am

bridge
U

niversity
Press,

2006

）;
A

ndrew
Preston,

T
he

W
ar

C
ouncil:

M
cG

eorge

B
undy,

the
N

SC
,

and
V

ietnam

（C
am

bridge.
M

A
:

H
arvard

U
niversity

Press,
2006

）
を
参
照
。

（
１２９
）

G
oh,

C
onstructing

the
U

.S.
R

approchem
ent

w
ith

C
hina,

34−38.
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（
１３０
）

B
loom

field,
“C

hina,
the

U
nited

States,
and

the
U

nited
N

ations,”
673.

一
九
六
三
年
以
降
、
同
案
は
、
毎
年
ア
ル
バ
ニ
ア
が

提
案
国
と
な
っ
た
た
め
に
ア
ル
バ
ニ
ア
決
議
案
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
１３１
）

李
鐘
元
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
日
米
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
五
―
二
六
〇
頁
、
李
「
韓
日
国
交
正
常
化
の

成
立
と
ア
メ
リ
カ
」
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
１３２
）

第
一
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
宏
尚
「
第
一
回
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
の
開
催
と
池
田
外
交
」、『
法
学

政
治
学
論
究
』
第
七
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
１３３
）

M
em

con,
R

usk,
O

hira,
et

al.,
“T

he
Japanese

D
efense

E
ffort

and
M

ilitary
O

ffsets,”
D

ec.
3,

1962,
F

R
U

S
61−

63,
22

:

749−754
;

R
eischauer

to
R

usk,
D

ec.
5,

1962,
N

SF,
C

F,
box

124A
,

JFK
L

.

（
１３４
）

M
em

con,
R

usk,
O

hira,
et

al.,
“C

hinese
C

om
m

unist
N

uclear
E

xplosion,”
D

ec.
4,

1962,
N

SF,
C

F,
box

124A
,

JFK
L

.

（
１３５
）

中
島
信
吾
『
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策

「
吉
田
路
線
」
を
め
ぐ
る
政
治
・
外
交
・
軍
事
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）

一
八
七
―
一
九
一
頁
。

（
１３６
）

M
em

con
by

Sw
ayne

;
D

epartm
ent

of
State,

Secretary’s
M

em
oranda

of
C

onversation
:

L
ot65D

330
in

note
2,

M
em

con,

R
usk,

O
hira,

et
al.,

D
ec.

3,
1962,

F
R

U
S

61−
63,

22
:

749.

（
１３７
）

R
eischauer

to
R

usk,
D

ec.
19,

1962,
N

SF,
C

F,
box

124A
,

JFK
L

;

黒
崎
『
核
兵
器
と
日
米
関
係
』
四
八
―
四
九
頁
。

（
１３８
）

M
em

con
betw

een
K

ennedy
and

R
yuji

T
akeuchi,

“Japan’s
R

ole
on

the
W

orld
Scene

and
U

S-Japan
relations,”

A
pr.

25,

1963,
N

SF,
C

F,
box

124A
,

JFK
L

（
１３９
）

M
em

con,
K

ennedy,
O

hira
et

al.,
“T

he
President’s

m
eeting

w
ith

the
Japanese

Foreign
M

inister,”
A

ug.
2,

1963,
N

SF,

C
F,

box
124A

,
JFK

L
.

（
１４０
）

池
田
政
権
期
の
東
南
ア
ジ
ア
開
発
支
援
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
晋
「
一
九
六
〇
年
代
東
南
ア
ジ
ア
政
策
に
お
け
る
『
戦
略
性
』

準
賠
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償
・
共
産
中
国
・
開
発
支
援
」（
二
〇
〇
五
年
度
国
際
政
治
学
会
部
会
ペ
ー
パ
ー
）
を
参
照
。

（
１４１
）

R
eischauer

to
R

usk,
Sept.

21,
1963,

N
SF,

C
F,

box
124A

,
JFK

L
;

同
構
想
に
つ
い
て
は
、
高
橋
和
宏
「
ア
ジ
ア
経
済
統
合
問

題
と
池
田
外
交
」、『
国
際
政
治
経
済
学
研
究
』
一
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
１４２
）

例
え
ば
、
池
田
政
権
後
半
期
の
東
南
ア
ジ
ア
外
交
の
事
例
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
紛
争
へ
の
仲
介
工
作
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

紛
争
仲
介
工
作
に
つ
い
て
は
、
宮
城
大
蔵
『
戦
後
ア
ジ
ア
秩
序
の
模
索
と
日
本

「
海
の
ア
ジ
ア
」
の
戦
後
史
一
九
五
七
〜
一
九
六
六
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
１４３
）

張
群
『
日
華
・
風
雲
の
七
十
年
』（
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
一
八
七
―
一
九
〇
頁
、
池
井
優
「
日
華
協
力
委
員
会

戦
後

日
台
関
係
の
一
考
察
」
、『
法
学
研
究
』
五
三
巻
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
八
―
一
九
頁
、
石
井
明
「
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
日
台
関
係

周
鴻
慶
事
件
か
ら
反
共
参
謀
部
設
立
構
想
の
推
進
へ
」、『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
〇
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）、
池
田
『
日
米
関
係

と
「
二
つ
の
中
国
」』
第
四
章
。

（
１４４
）

原
富
士
男
ア
ジ
ア
局
中
国
課
長
「
中
国
大
使
館
崔
参
事
官
と
の
ビ
ニ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
問
題
等
に
関
す
る
非
公
式
会
談
の
件
」
一
九
六

三
年
九
月
三
〇
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−606

）。

（
１４５
）

R
obert

D
.

Schulzinger,
“T

he
Johnson

A
dm

inistration
and

C
hina,”

in
R

e-exam
ining

the
C

old
W

ar,
238−240.

（
１４６
）

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
一
九
四
九
―
一
九
七
六
』
中
巻
（
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
一
九
六
三
年
一
〇
月

二
三
日
の
項
、
五
九
〇
頁
。

（
１４７
）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
二
月
一
日
、R

usk
to

B
ohlen,

Jan.
15,

1964,
F

oreign
R

elations
of

U
nited

States
1964−

1968

（hereafter
F

R
U

S
64−

68

）,V
ol.

30

（W
ashington,

D
.C

.:
U

.S.
G

overnm
ent

Printing
O

ffice,
1998

）,1−3.

（
１４８
）

ド
・
ゴ
ー
ル
の
デ
タ
ン
ト
外
交
に
つ
い
て
は
、Frederic

B
ozo,

T
w

o
Strategies

for
E

urope
:

D
e

G
aulle,

the
U

nited
States,

and
the

A
tlantic

A
lliance,

trans.
Susan

E
m

anuel

（L
anham

,
M

L
:

R
ow

m
an

and
L

ittlefield,
2001

）,103−115
;

W
illiam

I.
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H
itchcock,

T
he

Struggle
for

E
urope

:
T

he
T

urbulent
H

istory
of

a
D

ivided
C

ontinent

（N
ew

Y
ork

:
D

oubleday,
2002

）,

221−241
;

小
窪
千
早
「
フ
ラ
ン
ス
外
交
と
デ
タ
ン
ト
構
想
」（
一
）・（
二
）、『
法
学
論
叢
』
一
五
三
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
１４９
）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
二
月
三
日
。

（
１５０
）

伊
藤
『
池
田
勇
人
と
そ
の
時
代
』
二
二
一
頁
、
た
だ
し
、
一
次
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
中
国
承
認
に
踏
み
切
る

時
期
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
十
分
な
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１５１
）

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
八
日
、
社
会
党
の
和
田
博
雄
国
際
局
長
は
、「
日
本
は
中
共
の
国
連
代
表
権
が
承
認
さ
れ
る
よ
う

に
積
極
的
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
対
国
府
関
係
は
当
事
国
の
確
固
た
る
努
力
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
思
う
」
と
婉
曲
的
な
表
現
で
「
一

つ
の
中
国
」
に
よ
る
承
認
論
を
述
べ
て
い
る
。

（
１５２
）

R
eischauer

to
R

usk,
Jan.

23,
1964,

R
G

59,
C

entral
Foreign

Policy
File

（hereafter
C

FPF

）,PO
L

15−
1

JA
PA

N
,

N
A

.

（
１５３
）

R
usk

to
B

ohlen,
Jan.

15,
1964,

F
R

U
S

64−
68,

30
:1−3

（
１５４
）

Francois
Fejto,

”France
and

C
hina

:
T

he
Intersection

of
T

w
o

G
rand

D
esigns,”

in
P

olicies
T

ow
ard

C
hina

:
V

iew
s

from

Six
C

ountries,
ed.

A
.M

.
H

alpern

（N
ew

Y
ork

:
M

cG
raw

-H
ill,

1965

）:
62.

（
１５５
）

B
ohlen

to
R

usk,
Jan.

26,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
16

C
H

IC
O

M
,

N
A

.

（
１５６
）

R
eischauer

to
R

usk,
Jan.

23,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
15−1

JA
PA

N
,

N
A

;

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
四
日
。

（
１５７
）

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
四
日
。

（
１５８
）

R
eischauer

to
R

usk,
January

27,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
16

C
H

IC
O

M
,

N
A

.

（
１５９
）

ア
メ
リ
カ
局「
大
平
外
務
大
臣
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
会
談
要
旨
」一
九
六
四
年
一
月
二
六
日
、
外
務
省
情
報
公
開（2004−1246

）。M
em

o-

randum
,

T
okyo

E
m

bassy
to

L
yndon

B
.

Johnson

（L
B

J

）,“O
hira−R

usk
m

eeting,”
Jan.

26,
1964,

N
SF

Japan,
box

250,
L

yn-

don
B

.
Johnson

L
ibrary,

A
ustin,

T
X

（hereafter
L

B
JL

）.
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（
１６０
）

ア
メ
リ
カ
局
「
大
平
外
務
大
臣
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
会
談
要
旨
」。

（
１６１
）

「
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
事
録
第
三
号
」（
一
九
六
四
年
一
月
三
〇
日
）、
以
下
、
国
会
議
事
録
は
、
国
立
国
会
図
書
館
「
国
会
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
」（http

://kokkai.ndl.go.jp

）
か
ら
引
用
し
た
（2007/2/1

）。

（
１６２
）

池
田
の
こ
の
発
言
は
、
事
務
当
局
の
事
前
の
準
備
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
国
会
で
の
横
路
節
雄
社
会
党
議
員
と
の
議
論
の
中
で

出
た
発
言
で
あ
っ
た
。

（
１６３
）

「
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
第
二
号
」（
一
九
六
四
年
二
月
一
二
日
）。

（
１６４
）

こ
の
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
大
平
提
案
は
、
既
に
前
日
に
黄
田
外
務
審
議
官
と
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
と
の
間
で

日
米
間
の
「
黄
田
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
了
解
事
項
」
と
し
て
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
い
て
日
米
で
定
期
協
議
が
も
た
れ

る
こ
と
と
な
り
、
第
一
回
は
、
一
九
六
四
年
三
月
二
六
日
、
中
川
進
駐
米
公
使
と
グ
リ
ー
ン
（M

arshall
G

reen

）
極
東
担
当
国
務
次
官

補
と
の
間
で
行
わ
れ
た
。『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
七
日
、
武
内
駐
米
大
使
発
大
平
外
務
大
臣
宛
電
報
「
日
米
情
報
交
換
に
関

す
る
件
」、
一
九
六
四
年
三
月
二
六
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−1246

）。

（
１６５
）

M
em

orandum
,

T
okyo

E
m

bassy
to

L
B

J,
“O

hira-R
usk

m
eeting

,”
Jan.

26,
1964,

N
SF

Japan,
box

250,
L

B
JL

.

（
１６６
）

M
em

con
betw

een
R

usk
and

O
hira,

Jan.
28,

1964,
N

SF,
Japan,

box
250,

L
B

JL
.

大
平
・
ラ
ス
ク
会
談
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
（
市
川
洋
一
訳
）『
「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か

占
領
期
か
ら
冷
戦
終
結
ま
で
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
四
年
）

三
二
六
―
三
二
七
頁
も
参
照
。

（
１６７
）

R
usk

to
W

right,
Jan.

16,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
16

C
H

IC
O

M
,

N
A

;
B

all
to

W
right,

Jan.
20,

1964,
R

G
59,

C
FPF,

PO
L

16
C

H
IC

O
M

,
N

A
.

（
１６８
）

ア
ジ
ア
局
総
務
参
事
官
室
「
第
一
三
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
議
事
要
録
（
未
定
稿
）」
一
九
六
四
年
六
月
、
外
務
省
情

報
公
開
（2004−1227

）。
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（
１６９
）

国
民
政
府
内
部
で
は
、
行
政
院
外
交
委
員
会
に
お
い
て
即
時
断
交
を
主
張
す
る
一
派
と
、
北
京
政
府
の
様
子
を
し
ば
ら
く
見
る
べ
き
と

い
う
一
派
で
意
見
の
対
立
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
四
日
。

（
１７０
）

『
台
湾
日
本
歴
史
文
化
座
談
会

台
日
断
交
三
十
年
回
顧
と
展
望
・
会
議
記
録
』（
台
湾
日
本
研
究
学
会
、
二
〇
〇
三
年
）
四
二
―

四
三
頁
。

（
１７１
）

R
eischauer

to
R

usk,
Feb.

11,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
7

JA
PA

N
,

N
A

.

（
１７２
）

「
参
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
第
二
号
」（
一
九
六
四
年
二
月
一
一
日
）。

（
１７３
）

田
川
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録

田
川
日
記
一
四
年
の
証
言
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）、
五
二
―
六
〇
頁
。

（
１７４
）

後
宮
虎
郎
ア
ジ
ア
局
長
「
国
府
台
湾
問
題
研
究
課
題
案
」
一
九
六
四
年
一
月
二
八
日
、
外
務
省
外
交
記
録
「
日
・
中
華
民
国
関
係
」（A

’

0423

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
。

（
１７５
）

ア
ジ
ア
局
中
国
課
「
日
華
関
係
に
つ
い
て
の
関
係
幹
部
会
記
録
」
一
九
六
四
年
二
月
一
一
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−615

）。

（
１７６
）

同
右
。

（
１７７
）

小
川
平
四
郎
「
中
国
問
題
作
業
班
報
告
（
第
一
回
）」
一
九
六
四
年
二
月
二
一
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−615

）。

（
１７８
）

「
第
一
三
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
議
事
要
録
（
未
定
稿
）」
四
九
頁
。

（
１７９
）

小
川
「
中
国
問
題
作
業
班
報
告
（
第
一
回
）」。

（
１８０
）

Ｗ�

Ｇ�

庶
務
「
Ｗ�

Ｇ�

第
五
回
会
議
記
録
」
一
九
六
四
年
三
月
二
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−615

）。

（
１８１
）

R
eischauer

to
R

usk,
M

ar.
23,

1964,
R

G
59,

C
FPF,

U
N

6
C

H
IC

O
M

,
N

A
.

黄
田
多
喜
夫
外
務
審
議
官
は
、
池
田
や
大
平
か
ら

の
信
任
が
厚
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、
池
田
政
権
の
東
南
ア
ジ
ア
外
交
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、

プ
ラ
ン
ト
問
題
か
ら
周
鴻
慶
事
件
と
い
っ
た
日
華
関
係
の
処
理
に
あ
た
っ
て
も
黄
田
が
実
質
的
に
主
導
し
て
い
た
。

（
１８２
）

Ｗ�

Ｇ�

庶
務
「
中
国
問
題
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
第
６
回
会
議
記
録
（
要
旨
）」
一
九
六
四
年
三
月
九
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004
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−615

）。

（
１８３
）

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
三
月
五
日
（
夕
刊
）
、
な
お
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
朝
日
新
聞
掲
載
記
事
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
「
中

国
問
題
に
関
す
る
外
務
省
統
一
見
解
」
一
九
六
四
年
三
月
五
日
（
石
川
他
編
『
戦
後
資
料
日
中
関
係
』）、
二
九
六
頁
に
は
こ
の
一
文
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１８４
）

大
臣
官
房
総
務
参
事
官
室
「
第
二
七
六
回
外
交
政
策
企
画
委
員
会
記
録
」
一
九
六
四
年
三
月
一
八
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−615

）。

（
１８５
）

A
m

erican
E

m
bassy

T
okyo

to
D

O
S,

“R
esults

of
Japanese

Sounding
in

A
frica

on
C

hirep
issue,”

A
pr.

9,
1964,

R
G

59,

C
FPF,

U
N

6
C

H
IC

O
M

,
N

A
.

（
１８６
）

R
eischauer

to
R

usk,
O

ct.
30,

1964,
R

G
59,

C
FPF,

PO
L

16
C

H
IC

O
M

,
N

A
.

（
１８７
）

阿
部
穆
「
池
田
総
理
の
中
国
政
策
」、
木
村
貢
編
『
総
理
の
品
格

官
邸
秘
書
官
が
見
た
歴
代
宰
相
の
素
顔
』（
徳
間
書
店
、
二
〇
〇

六
年
）
八
五
―
八
七
頁
。

（
１８８
）

「
日
本
か
ら
見
た
中
国
問
題
の
見
通
し
」〈
別
掲
４
と
記
載
、
武
内
駐
米
大
使
発
椎
名
（
悦
三
郎
）
外
務
大
臣
宛
電
報
「
外
交
政
策
企

画
委
員
会
に
関
す
る
日
米
協
議
の
概
要
報
告
」
一
九
六
四
年
九
月
二
九
日
の
添
付
資
料
〉、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−1242

）。

（
１８９
）

小
川
平
四
郎
国
際
資
料
部
長
「
渡
米
報
告
」
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
日
、
外
務
省
情
報
公
開
（2004−1242

）、
四
八
頁
、
小
川
が
米
側

に
提
示
し
た
私
案
は
同
文
書
に
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
米
側
公
文
書
に
よ
っ
て
お
お
ま
か
な
内
容
は
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

D
O

S
to

A
m

erican
E

m
bassy

T
okyo,

O
ct.

12,
1964,

R
G

59,
C

FPF,
PO

L
1−1

U
S−JA

PA
N

,
N

A
.

（
１９０
）

Ibid.

（
１９１
）

添
谷
『
日
本
外
交
と
中
国
』
一
〇
一
―
一
〇
八
頁
。

（
１９２
）

B
yron

S.
W

eng,
“C

om
m

unist
C

hina’s
C

hanging
A

ttitudes
T

ow
ard

the
U

nited
N

ations,”
International

O
rganization

20−

4

（A
utum

n
1966

）:
696−700.

国連中国代表権問題と池田外交 国府「分断固定化」構想をめぐって、一九五七～一九六四２５７



付
記

本
稿
は
平
成
一
七
・
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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